
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　謎なぞのお姉さん









　お風ふ呂ろ──それは安らぎを得るための場所だろう。

　だが俺は現状、お風呂に入っているにもかかわらず安らぎを得られてはいなかった。

　なぜなら──

「ん～、ちょっと狭せまいかな？　テアくん的にはどう思う？」

　──ミヤ教官宅の、お風呂場。

　ぱちゃん、と俺が浸つかる湯船が波打った。俺が身じろいで発生させた波ではない。

　同じ湯船にもう一人、このお湯を堪たん能のうしている人が居るのだ。

「ねえテアくん、もし狭いのがお好みならもうちょっとくっ付いてあげよっか？」

　試すようにそんな提案をしてきたのは、ミヤ教官──ではない。

「ねえ、どうかな？」

　教官は仕事に行っている。

「イヤかな？」

　目の前の女性は──綺き麗れいな黒くろ髪かみだった。その黒髪は短く切り揃えられ、どこか中性的でありながらも、湯船の中のボディラインはなまめかしい。

　顔も綺麗で可愛かわいらしい、非常に魅み力りよく的なお姉さんだった。

　……でだ、そんなお姉さんがどこの誰だれなのかと言えば──不明だった。

　つまるところ、俺はどこの誰とも知れない女性とお風呂に入っているわけで──

「ねえ、おーい、テアくんってば話聞いてる？」

　困こん惑わくする俺に構わず、綺麗な黒髪の女性は引き続きフレンドリーに語りかけてくる。

（一体どこの誰なんだ……？）

　俺の記き憶おくの中にこんな知り合いは間ま違ちがいなく居ないというのに。

「むぅ、テアくんが冷たぁーい。全然喋しやべってくれないじゃん。お姉ちゃん悲しい……」

　およよ、と泣く素そ振ぶりを見せた謎の女性は、直後にけろっと顔を上げ、

「でも黙だまってる姿すら絵になるのは、さすがはテアくんってところかな。こんな色男があのぽんこつに一心不乱だなんて、世の中分からないもんだなぁ」

　……分からないのは世の中じゃなくて、あなたという存在の方だ。

（本当に……どうしてこうなった……）

　俺はここまでのいきさつを、改めて振ふり返ることにした──。








第一章　エルト・クライエンス









「……相変わらず、すぐに疲つかれるな……」

　早朝の、帝てい都と郊こう外がい──ミヤ教官宅の軒のき先さき。

　最近の日課である朝の走り込みから帰ってきた俺は、自分の体力の無さに絶望した。

　弱体化は続いている。覚かく醒せい復活したアガリアレプトとの戦せん闘とう中に、俺の傷は全快したはずなのに。それでもなお、呪のろいか何かのように俺は弱いままだった。

　二キロ程度の走り込みで足はガクガク。こんな体たらくで教官を守ることが──、悪あく魔まを殲せん滅めつすることが──、果たして出来るというのか。

「しっかりするんだ」

　自分に向けてそう呟つぶやきながら、家の中に入る。

　まだ日が昇のぼり始めたばかりの時間帯。

　家の中は静かだった。教官はまだ眠ねむっているのだろう。

　トレーニングの疲れをよそに、俺は私室で普ふ段だん着ぎに着き替がえ、キッチンに向かった。

　──使用人。

　それがこの家における、俺の立場だ。

　完全な復帰を目指す傍かたわら、家事をこなす。

　それすら出来ないようじゃ完全な復帰なんて夢のまた夢なんだから、使用人がイヤなら大人しく私に養われてもらおうかしらね、とは教官のかつての言葉だ。

　養われるのは御ご免めんだ。ヒモは嫌いやだ。

　だから俺は本日も使用人として朝食を作る。

「あ、テアくんおはよ。今日も早いわね」

　やがて──俺の背中にそんな言葉がかけられた。

　声の主はもちろん、教官だった。

　教官。ミヤ・サミュエル。──俺の好きな人。

　俺はおはようございます、と挨あい拶さつを返そうとして──

「……っ!?」

　振り返って教官の顔を見た瞬しゆん間かん、驚おどろいてしまった。

「教官……それは一体……？」

　教官の顔には、白いマスクのようなモノが貼はり付つけられていた。せっかくの可愛らしい尊顔が隠かくされ、なんだか少し面おも白しろい感じになっている。

「あぁこれはね、肌はだパックよ。私もぼちぼちお肌の具合を気にしないといけない年ねん齢れいだからね。これをひと晩、貼り付けながら寝ねたの」

　お肌の具合を気にする年齢。

　若々しい見た目とは裏腹に、教官は二六歳だ。アラサーと呼ばれる領域には入っているが、それでも同年代の平均的な見た目と比べた場合、教官はやはり若いと思う。

「肌パックなんか、別にしなくてもいいんじゃないですか？」

　教官には必要性を感じない。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、何事も予防が大切だもの。こうやって対策しておくことは決して無む駄だじゃないと思うのよね。まあ、これはもう効果切れだけど」

　ぺりぺり、と教官が肌パックを剝はがした。

　あらわになった教官の顔は相変わらず綺麗で、可愛らしかった。肌パックから潤うるおいを与あたえられていた影えい響きようなのか、いつも以上に肌がぷるんとしている。

　思わず見入ってしまった。

「ふふ～ん、何よテアくん、見とれているの？」

「ち、違いますよ……」

　図星を突つかれ、慌あわてて否定する。

　しかし教官は俺のそんな心情を見破ったらしく、

「別に見とれてくれてもいいのよ？　ほら、君の大好きなミヤちゃんだぞ？」

　ずいっ、と俺に顔を迫せまらせてきた。

　ニヤニヤと、どこかいたずらな笑みを浮うかべながら。

「か、顔が近いんですが……」

「んん～？　近くて何か困ることってある？　テアくんは私の顔が間近で見られて嬉しいし、私もテアくんの顔が間近で見られて嬉しいし、お互たがいにいいことずくめよね？」

「な、何を言って……」

　教官の様子がおかしいことに、俺はこの辺りから気付き始めた。

「……教官、寝ぼけてます？」

「え？　私おかしなことは別に言ってないでしょ？　それよりテアくん、私はもっと君に近付いちゃうわよ？　朝一番のテアニウム補給をしなきゃいけないものね」

　何やら未知の物質が生み出されているが、それはさして問題ではない。

　今、問題なのは──

「それじゃあ早さつ速そく、テアニウム補給を開始するからっ。──それっ！」

「ちょっ、ちょっと教官！　抱だきつきながら胸元に顔をうずめないでもらえますか！」

「ん～～っ、来た！　来たわ！　テアニウムが私の心を満たしていくの……っ！」

　幸せそうに呟いて、教官が俺を上うわ目め遣づかいに見つめてくる。

「あぁテアくん、今日も元気でいてくれてありがとうね？　ちょっと汗あせの匂においがするってことは鍛たん錬れんに行ってきたのよね？　毎日毎日、本当に偉えらいわね？」

「ま、まあそれほどでも……」

「ううん、とっても偉いわっ。でも毎日頑がん張ばるのもいいけど、たまには何もせず、私といちゃいちゃしながら過ごすだけの一日を送ってみない？　今日はお仕事だから無理だけど、いつか……ね？　いっそ養われてくれてもいいのよ？」

「……っ！」

　俺をたぶらかそうとする言葉の数々にどきりとしつつ、俺は困惑もしてしまう。

　……教官のテンションが明らかにおかしい。

　寝起きの教官は基本的には物静か。

　そもそも寝起きじゃなくてもここまではっちゃけることはありえない。

　もしありえるとすれば、それは教官が酔よっている場合だけだが……

（──まさか……）

　俺の目線は自然と、剝がされた肌パックに吸い寄せられていく。

　もしかして、その肌パックにアルコール成分が含ふくまれていた……？

「きょ、教官……少し、失礼します……」

　俺は教官の顔に鼻を近付けていく。

「なぁにテアくん？　ひょっとしてチューでもしてくれるの？」

「……違います」

　教官の言葉をいなして、俺は教官の顔に最大限鼻を近付け──

（──やはりか……）

　教官からはアルコールの匂いがした。

　そういえば帝都の女性の間で酒さけ粕かす由来の肌パックが流は行やっていると聞いたことがある。

　それをひと晩中貼り付けた結果がこれだというなら、この状じよう況きように納なつ得とくは出来るが、

（……参ったな）

　酔った教官のことは相変わらず苦手だ。

　主導権取られまくりで為なす術すべがないからな……。

「ねぇテアくん、私なんだか暑くなってきたわ」

　テアニウム補給とやらを継けい続ぞく中の教官が、不意にそう言ったかと思えば、

「脱ぬいじゃっても、いいかしら？」

「はい？」

「あのね、すっごく暑いの。きっとテアニウムによる興奮作用のせいだわ」

「いや……単純に酔っているせいだと思うんですけど」

　初夏ということもあって、最近は朝から気温が高くなりがちでもある。

「そんなことはないわっ。テアくんが私を狂くるわせているのよっ」

　教官は据すわった目付きで俺を見上げた。

「責任、取ってくれる？」

「せ、責任……？」

「そうよ。私の排はい熱ねつに協力して？」

「排熱って……ま、まさか脱がせろってことですか？」

「さすがにそこまでは求めないけど、胸のボタンを外すくらいはして欲しいかなって」

　出来るわよね？　と小首を傾かしげ、教官はからかうように小さく笑った。

　酔った教官は相変わらず無茶苦茶なことを言ってくれる。

「胸のボタン……ですか」

　教官は現在パジャマ姿だ。暑いからそのボタンを外してくれ、とのことだが、それくらい自分でやればいいのに、と思う。しかし拒きよ否ひした結果、この酔いどれ教官からもっと酷ひどい要求が来る可能性を思えば、この要求を吞のんでしまった方がいいのかもしれない。

「わ、分かりましたよ……」

　俺は渋しぶ々しぶと頷うなずいて、パジャマのボタンに手をかけた。

「……胸の部分だけでいいんですよね？」

「テアくんが全部外して脱がせたいって言うなら、別にそうしてくれてもいいのよ？」

「し、しませんから……」

「んふふ～、照れちゃって可愛かわいいっ。あぁ、養ってあげたいわ～」

　……完全に手玉に取られているが、これといって悪い気分ではなかった。むしろ心ここ地ち好よくさえあるのだが、そう感じるのはさすがに毒され過ぎか……？

「じゃ、じゃあ……胸の部分だけ外しますから」

　ひとまず、俺は現在の目標をこなすことにした。教官の豊満な胸に手が触ふれないように気を付けながら、パジャマの生地だけを持って、ボタンを外しにかかる。

　上から順にひとつ、ふたつ……。

　そうやってボタンを外していくと、当然ながら──すぐに胸の谷間が露ろ見けんした。

　きめ細かい美白の双そう丘きゆう。深い深いその谷間。

[image: ]

　なるべく見ないようにしつつも、しかし思わず眺ながめてしまう魔ま性しようの魅み力りよくがその部位には存在していた。見ないようにすればするほど、どうしても意識してしまう。

「あら、いやらしい視線を感じるわね？」

「す、すみません……」

「いいのよ別に。テアくんにだけはどれだけ見られても……ね？」

　そう言って谷間を誇こ示じするように腋わきを締しめるミヤ教官。

　よりいっそう、ふたつの膨ふくらみが誇こ張ちようされ、その渓けい谷こくが深さを増した。

　俺はその蠱こ惑わく的な光景にあらがいつつ、三個目のボタンを外す。

　そして恐おそらくはこれが限界。

　これ以上外してしまえば、見えてはいけない部分が見えてしまうだろう。

　ノーブラっぽいし……。

「……教官、これで勘かん弁べんしてください」

「もぅ、しょうがないわね」

　どこか不満そうに呟つぶやきながらも、教官は俺を責めたりはしなかった。

「多少は涼すずしくなったし、これでいいわ。じゃあ一応目標を達成出来たテアくんに、ご褒ほう美びをあげちゃおうかしらね」

　そう言ったかと思えば、教官は俺の頭に手を伸のばし、

「よしよ～し、テアくんはいい子ね～、偉いぞ～、養ってあげちゃうぞ～」

　──撫なで撫で。

　それはもう優やさしく、俺の頭を目め一いつ杯ぱい撫でてくれた。

　恥はずかしいし、多少不本意でもあるが──落ち着く。

　忌いみ子ゆえに家族の愛情を知らない俺に、これは効くのだ。

「あらあら、猫ねこみたいに目を閉じちゃって……ふふ、だらしない。テアくんほどの存在がこうやって骨ほね抜ぬきにされている光景を世間が見たら、大衆はどう思うのかしらね？　テアくんが甘あまえん坊ぼうだという事実を、新聞社にリークしてみてもいい？」

「や、やめてください……！」

「えぇ～、どうしよっかな～？」

　この上なく楽しそうに目を細めつつ、

「でもまあ、私も人には言えないようなことをテアくんにしちゃっているし、お互い様さまというか、リークしたらリークし返されそうだからやめておくわね？」

「……そうしてください」

「なんだか脅おどすようなこと言っちゃってごめんね？」

「いえ……別に大だい丈じよう夫ぶです」

「テアくんは優しいわね。でも誰だれにでも優しいだけだったりして？」

「それはまあ、確かに……教官にだけ、というわけではないかもしれませんけど」

「へえ、認めちゃうんだ？　そういうところが生き真ま面じ目めで、ふふ、面おも白しろい」

　これはあれか？　からかわれているんだろうか。

「とりあえず……水でも飲んでください」

　俺は水の入ったコップを用意した。

「えぇー、どうして？」

「酔い醒ざましのためですよ」

「実はそれ、お酒だったりしない？　更さらに酔わせて私をどうにかしようとか」

「普ふ通つうの水ですよ！　俺をなんだと思ってるんですか！」

「あら、優しいテアくんが怒おこってしまったわ」

「からかわれたらそりゃ怒りますって！　それよりほら、水を飲んでください」

　俺がコップを押し付けると、教官は渋々と頷いた。

　少し悲しげでもあった。

「飲むけど……テアくんは酔った私は嫌きらい？」

「え？　い、いや、別に嫌いではないですよ」

　苦手なだけです。

「そうなの？　でも本当は嫌いだったりして？」

「き、嫌いじゃないですって！」

「ほんとかな～？」

「本当です！」

「ふぅん……ま、信じておくわね。じゃあシラフの私によろしく♪」

　酔いどれ教官はそう言うと、水をごくごくと飲み始めた。もちろんすぐに酔いが醒めてくれることはなかったが、次し第だいに目の据わり具合が解消され、正気が取とり戻もどされていくのが分かった。寝ねている間にずっと酒粕パックを貼はっていたとはいえ、その効力は朝方には失われていただろうから、そもそも酷い酔い具合ではなかったのだろう。

　五分もしないうちに、教官はシラフの状態に戻ってくれた。

「……あれ？　朝……？　というか、なぜ私は居間に居るの……？」

「教官的にはようやく本当のお目覚めって感じですか。おはようございます」

「あぁテアくん、おはよ……もしかして私、酒粕パックのせいで酔った状態で目覚めていたとか……？」

「その通りです。そして今、酔いが醒めたところですね」

「なるほどね……あぁ、酒粕パックはもう使わないようにしなきゃ。大丈夫だろうって思ったけど、やっぱり私にアルコールはダメみたいね……テアくん、迷めい惑わくこうむってない？」

「いえ、大丈夫でしたよ」

　妖あやしく迫せまられたといえば迫られたが、あの程度ならマシな方だ。

　何事もなかった扱あつかいで構わない。

「そうなのね。ならいいんだけど」

　そう言って突とつ然ぜん、俺の顔をジッと見つめ始めるミヤ教官。

　そしてなんだか知らないが、勝手に頰ほおを赤くして目を背そむけてしまう。

　最近、たまにこういう態度を見せる教官だった。……なんなんだろう？

「あの……俺の顔に何か付いてますか？」

「ち、違ちがうのよ。なんでもないの……（あの日の、寝てるテアくんへのキスを思い出したりなんかしてないから……）」

「え？」

「ほ、ほんとになんでもないのよ！　とりあえずパジャマから着き替がえてくるわね！」

「あ、教官。朝食は何にしましょうか？　浅あさ漬づけがあるんですけど、食べます？」

「く、口付け……っ!?」

「浅漬けですよ！　どういう聞き間ま違ちがいですか！」

「あ、あぁ、浅漬けね。いいわね。食べる。食べるわ」

「それと、キスがあるんですけど、朝からはやめときますよね？」

「て、テアくんったら何を言っているの!?　あ、朝からキスだなんて……もぅ、そんなのはさすがにダメよ……（テアくんが寝てるときじゃないと……）」

「？　まあ朝からキスは重いですよね。すみません」

　夜に塩焼きにでもするか。




　その後、気分を新たに朝食を済ませたのち──。

　俺は庭に出て、教官との組み手を行なった。それは俺の復帰鍛たん錬れんであり、教官にとっては仕事前のウォーミングアップでもある。日課といって差し支つかえなかった。

　そんな組み手が終わったあとは、仕事に向かう教官を見送った。

　今日の俺は実戦に出向く予定はないので、使用人として家事に取り組んでいく。

　洗せん濯たくを行ない、掃そう除じをこなす。

　それから孤こ児じ院いんへ出かけた。忌み子たちの世話は基本的に住み込みのシャローネに託たくしているが、シャローネは葬そう撃げき士しとして忙いそがしいことも多く、孤児院に居ない時間がそれなりにある。俺も暇ひまではないので付きっきりにはなれないが、こうして顔を出しに行くことは週に何度かあって、今日がその日だった。

「あ、テア兄ちゃんだ！　いひひ、今日は顔見せの日だっけ？」

　教官の家よりも郊こう外がいの、もはや山のふもとともいえる場所に孤児院はある。その門前にたどり着いたところで、ボーイッシュな黒くろ髪かみ少女が俺の存在に気付いて走り寄ってきた。

　ラナ、という孤児の一人だ。ラナは俺に背を向け、孤児院の前庭に呼びかける。

「ほらみんなっ、本物のテア兄ちゃんだぞ！　すごいだろ！」

　自じ慢まんするかのような語り口調だった。

　孤児院の仲間にそんな言い方はしないはずなので、誰か部外者が来ているのか？

　疑問に思いながら前庭に目を向けると、そこには孤児院の子供たちに混ざる形で見覚えのない別の子供たちが佇たたずんでいた。瞳ひとみが赤くないということは……忌み子ではない？

「ラナ、あの子たちはなんだ？」

「あのねテア兄ちゃんっ、近くの村の子たちだよ！　最近仲良くなったんだ！」

　近くの村というと、なるほど。あそこは忌み子に理解を示してくれるいい村で、この孤児院に野菜を恵めぐんでくれることもある。そこの子供たちと孤児たちがこうして仲良くなるのは、時間の問題だったのかもしれない。

　そんな中、すげー！　と瞳を輝かがやかせ、村の子供たちが俺の周りに集まってきた。ラナ含ふくむ孤児院の子供たちは、自分が褒ほめられているわけでもないのに嬉うれしそうにしていた。

「でしょ！　テア兄ちゃんはすごくて強いんだから！　そんなテア兄ちゃんと家族であるボクだって強いんだってところを見せてあげるよ！　みんなが言ってたところに行こ！」

　ラナはそう言うと、村の子供たちを引き連れて孤児院の外に出て行こうとする。

「おい待て。どこに行くつもりだ？」

「村の近くに入っちゃいけない洞どう窟くつがあるんだってさ！　ちょっと行ってくるね！」

「やめておけ。危ないだろ」

「大丈夫だって！　心配し過ぎ！　じゃあねテア兄ちゃん！」

　ラナと村の子供たちが走り去っていく。

「ほんとに大丈夫、かな？」

　大人しめの性格がトレードマークで、シャローネに次ぐ年長孤児であるミミが、俺のそばで不安げに呟いていた。

「テア兄さん、来て早々、悪いけど、ちょっと見に行ってもらえ、る？」

「分かった」

　応じて、俺はラナたちのあとを追うことにした。

　途と中ちゆう、村に立ち寄って、入ってはいけない洞窟がなぜそう呼ばれているのか、情報収集を行なう。

「そこはのう、見えざる者が潜ひそんでおるんじゃよ」

　農作業をしていたお爺じいさんが、そう教えてくれた。

「見えざる者？」

「表には出てこないが、ずっと潜み続けている何かがおるんじゃ」

「だから入ってはいけない、ですか？」

「そうじゃよ。しかしなぜそんなことを聞くんじゃ？」

「子供たちがそこに向かったからです」

「なんじゃと!?」

　常時薄うす目めだったお爺さんが、くわっと目を見開いた。どうやらよほどのことらしい。

　見えざる者が潜む洞窟。

　表には出てこない、暗くら闇やみを好む《何か》。

（──まさか……）

　もし、それが俺の想像通りの存在だとすれば急がなければならない。

「子供たちのことは俺に任せてもらえますか？」

「も、もちろんじゃ！　頼たのんだわいっ！」

「その前に、獣じゆう害がい対策のこの爆ばく竹ちく、頂ちよう戴だいしてしまっても？」

「何をするつもりか分からんが、ああ、好きなだけもっていけ！」

　そう言ったお爺さんを尻しり目めに、俺は洞窟の方角に駆かけ出した。体力を切らさないようにペースに気を付けながら走り、やがて洞窟の入り口にたどり着いたとき──

「うわああああああああん！」

　──洞窟の中から誰かが飛び出してきた。

　それは村の子供たちだった。

　泣きじゃくり、あるいは呆ぼう然ぜんとした表情で、彼らは俺を見つけるや駆け寄ってきた。

　なんとか自力で逃にげ出してくれたか……──いや、ラナが居ない。

「た、大変だ……っ！　やっぱり入っちゃダメだったんだ……っ！」

「ラナはどうした？」

「な、中に残って、僕たちを逃がすために戦おうとしてて……！」

「無茶をっ……！」

　俺は一も二にもなく洞窟に駆け込こんだ。

　──洞窟に潜む者。

　それは俺の予測が正しければ悪あく魔まだ。

　それも奇数枚種オツドナンバー。

　明かりを嫌い、暗闇を好む、見えざる悪魔。

　個体名《シャドウ》──一一枚羽に分類される悪魔で、闇への擬ぎ態たい能力を持っている。

　見破る手法を知らなければ、この環かん境きようでは何も分からないままにいたぶられてしまう。

「──ラナっ！」

　ある程度進んだところで、見えない何かに覆おおい被かぶさられて身動きが取れなくなっているラナを見つけた。

「テア……兄ちゃん……っ！」

　苦しげに叫さけぶラナを圧あつ迫ぱくしているのは、間違いなくシャドウだろう。

　だから俺は懐ふところから爆竹を取り出し、洞窟の壁かべに導線をこすり付けて火を点つけた。

　爆竹を投げる。

「ラナ、耳を塞ふさげるなら塞げ！」

　俺がそう告げた直後、爆竹が弾はじけた。やかましい爆ばく裂れつ音が連続する。洞窟内だけあって反はん響きようし、耳を塞いでいてもなお脳のう髄ずいを貫つらぬくような轟ごう音おんが木霊こだました。

　そして変化が生まれる。

　耳を塞ぐラナの上に黒い猿さるのような存在が現れていた。

　──シャドウだ。

　こうした環境を好むシャドウは基本的に弱視で、代わりに聴ちよう覚かくが異様に発達している。

　ゆえに爆音が弱点。もちろん爆音だけで処理出来るわけではないが、聴覚に異常をきたしたシャドウはそれ以降闇への擬態能力が使えなくなる、という研究結果が出ている。

　なればこそ、あとは丸見えの本体を叩たたけばいい。

　俺はシャドウとの間合いを即そく座ざに詰つめて、その顔面めがけて拳こぶしを振ふり抜ぬいた。アッパー気味に殴なぐったがゆえに浮ういたシャドウの体へと、続けざまに蹴けりを見み舞まう。

　吹ふき飛び、岩いわ肌はだに叩き付けられたシャドウとの間合いを今一度詰めて、落ちていた木の枝を剣けんに見立ててその眉み間けんに目め一いつ杯ぱい突つき刺さした。

《ぐぎゃあああああああああああああああああ……ッ！》

　醜みにくい断だん末まつ魔まは、シャドウが発した最さい期ごの言葉だった。

「た、倒たおしたの……？」

「ああ」

　頷うなずきつつ、念のために心臓にも木の枝を突き刺した。

「これでもう大だい丈じよう夫ぶだ」

「──うぅ、怖こわかった……！」

　がばっ、とラナが抱だきついてきた。俺はその頭を撫なでながら、同時に小こ突づきもした。

「だから洞窟に入るのはやめておけって言っただろうに」

「……ごめんなさい」

「まあ、無事で何よりだ。とりあえず外に出るぞ」

　ラナを連れて洞窟の外に向かった。

　すると村の子供たちが待ってくれていて、俺たちの無事を喜んでくれた。

　それから彼らと一いつ緒しよに村まで向かうと、お爺さんからの伝言でも広まったのか、村の人たちが広場に集まっていた。そして俺たちの姿を捉とらえるや、ほっ、と安あん堵どの吐と息いきに包まれたのが分かった。

「──ほんにありがとうございました。テア殿どののおかげで、村の子らが喪うしなわれずに済みましたわい。若き英えい雄ゆう、七なな翼よくの怪かい童どう、そうした渾あだ名なの数々は伊だ達てではありませぬな」

　村長と思おぼしきご老人が、そう言って俺に頭を下げてきた。

　周りの大人たちも、「ありがとうね」「さすがの手て際ぎわだな」としきりに俺を褒めそやしてくれるが、俺としては面めん目ぼくなかった。

「いえ、責任はこちらにあります。このラナが、村の子供たちを洞窟へ先導し、危険に晒さらしてしまいました。それはひいては俺の責任です。申し訳ない」

「や、やめてくだされ。それを言ったらラナちゃんに洞窟の存在を教えてしもうた挙げ句誘さそいに乗った村の子らが悪いとも言えるわけでしてな。とにかく、テア殿は何も悪くないんじゃよ。むしろ子供たちを救った己おのれの手しゆ腕わんを誇ほこりに思ってくだされ」

「お気き遣づかい、感謝します」

「いやはや、テア殿は人間が出来ていますな。お主たちもこうなれるよう、しっかりと努力せねばならぬぞ？」

　村長が子供たちに向かって語りかけると、子供たちは大きく頷いたのだった。

　それから俺は改めて感謝されつつ、帰り際に村長から思いもよらぬモノを差し出されることになった。

「帝てい都と市内ではもうすぐ天てん聖せい祭さいですかな？」

「ええ、徐じよ々じよに街が飾かざり付つけられていますね」

「いいですな。それはそうとテア殿、今回のお礼にこれを受け取ってくださらんか」

　そう言って村長が差し出してきたのは、鞘さやに収められた短刀だった。

「……それは？」

「これはかの《名工》殿がお造りになられた一品ですじゃ」

　村長の言葉を受けて、俺はハッとする。

「《名工》とは、まさかエルト・クライエンスですか？」

　現代最高どころか、史上最高の鍛か冶じ職人、と呼ばれる人物が現代には存在している。

　エルト・クライエンス、の名義で知られるその人は、敬意を込めて《名工》と呼ばれ、世間から非常に高い評価を得ている人物だ。

　俺と──縁えんのある人物でもある。

「なぜあなたが《名工》の短刀を……？」

「昨夜、この村で《名工》殿をお世話しましてな」

「お世話？」

「なんでも、家をなくされたそうで」

　なんだか《名工》がとんでもないことになっていた。

「それでひと晩、面めん倒どうを見ましてな。今朝出立なされたんじゃが、その際にこの短刀をお礼にと置いていかれたわけですじゃ」

「待ってください。つまりこの村に《名工》が居たということですか？」

「ひと晩だけですがな」

　羨うらやましい。縁はあれど、俺は直接的な対面をしたことはなかった。そもそもが謎なぞに包まれた人物であって、本人の個人情報に関しては名義以外のすべてが分からない。

　俺を始め、所しよ詮せんは末まつ端たんの兵でしかない葬そう撃げき士しでは、その正体を知り得なかった。

「ともあれ、短刀はそうした経けい緯いで入手したモノでしてな」

「そのようなモノをいただいてしまってよろしいので？」

「こんな辺へん鄙ぴな村で宝の持もち腐ぐされとなっているよりは、若き英雄であるテア殿に持たれていた方が、この短刀も幸せじゃろうと思いましてな」

「しかし……」

「ええんですじゃ。さあ、受け取ってくだされ」

　強ごう引いんに押し切られる形で、俺は《名工》謹きん製せいだという短刀を受け取ることになった。

「ありがとう、ございます」

「気になさらないでくだされ」

「ちなみに、その《名工》は間ま違ちがいなく本人だったんですか？」

「さて、どうでしょうな。そう言っていたのを耳にしただけですから、それを証明することは出来ませぬな。しかし、その短刀を抜き身にしていただければその疑問が愚ぐ問もんだとお分かりになりますじゃろうて。それほどまでに素す晴ばらしいモノを造れるのだとすれば、あの方は間違いなく《名工》、でしょうな」

　村長の言葉を聞きながら、俺は短刀を鞘から抜いてみた。

　確かに、惚ほれ惚ぼれするほどの一品だった。

「《名工》はどんな方でした？」

「申し訳ありませぬが、それは言えんですじゃ。本人がすべてを非公表にしておられるわけですから、わしなんぞがおいそれと語っていいことではないと思いますのでな」

「それもそうですね。ではこの短刀、ありがたく頂ちよう戴だい致いたします」

「ええ、大切にしてくだされ」

　こうして、俺は《名工》謹製の短刀を入手し、ラナと一緒に村をあとにした。

　その後は孤こ児じ院いんに少しの間滞たい在ざいし、教官の家へと戻もどったのである。




　帰宅後、俺は短刀を私室の棚たなに飾った。

「……どんな人なんだろうか」

　短刀を見み据すえつつ、ぽつりとそんな独り言がこぼれ出た。

《名工》──エルト・クライエンス。

　彼か彼女かも分からないその人物は、俺にとって無関係ではない。

　会ったことはないが、繫つながっている。葬撃士協会を介かいして武器制作の依い頼らいを送り、俺のための武器を造ってもらっている。そのお礼をいつか言いたい、と常々思っているが、その願いはまだまだ叶かないそうもなかった。

　それでもいつか必ずお礼を──そう考えつつ、俺は裏庭に向かった。トレーニングとして、私室から取ってきた愛刀の素す振ぶりを行なう。まだ剣けん士しとして復帰出来るほどの安定性を取り戻せてはいないが、だからこそ感覚を忘れないように愛刀を振るう。

　そしてこの愛刀こそが、エルト・クライエンスによって造られたモノだった。二刀流。ふたつの刀剣。俺と共に幾いく多たの戦場を駆かけ抜けてきたそのふた振りを、俺は懸けん命めいに振るって感覚を養う。

　そんな素振りをやがて終わらせ、家の中に戻ったそのとき──

「お～い、誰だれか居るかーい？」

　それは唐とう突とつな訪問者だった。

　聞き覚えのない声は女性のモノで、誰だろうと思いつつ俺は玄げん関かんに向かった。

　すると──

「お、テアくん居た居た。あぁ良かった。無む駄だ足あしにならずに済んだみたい。にししっ」

　その女性はやはり知らない女性だった。

　そして綺き麗れいな女性だった。烏からすの濡ぬれ羽ば色いろ、という表現がふさわしい短めの黒くろ髪かみと、それが似合う端たん麗れいな顔立ち。すらりとした肢し体たいにはノースリーブの肌はだ着ぎと、とび職の人間が穿はくような裾すその広いズボンを身に着けていた。

　表情は明るく、雰ふん囲い気き自体も晴れやかだ。少なくとも成人しているように見えるが、かなり若々しい。教官といい勝負だろう。

「にしてもテアくん、本当にここ住んでたんだねえ。居心地はどうかな？」

　謎のお姉さんが、まるで旧知の仲であるかのように接してきた。……たまに居るんだよな、こっちに知名度があるからといってこうして馴なれ馴れしく話しかけてくる人。

　俺はため息をこぼしつつ、口を開いた。

「それより、どちら様ですか？」

「およ、そこを気にしちゃうの？」

「そりゃ、見知らぬ訪問者のことは誰でも気にすると思うんですが」

「あは、それもそっか。でも、別に私のことなんてどちら様でもいいと思わない？」

「いや……思いませんが」

「そっかそっか。うーむ、テアくんは意外と堅かた物ぶつなのかな？」

「大体の人が、知らない人にはこういう態度で接すると思うんですがね」
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「きちんと一いつ般ぱん的な対応が出来るだなんて、うむうむ、テアくんは偉えらいね♪」

　どこかマイペースにズレた対応を行なう謎のお姉さんだった。

　なんだこの人、調子が狂くるうな。

「ところでテアくん、どうよ？」

「……どうよ、とは？」

「ミヤと私を比べた場合に、どっちがいいかな～、ってことなんだけど」

「ええと……どうして教官とあなたを比べる必要が？　というか、あなたはもしかして教官のお知り合いか何かで？」

「にししっ、だったらどうする？」

「教官は現在留守中ですからまたの機会にお越こしください、とお引き取りを願います」

「えぇ～、それはイヤかも」

　ニヤけた表情で俺の言葉を拒きよ否ひしたかと思えば、

「悪いけど、お邪じや魔ましちゃうね？」

　と、勝手に上がろうとしてきた。

「ちょ、ちょっと。それは困りますって」

「きゃっ……止めるどさくさに紛まぎれて今おっぱい触さわったでしょ！」

「さ、触ってません！　そしてお引き取りください！」

「お引き取りはお断りっ」

　むんっ、と力強く言い放ちながら、謎のお姉さんが再び家の中に入ろうとしてくる。

　俺はもちろん今一度食い止めようとするが──

「テアくんっ、ちょっと大人しくなりなさいね？」

　誰かの面おも影かげを感じる口調でそう言ったかと思えば、俺の頰ほおに──ちゅっ、と。

　彼女がキスをしてきて──えっ。

（──……）

　衝しよう撃げきで、俺の中の時間が一いつ瞬しゆん止まる。

　その隙すきに謎のお姉さんが、ササッと俺の脇わきを通り過ぎていった。

「にししっ。キスで固まるウブな坊ぼうやじゃ、私を止めることは出来ないんだよ？」

「くっ……！」

　一体なんだというんだ……──どこの誰なんだよこの人！

「──ふぅ、よっこらせー、っと。あ、このソファーふかふかでいいねえ」

　硬こう直ちよくを解除して居間に向かうと、謎のお姉さんはのんきにソファーを堪たん能のうしていた。

「あの……真面目にあなたは誰なんですか？」

「あら、怖こわいお顔」

　彼女は余よ裕ゆうを崩くずさない。

「でもねテアくん、安心して？　私はテアくんの敵ではないんだからさ」

「そりゃ、敵ではないんでしょうけど……ですが未知の存在であるあなたに、俺が警けい戒かい心しんを抱いだくのは当然のことだと思いませんか？」

「思う思う」

　当事者とは思えないほど楽天的に呟つぶやいたのち、彼女は閃ひらめきの表情でポンと手を打った。

「あ、そうだ。それじゃあテアくん、お風ふ呂ろに入らない？　私と一いつ緒しよに」

「……へ？」

　俺の耳が正常であるならば、今お風呂に誘さそわれた気が……。

「あのねテアくん、単純なお話なの。テアくんは私のことを知らないから警けい戒かいしてるんだよね？　だったら裸はだかのお付き合いをして、お互たがいのことを知ればいいんだよっ！」

「いや……名前を教えてもらえれば、俺はそれである程度警戒心が解けるんですけど」

「名前？　あらイヤだ……テアくんったら女の子に名前を聞くだなんていやらしい～」

「なんでスリーサイズを聞いたかのような反応なんですか！」

「スリーサイズはねえ、上から順に八──」

「言わなくていいですから！」

「俺が今からこの手で測ってやるんだから答えを言うんじゃねえ──ってこと？」

「違いますよ！」

　あぁもう！　本当になんなんだこの人！　マイペースが過ぎるだろ！

「まあまあ。それよりテアくんさ、早いところお風呂に行かない？」

「お、お断りします」

「どうして？」

「……常識的に考えて、見知らぬ女性とのお風呂はありえない、ということです」

「ほーん、やっぱり堅物思考だ。でもそこがいいのかもね。浮うわ気きしなさそうだし。──だけどテアくん、そう言わずに、ね？　さ、お風呂に行こ？」

　誘うように言いながらぴょんとソファーから立ち上がると、謎なぞのお姉さんは俺に迫せまってきた。そして俺の手を握にぎってくる。どきりとしつつ、俺は慌あわてて振ふりほどいた。

「て、手を取らないでください！」

「あは、この照れ屋さんめっ」

「て、照れ屋とかではなく、どうして知らない人と一緒にお風呂に入る必要が……」

「もぉ、この期ごに及およんでウダウダのたまう利かん坊さんにはこうだから。──ちゅっ」

「ま、また頰にキスを……っ!?」

「テアくんが大人しくならないのが悪いんだよ？」

「だ、誰にでもこんな風にキスするんですかっ!?」

「いやいや、そんなはずがないでしょうに」

　苦笑するように否定したのち、謎のお姉さんは真面目なトーンで続けた。

「テアくんが相手だからこそ、こんな風に出来るってお話なんだよ？」




　それから──時間は進み、現在。

　俺は謎のお姉さんと一緒に、こうして湯船に浸つかっているわけだが、

（ここまでを振り返っても結局、このお姉さんについては何も分からないという……）

「ふふ～ん」

　優ゆう雅がに鼻歌を奏かなでつつ、謎のお姉さんは俺と同じ湯船でお風呂を満まん喫きつしていた。

　教官ほどではないが立派な胸をお持ちなので、タオルが巻かれているとはいえ、俺としては先ほどから目を逸そらすような感じで過ごしている。

　というか、俺は何を律りち儀ぎにお風呂をご一緒しているのだろうか。知らない女性の手で強ごう引いんに連れ込まれたにもかかわらず、さしてあらがおうとしない自分が不思議だった。
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　だが、その理由はなんとなく分かっている。

　自分でも妙みように思うが、俺はなぜかこの人に親近感を抱いていた。

　何も知らないはずなのに、俺はこの人の何かを知っている。

　そんな気がしてならなかった。

「ねえテアくん、君は剣士であろうとすることを諦あきらめてはいないんだよね？」

　不意に問いかけがあった。

　質問の真意が分からないながらも頷うなずいてみせると、彼女は嬉うれしそうに笑った。

「にしし、それは良かったっ」

「あなたは俺の、何かですよね？」

　俺からも質問を行なってみた。曖あい昧まいな質問だ。

　すると彼女は少し意地悪そうに目を細めた。

「私はテアくんの、なんだろうね？　身に覚えのない許嫁いいなずけだったらどうする～？」

「それはないと思いますが……」

　しかし、当たらずとも遠からず、なのかもしれない。

　もちろん許嫁では絶対にないだろう。

　だが、それと同等程度に近しい間あいだ柄がらを、俺はこの人と築いている気がする。

　ものすごく身近な何かで俺と彼女は繫つながっている。

　初対面なのは間ま違ちがいないが、直接的ではない何かで緩ゆるく、しかし固く繫がっている。

「ねえ」

　この人はきっとその答えを知っている。だからこんなにもフレンドリーなのだろう。

「なんですか？」

「テアくんは狙そ撃げき銃じゆうと剣けん、どっちが好きかな？」

　妙な質問だなと思いつつも、俺は迷いなく応じた。

「愚ぐ問もんですね。そりゃ──剣ですよ」

　俺はいつだって二本の剣と共にあった。

　──《名工》にこしらえてもらった二刀の刃やいば。

　そんなふた振ふりと共に、俺はいつだって悪あく魔まとの戦場を駆かけていた。

「剣は好き？」

「大好きです。特に《名工》にこしらえてもらった二刀は、格別に」

「《名工》って、エルト・クライエンスのこと？」

　俺は頷いた。

　葬そう撃げき士しの武器は、やむを得ない事情がなければ基本的に特注だ。

　俺の狙撃銃は、俺自身が急造狙撃手ということもあって、教官がプレゼントしてくれた市し販はんの高い奴やつでしかないが、俺の本命である二刀に関しては特注。

　来たるべき復活のときに備えて今は鍛たん錬れんでしか使っていないそのふた振りは、かの《名工》エルト・クライエンスにこしらえてもらったモノだ。

　エルト・クライエンスの特筆すべきところは、依い頼らい人に合わせた武器設計能力だ。依頼人以外の人物が扱あつかえばナマクラでしかないが、依頼人が扱った場合には伝説のひと振りと化すように設計された武器、それを製造する腕うでが、エルト・クライエンスにはある。

　そしてその《名工》は誰だれにでも武器を製造するわけではなく、自分が認めた強者からの依頼にしか応じない。俺も初めは依頼を無視されていたが、《七翼》に至ったところでようやく依頼を受け入れてもらえたことを覚えている。

　そのときに造ってもらえたのが、例の二刀だ。

　数年使っても刃こぼれなく、とても頑がん強きようで強大な威い力りよくを誇ほこっている。

　それはもはや神が造ったんじゃないかと思えるほどの完成度。

　素す晴ばらしいモノをありがとう、と一度はお礼を言いたいところだが、残念なことにエルト・クライエンスはその名義以外の情報がことごとく謎に包まれている。

　年ねん齢れいも性別も不明。

　依頼の仕方も、葬撃士協会を介かいして行なう、という間接的なやり方が常だ。

　なぜ身元を隠かくしているのかは分からない。

　とにかく、謎多き存在だった。

「エルト・クライエンスは私も名前だけ知ってるけど、中身はどういう人物だろうね？」

「さあ……どうでしょう。髭ひげがもさもさのおじさん、なんじゃないですか」

「くふふ……ちょっとちょっと。鍛か冶じ職人だから髭がもさもさのおじさんって、イメージが少し安直過ぎるんじゃないかな？」

「じゃああなたの予想は？」

「案外、美人なお姉さんだったりして？」

「まさか」

　それはないだろう、と思った直後のことだった。

　がちゃ、と玄げん関かんの方から扉とびらの開閉音が聞こえてきたのが分かった。

「いけないいけない。忘れ物しちゃった」

　足音が、風ふ呂ろ場ば前の廊ろう下かを通り過ぎていく。その際に聞こえたかすかな独り言は、間違いなく教官の声だった。どうやら教官が忘れ物を取りに戻もどってきたらしいが、

（──ま、マズいぞ……）

　見知らぬ女性とお風呂に入っているこの状じよう況きようがバレたら、タダじゃ済まないのは間違いない。ここが俺の家ならまだしも、家主は教官なのだし。くっ……最悪な状況だ。

「およ、ひょっとしてミヤが帰ってきたのかな？」

「……お願いですから静かにしててくださいよ？」

「え、どうして？」

「この状況がバレたら多分軽けい蔑べつされるので……！」

「そうかなぁ？」

「そうですって！　たとえあなたと教官が知り合いなんだとしても、この状況は絶対におかしいんですよ！　だから静かにお願いします！」

「ん～……でもバレた方が面おも白しろそうじゃない？」

「どこがっ!?」

　この人あれだろ、押しちゃいけないボタンとかを率先して押したがる人だろ。

「──あれ？　そういえばテアくんは？　おーいテアくーん、居ないのー？」

　そんな中、教官が俺の姿が見えないことに疑問を抱いだいているようだった。

「お出かけ中かしら？　……でも鍵かぎはかかってなかったし、家の中に居るはずよね。もしかしてお風ふ呂ろなの？　ねえテアくん、お風呂ー？」

「は、はい！　ちょっと湯船に浸かりたい気分でして！」

　ここで何も答えないのはマズいと思って、俺はひとまず居場所を明かしてみた。

「そうなのね、じゃあ私は忘れ物を回収出来たから、改めてお仕事に行ってくるわ」

「はいっ、お気を付けて！」

　ふぅ……これで危機は去ったか、と思いきや──

「──あんっ！」

　いきなり、喘あえぐような声がお風呂場に響ひびき渡わたった。

　俺はぎくりとして、混浴中の相方を見やる。

　くふふ、としてやったり顔で笑う悪魔がそこには存在していた。

「あ、あんた何やってんだ……っ！」

「あのね、ぷふ……我が慢まん出来なくて」

「ふざけるな……っ！」

　しかしだ、教官が今の喘ぎに気付いてなかったらセーフなわけで──

「ちょ、ちょっとテアくん……今の声って何？」

　はいアウトでした。

「い、犬ですよ教官！　野の良ら犬いぬがさっき迷い込んできましてっ、実は今お風呂に入っているのは野良犬を洗っているからなんです……っ！」

　この言い訳は苦しいだろうか。

「……ほんとに？」

「ほ、本当ですよ！　なあ野良犬？（鳴いてください！）」

「あのねテアくん、私って犬より猫ねこ派はなんだよね」

「だからなんだよ！」

　あぁもうメチャクチャじゃないか！

「ね、ねえテアくん……今普ふ通つうに女の人との会話が聞こえてきたんだけど……」

「き、気のせいですよ……！」

「あのさ……ちょっとだけお風呂場を確かく認にんさせてもらってもいいかしら？」

「だ、ダメですって言ったら？」

「ごめんね、拒きよ否ひ権はないわ」

　──くっ、もうおしまいだ……完全に怪あやしまれている。

「うぅ、テアくん、私が猫ねこの真ま似ねをしなかったばっかりにごめんね？」

「して欲しかったのは犬の真似なんですが……！」

「ま、でも大だい丈じよう夫ぶっ。何も心配はいらないからね？」

　俺が嘆なげく一方で、謎なぞのお姉さんには何か余よ裕ゆうがありそうだった。

　教官とは知り合いのようだが、この人の方が立場的に上とかそういう話なのか？

　そう考えていると、教官がまず、廊下から脱だつ衣い所じよに入ってきたのが分かった。

　俺としては万ばん事じ休きゆうす。もはやこれまで。

　言い訳なんて思い付かないし、思い付いたとしてもそれを振ふりかざすべきじゃない。

　これはもう全部俺が悪いのだ。教官のお𠮟しかりを受け入れる覚かく悟ごはすでに出来ている。

「──テアくん、開けるからね？」

　教官の、声。

　迫せまる審しん判ぱんのとき。

　直後にお風呂場の戸が開けられて。

　教官がその顔を覗のぞかせて。

　それから──

「……えっ!?」

　教官は案の定、驚おどろきの表情を浮うかべ始めた。

　そりゃ驚きますよね、俺が教官の知人なのかどうかも曖昧な女性と一いつ緒しよに──

「──姉さんっ!?」

　そう、姉さんと一緒にお風呂に入っていたら……

　……ん？

　……えっ？

　──姉さんっ!?

「はぁいミヤ～、久しぶりっ。元気にしてたかな？　にしし」

「な、なんでここに姉さんが……？」

「あら愚問。愛いとしの妹ちゃんに会いに来てあげたんだけど？」

「……絶対に噓うそでしょ」

「噓扱あつかいだなんてひど～い。でもミヤとの再会がメインじゃないのは確かかなぁ」

　俺を取り残し、会話を交かわし合う二人。

　ここまでの情報に噓がないのであれば──

　この二人は──姉妹。

　俺と一緒に湯船に浸つかっていたこの人は、教官の──お姉さんだった……？

（マジかよ……）

　道理で妙みような繫つながりを感じるはずだ、と俺はなんだかしみじみしてしまう。

「──というより、なんで姉さんとテアくんが一緒にお風呂に入ってるのよ！　さっさと上がりなさい！　ふしだらだわ！」

　そして教官は果たして、ぷんすかとお怒いかりになられているのだった……。




　その後──お風呂を上がって、居間。

「あは。ええそうなのですっ、私はなんとミヤのお姉ちゃんなのでした～、という種明かしっ。どうかなテアくん、驚いてくれた？」

　教官のお姉さんだという黒くろ髪かみの女性が、ソファーに腰こしを下ろしながら得意げに笑っていた。俺はテーブルに着きながら、仕事に行くのを一いつ旦たん取り止やめた教官に目を向ける。

「教官、あの人が教官のお姉さんって本当なんですよね？」

「残念ながらね。サラーシャ・サミュエル。正しよう真しん正しよう銘めい、血の繫がった姉よ」

「サラ、って呼んでね？」

　教官のお姉さん──サラさんが、俺に向けてフレンドリーにそう言った。

　それにしても、姉妹揃そろって若々しい。

　二人とも一〇代の瑞みず々みずしさを保ったまま、順調に年を重ねている感じだ。

　特にサラさんは、教官のお姉さんってことは当たり前だが教官よりも年上なわけで、アラサーか、もしくはそのラインを超こえている可能性もあるのだろうが、とてもそうは見えない可か憐れんさがあった。

「お仕事は何をされているんですか？」

「姉さん、無理に答えなくてもいいからね？」

　教官がそうやって釘くぎを刺さしていた。

　なんだろう……言いにくい職業なのか？　水商売？　あるいは無職とか？

「いやいや、教えてあげようじゃないの。テアくんは誠実だし大丈夫でしょ。──というわけで、いいかなテアくん。私は君と結構、それなりに関わりがあったりするんだよ？」

「教官の姉だということ以外にも、俺と間接的な繫がりがあるってことですか？」

「そういうことになるかな。さて、それは一体なんだと思う？」

　と問いかけておきながら、サラさんは俺にシンキングタイムを与あたえてはくれなかった。

　直後にあっさりと、その答えが伝えられた。

「私とテアくんはね、武器で繫がっているんだよね」

「武器って──まさか……」

　ひとつの予感が、俺の脳のう裏りをよぎった。ありえない、と断じたい気分だが、おふざけでそんなことを言い出すとも思えず、俺はその可能性をより明確に思い浮かべる。

　俺が誰だれかとの繫がりを鮮せん明めいに感じる武器は、愛刀のふた振ふりのみ。

　なぜなら、そのふた振りは市し販はんではない特注。

　かの《名工》エルト・クライエンスの血潮が宿った洗練されし二刀。

　すなわち、俺の予感が正しいのだとすれば──

「あなたが……」

　俺はその可能性を口にする。

「……エルト・クライエンス、なんですか？」

「大　正　解──ってね」

　果たして、サラさんはにんまりと頷うなずくのだった。

「ありがたいことに《名工》って呼ばれてて、葬そう撃げき士しを陰かげで支える裏の英えい雄ゆう、なんて言われることもある。あぁもちろん、サラーシャ・サミュエルが本名で、エルト・クライエンスっていうのは鍛か冶じ職人としての名義でしかないから、勘かん違ちがいはしないようにね」

　当たり前のように紡つむがれたその自己紹しよう介かいが、俺の胸をじんと震ふるわせた。感動や感激といった安っぽい言葉で片付けたくはない、これはそう、憧どう憬けいにも似た熱い感情だ。

　あの二刀があればこそ、俺はより輝かがやくことが出来た。俺の全盛期を支えてくれたのは、疑いようもなくあの二刀だった。

「サラさん」

　だから俺は気が付くと、サラさんの前に移動して、その手を思わず握にぎり締しめていた。教官が少しムッとしているような気がしたが、それを気にせずサラさんにお礼を言った。

「武器を造っていただいて、ありがとうございました。いつの日か、こうして直接お礼を言いたいと思っていたんです」

「それはそれは。こちらこそありがとね。いい武器を造った甲か斐いがあったってもんだよ」

「しかし驚きました。まさかエルト・クライエンスの正体がサラさんのように可憐な女性だったとは……」

　姉は《名工》、妹は女性葬撃士最強の一角。

　この姉妹はどれほど葬撃士の世界に貢こう献けんしているのだろうか。

「この情報は誰にも言わない方がいいんですよね？」

「へぇ、テアくんは釘を刺さないと秘密を言っちゃうような人なの？」

「い、いえ、そのようなことは決して……」

「むふ、意地悪しちゃってごめんね？　でもそうだよ、誰にも言っちゃダメ。テアくんを信用して《名工》の真実を教えてあげたんだし、もし誰かに情報を漏もらしちゃったりしたら、このサラお姉ちゃんをお嫁よめさんにする方向性でよろしく♪」

「お、お嫁さんですか……」

「そうだよ。ミヤのことはほっといて、私と幸せな家庭を築いちゃおうね？」

「はいはい、何言ってんだか」

　教官が面おも白しろくなさそうに言葉を挟はさんできた。

「姉さん、テアくんに妙な要求を突つき付けないでもらえるかしら？」

「いやんっ、ミヤってばお顔が怖こわいんだけど？」

「誰のせいだと思ってるのよ……」

「え、誰のせいなの？」

「姉さんのせいに決まってるでしょ！」

「へぇ、ご自じ慢まんのテアくんに私の手て垢あかが付くのがそんなにイヤなのかな～？」

「べ、別にそういうことじゃなくて……変な要求突き付けてテアくんを困らせるのはやめて、って話なだけだから」

「ということらしいよ、テアくん。あのおばさん独どく占せん欲よく強いね？」

「姉さんの方がおばさんでしょうが……っ！」

　なんかもう、教官が振り回されまくっていた。

　やはり姉ともなると、妹のもてあそび方を熟知しているのだろうな。

「……ところで姉さん」

　少し疲つかれた表情で、教官が改めて口を開いた。

「姉さんはどうして私の家に来たのかしら？」

「あぁ、それなんだけどね、実は山さん岳がく部の職場兼けん自宅が燃えちゃったの」

　なるほど……家をなくした《名工》を泊とめた、と村長が言っていたが、真実はそういうことだったか。

「……火事ってこと？　それはまたどうして？」

「お恥はずかしながら、私の火の不始末が原因でさあ……。あ、でもでも、鍛冶職人の家が火事って笑っちゃわない？　くふふ、鍛冶だけに」

「笑えないわよ」

　確かに笑えないが、サラさんは一人でくすくすしていた。やはりマイペースな人だな。

「姉さんに怪け我がはないのよね？」

「ご覧の通り火傷やけどひとつなく、美び肌はだはキープしてるでしょ？」

「……なら良かったわ」

　ホッとひと息つく教官だった。なんだかんだでサラさんは大切な家族なのだろう。

「で……それじゃあ姉さんは現状、住む場所がないってことよね？」

「そう、そうなの。だからお願いミヤ、私をここにしばらく居い候そうろうさせてくれない？　この通り！」

「……この通りと言いつつソファーでふんぞり返る人を私は初めて見たわ」

　呆あきれたように息を吐はき出す教官と、お気楽そうにそれを見つめるサラさん。

　なんというか、同じ血を分け合っていても性格はまったく違ちがうんだな。

　しっかり者の妹と、かぶき者の姉って感じだろうか。

「ちゃんと家賃は入れるから。ね？」

「ま、そういうことなら断る理由もないかな」

　ややあって、教官はそんなジャッジを与えたのだった。

「やむを得ない事情があるんだし、居候ぐらいは許してあげるわ」

「ほんとに？　あは、ありがとねっ。お礼にチューってしてあげよっか？」

「い、いらないから」

「もぉ、いらないとは失敬な。そうやって来るものを拒こばんで選定しまくりだから、ミヤってばその年ねん齢れいになっても独身のままなんじゃないの？」

「なっ……！　そ、そんなの姉さんだって同じでしょ！　というか姉さんの方が私よりも年上なんだからもっと悲ひ惨さんなんじゃないの！」

「まあね。だから私、テアくんを狙ねらっちゃおっと♪」

　そう言って俺にウインクを飛ばしてくるサラさんだった。

　……え？

「ちょ、ちょっと姉さん！　テアくんに手を出すのはダメだからね！」

「どうして？　テアくんって別にミヤのモノではないんでしょ？」

「そ、そうだけど……でも……」

　でも……なんだろう？　教官の答えは俺も気になってしまう。

　──教官は俺のことをどう思っているのか。

　この間その答えを聞こうとしたら、シャローネとエルザの乱入があってうやむやになってしまったわけで、明確な答えを知りたかった。

「なぁにミヤ、ハッキリしてくれない？　テアくんはミヤのモノなの？　どうなの？」

「それは、その……」

　教官は一いつ瞬しゆん言いよどみ、それから、

「違うわよ……私とテアくんは、まだ特別でもなんでもないわ」

　事実だが、改めてそう言われると少し辛つらかった。

　一方で、それを聞いたサラさんが生き生きとし始めていた。

「ほうほうなるほどね。にしし、じゃあ私がテアくんに何しても問題ないってことだね」

「だ、だからって過激なのはアウトよ！」

「でもさっきみたいに一いつ緒しよにお風ふ呂ろくらいはセーフでしょ？」

「アウトよ！」

「えぇ～」

「不満そうにしても基準は緩ゆるめないからね！　テアくんはまだ未成年なんだし、性的なことをするのは絶対にダメなんだから！」

「じゃあそう言うミヤはもちろんテアくんに妙みようなことはしてないんだよね？」

「…………」

「おやおや～？　図星ですかな～？」

「う、うるさいわね！　とにかくテアくんに妙なことしたら許さないんだから！」

「さてさて、どうしちゃおうかな？」

　憤いきどおる教官と、それを余よ裕ゆうの表情でいなすサラさん。

　うん……。

　なんというか、とりあえず。

　これからの生活が騒さわがしくなりそうだな、と率直に思う俺なのであった。
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「あぁもうムカつくぅ……絶対に負けないんだから」

　いつものバー。そのカウンター席に同どう僚りようのセイディと隣となり合って座りながら、私はノンアルコールのジュースをひと口煽あおった。そんな私を見て、セイディが小首を傾かしげている。

「ムカつく、って誰に対してですか？」

「……姉さんよ」

「お姉さんですか？　へえ、ミヤってお姉さんが居たんですね」

「そうよ……でね、その姉さんが今朝、家にやってきたの。急なアクシデントで住む場所がなくなったから、居候させて欲しいってね」

「あー……それはムカつきますよね。私のお姑しゆうとめさんなんかも、急に家までやってきたかと思えば私を監かん視しするかのように数日間泊まっていくんです。なんなんですかね、あれ」

「……ごめんセイディ、その闇やみが深そうな話と私の姉さんの件は似て非なるモノだわ」

「そうなんですか？」

「ええ、私は別に姉さんの居候自体にはムカついてないから」

「あ、分かりました。つまりあれでしょう？　お姉さんがテアくんに色いろ香かを振ふりまこうとしていて、それに対してミヤは危機感を覚えているんじゃありませんか？」

「正解……」

　私はため息と共にそう言った。

「……冗じよう談だんか本気か知らないけど、姉さん、テアくんを狙ってるらしくて」

「ふんふん、つまり三角関係ですね？　修しゆ羅ら場ばなんですね？」

　セイディが楽しそうに食い付いてきた。そういえばセイディは昔、ドロドロ系の恋れん愛あい小説を好んで読んでいたのよね。その趣しゆ味み嗜し好こうは今も変わりないのかもしれない。

「で？　現状はどうなっているんですか？　すでにテアくんは寝ね取とられていますか？」

「あのねセイディ、そんなにドロドロしてないから……お風呂には入られちゃったけど」

「おや、お二人が一緒にお風呂ですか？　なんですかもぅ、幸先良好じゃないですか！」

「どこが幸先良好なのよ！　何を期待してるのよ！」

「そりゃあテアくんが二ふた股またする感じが私的には面白くてベストですけど、ミヤ的にそれはやっぱりイヤなんですよね？」

「当たり前でしょ！」

　テアくんが姉さんに取られるとか、二股で遊ばれるとか、そんなの絶対にイヤ。

　わがままかもしれないけど、テアくんには私だけを見ていて欲しい。

　今朝、テアくんがなんの気なしに姉さんの手を取った光景を見ただけでも、私の心はチクチクと痛んだ。自分が思っている以上に、私は彼を独どく占せんしたい気持ちが強いらしい。

　それってどうなのかな、と思う部分はある。

　私たちは別にまだ、深い関係ではない。元教官と元教え子でしかない。テアくんが元の強さを取り戻もどせたら、そのとき初めて関係性を一歩進めることになっている。

　だから今はまだ、恋こい人びとでもなんでもない。

　そうである以上、姉さんのようにテアくんを狙う人が現れたとしても、私にはその行動を咎とがめる権利なんて絶対にないはずなのに。

　それなのに、それがどこか許し難がたくて。

「私は……テアくんを誰だれにも取られたくないの」

「ミヤったら、本当にテアくんのことが好きなんですね」

　ぼそりと呟つぶやく私を見て、セイディは微笑ほほえましげに笑っていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。心配せずとも、テアくんはミヤだけを見ているはずですから。お姉さんがどれだけ誘ゆう惑わくしようと、そう簡単にはなびきませんって」

「……そうかしら？」

「そうですよ。じゃあ試しに私がテアくんに手を出してみましょうか？　きっとすぐにフラれますよ？」

「ま、万が一がありそうだからやめてもらえるっ!?」

「それはそれで楽しそうじゃないですか？」

「修羅場が好きだからってセイディまで参戦してくるのは絶対にナシだからね！」

「分かってます分かってます。まあいずれにせよ、お姉さんがテアくんを本当に狙っているのだとすれば、ミヤも対策は打たないとダメですよ？」

「……たとえば？」

「テアくんとお姉さんが何か行動を共にするようなことがあれば、それを観察し、もし危険な雰ふん囲い気きになるようだったら逐ちく一いち邪じや魔まをする、とかですかね」

「なるほど、観察と邪魔ね。テアくんを姉さんの魔の手から守るためにも、そこらへんは徹てつ底ていしないとダメよね」

　やり過ぎると過保護なおばさんになりかねないけど、それでも私はテアくんを守るためならなんでもやってやるんだから。

　──こうして、セイディと一緒に姉さん対策を練りながら、夜は更ふけていった。
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　翌朝──

「う～ん……」

　ミヤ教官宅の居間に、悩なやむような唸うなり声が木霊こだましていた。

　それはテーブルで頰ほお杖づえを突ついているサラさんのモノだった。

「どうしました？」

　朝食の用意をしつつ、俺は問いかけた。本日お休みの教官がまだ起きてこないので、朝食はひとまず俺とサラさんの分だけ用意する。

「あのねえテアくん、お姉さんちょっとお悩み中なんだよね」

「どんなお悩みですか？」

「テアくんを私の虜とりこにするにはどうしたらいいんだろうね？」

「……え？　そ、そんなのは俺に聞かれても困ると言いますか……」

「あらぁ、困ってるテアくんも素す敵てきっ。あは、もっと困らせてあげちゃおっかな」

　からかうように微笑むサラさんだった。……悩みがある、というのは噓うそなのか？

「さてさて、居い候そうろうの身分でぐ～たら生活も忍しのびないし、朝食の準備、私も手伝うね？」

　サラさんが立ち上がり、俺の手伝いを始めてくれた。読めない部分がありつつも、割と常識的というか、人としての良さは初対面のときから感じている。

　妹の教官は逆に、上うわっ面つらだけ見ればしっかり者だが、本当の姿はぽんこつなんだよな。

　休日だからといってこうしていつまでも寝ているし、家事も出来ないし。

　まあ、それが悪いとは思わないが。

「うーん……難しいなぁ～」

　やがて準備が終わり、テーブルで朝食を摂とり始める俺とサラさん。

　そんな中で、サラさんはやはり何かを悩んでいるようだった。

「あの、本当に何か困っていることがあるなら、ちゃんと言ってくれませんか？　二刀を造ってもらったお礼といいますか、今度は俺がサラさんの力になりたいです」

「テアくんは健けな気げだね。お姉さんキュンとしちゃうなあ。もぅ、この年上キラーめ」

　どきりとさせるような微び笑しようを浮うかべて、サラさんはスクランブルエッグを口に運んだ。

「まあでも、そうだね……一人で抱かかえていてもしょうがないし、テアくんに言うだけ言ってみてもいいかな？」

「遠えん慮りよなくどうぞ」

「じゃあお言葉に甘えてっ」

　そう前置きしたのち、サラさんはパンをちぎりながら、

「あのね、もう少しで天てん聖せい祭さいが行なわれるのは知ってるかな？」

「そりゃ知ってますよ。市街地ではもう準備が始まってましたね」

　天聖祭というのは、この帝てい都とアンゲルスで大々的に開かれるお祭りのことだ。初夏の風物詩として数百年の歴史を誇ほこっており、お祭り当日ともなれば他国からも観光客が訪れ、ただでさえ多い帝都の人口が二割は増すと言われている一大行事だ。

「で、その天聖祭がどうかしました？」

「実はね、エルト・クライエンスとしての私に、天聖祭を彩いろどるための特別な武器を造ってもらえないか、って依い頼らいが来たんだよね。皇族家から」

「すごいじゃないですか」

「今年は天聖祭が始まってちょうど四〇〇年の節目だから、それを記念する特別な武器を私に造って欲しいんだってさ。でね、その依頼自体はすでに引き受けてる状態なの。帝てい国こく人として私も天聖祭を盛り上げたいから、断るって選せん択たく肢しはなかったわけなんだよね」

「じゃあお悩みって結局どういったモノで？」

「デザイン」サラさんは簡潔に言った。「記念武器のデザイン。それがまだ決まってなくてね……はあ、どうすればいいんだろ」

「天聖祭まであと二週間程度ですけど、間に合うんですか？」

「まあデザインさえ決まっちゃえばね。武器自体は一週間もあれば造れるから」

「でも鍛か冶じ場が火事で燃えたわけですよね？」

「必要最低限の道具は避ひ難なんしてきた荷馬車に積んであるから、それに関しては平気かな」

「じゃあデザインだけが問題ってことですか？」

「そうなんだよねえ～。はあ、どういう武器作ろっかなぁぁ～……全っ然いいアイデアが思い付かない！　……──あ、テアくんにチューしてもらえたら何か閃ひらめくかも？」

「む、無茶を言わないでください」

「うろたえるテアくんも可愛かわいいなぁ～。にしし」

　言いながら、朝食をあむっと胃の中に収めていくサラさん。

　あらかた食べ尽つくし、最後に牛乳を飲み干したサラさんは、

「じゃあさ、こうしよっか」

　いきなりそう言ったかと思えば、立ち上がって俺の隣となりまでやってきた。

「え？」

「テアくん、君は今日私とお出かけしなければならない、ってことでいいかな？」

「ど、どういうことですか？」

「今話した通り、私はアイデアに行き詰づまってる状態だから気分転てん換かんにお出かけした方がいいんじゃないかと思ってね。テアくん、それに付き合って欲しいんだけどどうかな？」

「……なるほど、そういうことならお付き合いさせていただきます」

　力になりたいと言った手前、そうした理由であれば拒きよ否ひするつもりはなかった。

「ありがとねっ。じゃあ早さつ速そく行きましょうか」

「ま、待ってください。行くってどこへ？　まだ店が開くような時間じゃないですけど」

「行きたい場所はお店ではないんだよね。少し遠出するつもりだから、目的地に着く頃ころにはちょうどいい時間になってるはず！　というわけでテアくん、お出かけの準備だ！」

「わ、分かりました」

　サラさんの勢いに押され、俺は朝食を慌あわててかき込み、外出の準備に移行した。

「あ、ズボンに穴が空いてるね」

　私服に着き替がえて居間に戻ってきたところで、サラさんがそう言った。

　指し摘てきを受けて自分のズボンに目をやると、確かに小さな穴が空いていた。

「虫食いだろうね。ちょっと待ってて」

　サラさんはそう言うと、部屋の隅すみの荷物からひとつの小こ袋ぶくろを取り出した。

「なんですかそれ？」

「ソーイングセット」

　ごそごそと小袋を漁あさって、中から針と糸を取り出したサラさんは、針穴へと器用に糸を通してから俺の足元でしゃがんだ。

「この程度ならササッと縫ぬえるから、テアくんジッとしててね」

「は、はい……」

　虫食いを見つけてからの手て際ぎわの良さに驚おどろいてしまったが……そうか、サラさんは裁さい縫ほうも出来る人なんだな。そりゃ《名工》と呼ばれるほどの鍛冶職人なのだし、手先の器用さが求められる作業は大体こなせるのかもしれない。教官にはない女性らしさを感じる。

「ちょっとおばちゃんっぽいって思った？」

「え？」

「だって裁縫っておばちゃんっぽくない？　出来ない方が若者っぽいかなって」

「いや、そんなことはないと思います。家庭的で素す晴ばらしいかと」

　お気楽な性格とは裏腹に、サラさんは女性的な能力や気き遣づかいに長たけている。教官に家庭的な属性がないのは、そうした部分をすべてサラさんに吸収された結果なのだろうか。

「家庭的かぁ。独り身の私には最も縁えん遠どおい言葉だね」

　にしし、と小さく笑って自じ虐ぎやくするサラさんだった。

「さてさて、ズボンはこれでひとまず大丈夫かな。また穴が空いたら縫ってあげるから」

「ありがとうございます」

　そんなこんなで改めて外出の準備を行なう。

　するとその途と中ちゆう、起き床しようした教官が居間にやってきた。

「あれ？　テアくんどこかに出かけるの？」

「はい、サラさんに付き合ってきます」

「ね、姉さんと付き合う……？」

　教官が動転したようによろけた。

「い、いつの間にそんなに仲が発展したというの……っ!?」

「ち、違ちがいます！　サラさん『と』付き合う、じゃなくて、サラさん『に』付き合う、です！　俺は今からサラさんの気分転換に付き合ってくるんです！　それだけです！」

「な、なるほどね……そういえば姉さん、天聖祭に提供する武器のデザインが思い付かなくて行き詰まってるらしいものね」

　動どう揺ようをひそめた表情で胸をなで下ろす教官だった。

　どうやら誤解は解けたようだが、しかし──

「あ、おはようミヤっ。私とテアくん、なんと今からデートなんだよねっ♪」

「で、デートですって……っ!?」

　サラさんがいらぬ追つい撃げきを仕し掛かけた結果、教官が再び動揺し始めた。

　何やってんだよサラさん！　この人ちょくちょく教官をいじる癖くせあるな！

「ち、違いますからね教官！　俺たちは単なるお出かけに行ってくるだけですから！」

「単なるお出かけだなんてひっど～い！　私はデートのつもりだもん！　さあさあテアくんっ、ぐ～たら惰だ眠みん女のことなんて無視してさっさとお出かけしましょうね？」

　そう言ってサラさんが俺の腕うでにひっ付いてきた。ニヤニヤとあくどい笑みを浮かべて、教官をからかって遊んでいるのは間違いない。でも露ろ骨こつ過ぎるというか、こんな見え見えの挑ちよう発はつには教官もさすがに乗らないはず──

「──むぅぅぅぅぅ……っ！」

　うわ、乗ってた！

「ふんだっ、姉さんの馬ば鹿か！　勝手にすればいいじゃない……ぐ～たら惰眠女はこれからゆっくり朝食を摂りますよーだ」

　すねたようにそう言って、教官は作り置きの朝食をもぐもぐと食べ始めた。

　……教官も案外、子供っぽいところがあるんだよな。

　というかこれ、俺に対しても不ふ機き嫌げんだったりするのだろうか……？

「あ、あの、教官？」

　試しに声をかけてみるも、教官はそんな俺に気付かないかのように、

「（……これは早速、観察態勢に移行すべき事案よね……そうよ……二人きりでのお出かけだなんて絶対に危険だし……休日を生かしてこっそりと見守っておかないと……）」

　そうやって何やらブツブツと、よく聞こえない声量で呟つぶやいているのだった。

「ええと、教官？」

「──あ、え？　な、何かしらテアくん……？」

　俺が今一度声をかけると、教官は慌てたように顔を上げた。

　この反応を見るに、とりあえず俺に対して不機嫌ってことはなさそうだ。良かった。

　俺は念を押すようにこれだけは伝えておく。

「あのですね、一応言っておきますけど、デートではないですから誤解なきように」

「わ、分かってるわ（……でも姉さんが何するか分からないし、見守っておかないと）」

「え？」

「な、なんでもないのよっ。と、ところでテアくんって過保護にされるのは嫌きらい？　たとえばテアくんのおつかいを誰だれかが見守っていたらその誰かをどう思うかしら……？」

「なんですかその質問……？」

　妙みようなことを聞いてくるな、と思いつつ、

「まあ、その誰かは俺のためを思ってこっそりと付いてきているんでしょうし、別に気分を害したりはしませんよ。変な人だな、とは思うでしょうけど」

「へ、変な人ね……（で、でもいいのよ、そう思われてでも私はテアくんを……！）」

「……？」

　なんだか教官の様子がおかしいものの、ある意味じゃ平常運転とも言えるのか。

　この人はしっかり者に見えて、実際のところはぽんこつなのだし。

「さあさあテアくん、ミヤとのお喋しやべりはそのへんで切り上げて、ぼちぼち私の方に意識を向けてくれるかな？」

「は、はい、分かりました」

　サラさんに急せかされ、俺は意識を外出へと切り替かえた。

「じゃあ教官、行ってきますので」

「え、ええ、いってらっしゃい」

　教官が急に食べる速度を上げていた。教官もこのあとすぐ、どこかに出かける予定でもあるのかもしれない。だとしてももう少しゆっくりと食べればいいのに。

　ともあれ、俺はサラさんの気分転換に付き合うことになった。




　行き先が告げられないまま、俺は帝都中央鉄道の駅舎に連れて来られた。

　そのまま北部行きの列車に乗せられ、進行方向を向く二人用の座席にサラさんと一いつ緒しよに座って、がたんごとんと揺ゆられ始める。一体どこに向かおうとしているのか……。

「にしても、テアくんすごいね。テアくんのおかげで一等車両に乗れちゃったし」

　隣に座るサラさんが、俺を羨うらやむように見つめていた。

　サラさんの言う通り、現在乗っているのは一等車両だった。最初は普ふ通つうに二等車両の切きつ符ぷを購こう入にゆうしたのだが、俺の存在に気付いた駅員が無む償しようで一等車両の切符にアップグレードしてくれたのだ。理由を聞いたところ、蒼そう天てん樹じゆ褒ほう章しよう授じゆ与よ者を安い車両に乗せるような真ま似ねは我々鉄道会社の矜きよう持じが許さない、とのことだった。

「なんというか、さすがは七なな翼よくの怪かい童どうってところだよね。私もあんな風に敬意ある対応をした方がいいのかな？　ねえフォードアウト様、いかがいたしましょう？」

　上うわ目め遣づかいに俺の腕を抱だき寄よせ、冗じよう談だんめかして尋たずねてくるサラさん。

「あの……離はなしてください」

「あは、照れなくてもいいのに。でもそんなテアくんも可愛かわいいねえ。にしし」

「それより……結局行き先はどこなんですか？」

「もったいぶってハードル上がるのもイヤだし、じゃあ言っちゃうね」俺の腕を解放しつつ、サラさんは続けた。「サクド農場だよ。高地にある牧場。知ってるかな？」

「一応知ってます」

　シャローネがよく飲んでいる牛乳が、そのサクド農場産だったはずだ。

「サクド農場ってね、牛や豚ぶたと戯たわむれることが出来るし、何より景色がいいんだってさ。だから気分転換にちょうどいいかなって思って」

「いいアイデアが浮うかぶといいですね」

「ほんとにね。というか、今いま更さらだけどこんなことに付き合わせてごめんね？」

「構いません。愛刀を造っていただいたお礼ですから」

「あぁもう、テアくんったらほんとにいい子だねえ。律りち儀ぎでかっこ良くて……はあ、お姉さんと付き合ってみない？」

「い、いえ、俺の心は教官に向いてますから……」

「それをさらりと言えるのが、これまたすごいというか……そういえば、ミヤのどこがいいの？　こう言っちゃなんだけど、あんなの見た目がいいだけじゃない？」

「それは違いますよ。まだ少し、忌いみ子への風当たりが強かった六年前から、教官は俺のことを目にかけてくれましたから……教官は本当に勇気ある人です」

　差別問題が改善されつつあったとはいえ、当時の環かん境きよう下で率そつ先せんして俺に声をかけてくれたのは本当にすごいと思う。教官は良くも悪くも空気を読まなかったのだ。

「逆にお聞きしますけど、サラさんはもしかして教官のことが嫌いだったりしますか？　ちょくちょく意地悪をしている印象が……」

「えぇ～、そんなことしてるかな？」

「してるじゃないですか。俺にちょっかい出して、教官を無む駄だにいじってますよね？」

「ま、否定はしないでおこっかな」

　サラさんは苦笑するように肩かたをすくめてみせた。

「でもそれって、姉なりのお節せつ介かいでもあるんだよ？」

「姉なりのお節介、ですか……？」

「私がテアくんにちょっかい出せば、煮にえ切らない妹を焚たき付けられるかも、ってね。つまり、早くテアくんとくっ付いちゃいなよ～、って思いながらいじってるわけなの」

「なぜそんなことを……？」

「なんというか、妹まで行き遅おくれにはさせたくない、ってことかな」

　割と切実かつ妹思いな理由だった。

「私自身はもう開き直ってるからどうでもいいんだけどね。にしし」

「……笑い事なんですかそれは？」

「笑わなきゃね、やってられないんだよ？」

　そう言いつつ、その目は微み塵じんも笑っていなかった。……怖こわい。

「私だってね、結けつ婚こん願望はあるの。でもエルト・クライエンスの正体は私だって明かしても大だい丈じよう夫ぶなくらいに信用出来る相手ってそんなに居ないわけ。居ても、それは葬そう撃げき士し協きよう会かいの偉えらいおじさんたちだったりするの。でもそんなおじさんたちを恋れん愛あい相手として見ることは出来ないよね～、じゃあどうすればいいんだ～、ってお話なんだよね……」

「苦労してるんですね……」

「……それなりにね。だからミヤにはさっさと幸せになって欲しいんだけど、煮え切らないもんなあ。おまけにテアくんも草食系みたいだし」

「あの、ひとつ言わせていただくと……教官が俺のことを好きだとは限りませんよ？」

　蒼天樹褒章を受け取ったあの日の記き憶おくがよみがえる。

　あの日、俺は教官に「俺のことをどう思っているのか」という疑問をぶつけてみた。

　結果、シャローネとエルザの乱入があって、うやむやになって──

　そして、教官はその状じよう況きようにホッとした表情を浮かべていた。

　──うやむやになって、ホッとしたのだ。

　それは察するに、俺を傷付けずに済んで良かった、という表情だったのではないか。

　好きじゃないよ、とあのときの教官は俺に伝えようとしていたのかもしれない。

　だから、言わずに済んでホッとした。

　教官の中にあるのは結局、俺を傷付けてしまった罪悪感と、保護者としてのプライドだけなのではないか。

「ん～、それはないと思うけどね」

　俺の推論を聞き終えたサラさんが、あっけらかんとそう言った。

「……そうでしょうか？」

「だって、ミヤが私に意地悪されて不機嫌になったのってなんでだと思う？　あれは嫉しつ妬とだよ嫉妬。だぁい好きなテアくんが私にいいように扱あつかわれてることを不快に思ったから、不機嫌になったわけだよね」

「でも、自分の元教え子が乱暴に扱われたら誰でも怒おこりますよね？」

「その推論がまかり通ると、テアくんはミヤから元教え子としか見られていない、ってことになるんだけど、それでいいの？」

「良くないですけど、そんな可能性もあるってことですよ」

　教官には恋愛感情がないのかもしれない。

　もしそうなら、サラさんの焚き付けは無む駄だ撃うちでしかないのだ。

「ん～……ミヤは隠かくしてるだけで、絶対にテアくんのことが好きだと思うけどね。もっと焚き付けてみればハッキリするかな？　どうせならミヤもこのお出かけに連れてくれば良かったかもね。そうすればシチュエーションを生かして色々と焚き付けられたのに」

　サラさんはそんなことを言ったかと思えば、涼すずやかな表情で口くちの端はしをつり上げた。

「まあでも、もしミヤがテアくんのこと好きじゃないっていうなら、そのときは私がテアくんをいただいちゃう、って方向性でいいよね？」

「……それは冗談で言ってるんですよね？」

「え、冗談じゃないよ？　さっきも言ったけど、私は恋愛出来る相手が見つけづらいから独身なだけで、結婚願望はあるんだもん。テアくんなら私がエルト・クライエンスだってもう知っているわけだし、若いし、誠実そうだし、相手として文句はないんだよね」

　サラさんはそう言うと、俺の耳元に顔を近付け、囁ささやくように尋ねてくる。

「ねえねえ、テアくん的に私はナシかな？」

「さ、さっきも言いましたけど、俺の心は教官に向いてますから……」

「んもぅ、そう言わずにさっ。自分で言うのもなんだけど、私って見た目はまだまだ全盛期だと思うんだよね。胸だって、ほら……ミヤよりは少し小さいかもしれないけど、男の子を満足させられるぐらいの豊満さはあるはずだよ？」

　ノースリーブの肌はだ着ぎ、その胸元を少しだけ引っ張って、俺に危あやうい部位を見せ付けようとしてくるサラさん。

　──ごくり、と喉のどが鳴る。しかし、ここでサラさんの胸をジッと見てしまうのは教官に対する裏切りであるような気がして、俺は目を逸そらし、席を立った。

「れ、連結部で外の空気を吸ってきます……」

「ふぅん、逃にげちゃうんだ？」

　ま、いいけどね、との言葉を耳にしつつ、俺は一等車両の通路を歩き、連結部へと出ようとした。しかしそのとき、

「っと……すみません」

　入れ違ちがうように入ってきた人物とぶつかってしまい、俺は軽く頭を下げた。

「…………」

　俺とぶつかった人物は、その謝罪に応じることなく、何も言わないままそそくさと一等車両の奥へと歩いていった。感じが悪い、とは思わなかったが、不気味だとは思った。

　初夏なのにロングコートを羽織り、目元を覆おおうぐらいに深くニット帽ぼうをかぶっていたからだ。しかし赤の他人を気にしてもしょうがない。今はとにかく、連結部で気分転てん換かんだ。




　　　　※




「ふぅ……」

　遠ざかっていく背中をチラ見して、私──ミヤ・サミュエルは安あん堵どの息を吐はき出した。

　タイミング悪くテアくんとぶつかってしまったけれど、バレずに済んで良かったわ。

　そう、私はこの通り、テアくんと姉さんのデートを尾び行こうしている。

　だって気になるじゃない！　テアくんが姉さんになびくとは思わないものの、絶対に姉さんの方からちょっかいをかけると思うし！

　だから暑いけどロングコートとニット帽で変装してまで追ってきたって話なの。

　さてさて、この辺りの席から監かん視ししましょうか。

　テアくんが居ないからか、姉さんは少し退たい屈くつそうにしていた。だからややあってテアくんが戻もどってくると、その反動と言わんばかりに顔を綻ほころばせていた。

　むぅ……羨うらやましい。楽しそう。私だってテアくんとお出かけしたい。

　今すぐあそこに割って入ってテアくんを独どく占せんしたい気持ちがないわけでもないけど、でもさすがにそれは……大人げなさ過ぎだと思うし。

　それを言ったら尾行もどうなの、って話よね……。

　でも仕方がないのよ。姉さんからテアくんを守るためだもの──そうよ！　なんとしても、なんとしてでもっ、姉さんによるテアくんへのちょっかいを阻そ止ししてやるんだから！

　カッと目を見開いて、私はテアくんと姉さんの様子を見み据すえ続ける。

　ちょっとした触ふれ合い程度なら、嫉妬しつつも許してやろうと考えながら。




　　　　※




　やがて列車が目的地にたどり着いた。俺とサラさんは列車を降りる。

　駅舎から出ると、目の前に広がったのは山々のふもとの高原だった。

「ん～っ、いい眺ながめ！　今ならいいアイデアが閃ひらめきそう。閃きそうなだけ、だけどね」

「それじゃ駄だ目めじゃないですか……」

　言いつつ、俺はふと背後を振ふり返った。

　なんだかさっきから視線を感じる。気のせいかもしれないが。

「テアくん、どうかした？」

「いえ、何も……」

　今のところ、おかしなモノは確かく認にん出来ない。やはり気のせいだろうか。

「何もないならデートに集中してね？　さあテアくん、行こっか♪」

　サラさんはそう言うと、俺の手を取って、そのまま繫つないだ。しかもなんかこう、恋こい人びと同士がやるような、やたらと指同士が絡からみ付いている奴やつだった。

「さ、サラさんこれは……」

「何よぅ、いいでしょ別に？　今はミヤのことなんて忘れて楽しむの。オーケー？」

　そう言って手を繫いだまま歩き出すサラさん。

　その手を振り払はらうわけにもいかず、俺はなされるがまま。

　……というか、観察するような視線も少しずつ強まってきてないか？

　やはり誰だれかが俺に注目している。しかも禍まが々まがしい気配。

　一体なんだというのか？　過か剰じような追っかけにでも目を付けられたか？

　そう考えながら歩くこと五分──。広大な敷しき地ちを持つサクド農場にたどり着いた。

　それなりにお客さんは居るようだが、敷地の広さゆえか、まばらに散らばっている印象だ。おかげで俺の存在感も薄うすれ、たいして注目されずに済みそうだった。

　しかし、俺が俺であることの恩おん恵けいはあった。あらゆる体験コーナーで並ばずとも優先的にそういった体験が出来るファストパスを、入場口で特別に発行されてしまったのだ。

「うわ、テアくんほんとにすごいね。どこに行っても好こう待たい遇ぐうじゃん」

　とはいえ、こういった恩恵を露ろ骨こつに受けるのはあまり好きじゃない。すいた列車の等級を上げてもらえるのと違って、ファストパスは誰かの順番を繰くり下げて割って入るようなものだろう。誰かが不利益をこうむるような贔ひい屓きを俺は活用したいとは思わない。

「だから、ファストパスは使わないことにします」

「そういう謙けん虚きよなところが、これまた心証を良くしていくんだろうね」

　いい子だねえ、とサラさんが俺の頭を撫なでてくれたが、少し子供扱いが過ぎないか？

　まあ別に構わないけども。

「さてと、じゃあまずは乳ちち搾しぼりをやりましょうか。いい気分転換になりそうだし」

　というわけで、言われるがまま乳搾りの体験コーナーに移動し始めた。

　ほどなくしてたどり着くと、そこには見覚えのある先客が存在していた。

「あれ……テア？」

　その先客は、金きん髪ぱつ赤眼のロリ──つまりシャローネだった。

　思わぬ遭そう遇ぐうに驚おどろきながらも、俺は歩み寄りつつ口を開いた。

「お前、こんなところで何してるんだ？」

「何って、そりゃ……休日だから、子供たちからゆっくりしてこいって言われてね──てか、テアこそ何やってんの？　し、しかもそっちの女の人は誰なのっ？」

　シャローネが警けい戒かいするようにサラさんを指差した。指を差されたサラさんは、どこかいたずらめいた表情を浮うかべて、俺の片かた腕うでをむぎゅっと絡め取った。

「ごきげんよう、小さなお嬢じようさん。私はサラーシャ。テアくんの恋人だったりして？」

「なっ……！」

　この人はまた適当なことを……シャローネがショックを受けて固まったじゃないか。

　しかも謎なぞの視線が更さらに気配を禍々しくしているし。穏おだやかなはずのサクド農場が、どんどん緊きん張ちよう感に包まれていく。牛たちのストレスになるんじゃないか、これ。

「ど、どういうことよテア！　この人が恋人って冗じよう談だんよねっ!?」

　そんな中、シャローネが硬こう直ちよく状態から立ち直り、八重歯を剝むき出していた。

「ミヤさんでもなく、あ、あたしとかでもなく、この知らない人が恋人って何っ!?」

「とりあえず落ち着けシャローネ。この人は恋人じゃなくて、教官のお姉さんだ」

「え……ミヤさんの、お姉さん？」

「ああ。クリエイティブな職業に就ついていてな、俺は現状、その気分転換に付き合わされているだけなんだよ。だから変な誤解はやめてくれ」

「ごめんね、ちょっとからかっちゃって」

　サラさんが謝ると、シャローネはまんまと騙だまされた自分を恥はじるようにうつむいた。

「そ、そうだったんだ……早とちりしちゃって恥ずかしい……」

「まあサラさんが騙したのが悪いんだし、気にする必要はないさ」

　そんな会話のあと、俺はサラさんとシャローネを改めて自己紹しよう介かいさせた。

「なるほど、シャローネお嬢さんね。あなたはテアくんのことが好きなのかな？」

「なんですかいきなり……っ！」

　シャローネが面食らっていた。まあ急にそんなことを聞かれればな……。

「だってあなた、テアくんのこと好きそうな顔してるよ？」

「ど、どんな顔ですか！」

　サラさんにたじたじなシャローネをよそに、そのサラさんはと言えばのんきに乳搾りを開始していた。……本当、我が道をゆく人だな。

　ともあれ、俺とシャローネも乳搾りを始めることになった。

　そうして乳搾りをやり遂とげたのち、俺たちはサクド農場のフードコートを訪れる。

　ここでは搾りたてのミルクを使ったデザートが食べられるとのことで、俺たちは早さつ速そくそれぞれデザートを注文し、食べ始めていた。

　俺はソフトクリームを、サラさんはパフェを、シャローネはバニラアイスだった。

「ねえテア、その……良ければ食べる？」

　そんな折、シャローネがバニラアイスを差し出してきた。どこか照てれ臭くさそうに目は背そむけられている。単なるおすそ分け……なのか？　それとも別の意味があるのだろうか。

「へぇ、シャローネお嬢さんったら小こ柄がらな体に見合わず意外と大だい胆たんなんだ～」

　微笑ほほえましげに呟つぶやきながら、サラさんは蠱こ惑わく的に目を細める。

「にしし、焚たき付つけられちゃうっ。こうなったらお姉さんも真ま似ねさせてもらおっかな」

「え？」

「はいテアくん、あ～ん♪」

　そう言ってサラさんまでパフェをすくって差し出してきた。

　──ど、どうするべきなんだ……。

　差し出されたふたつのスプーンを見て戸と惑まどう。別に気にせず食べてしまっていいのかもしれないが、でもそれは教官に対する裏切りになったりはしないだろうか？

　だ、だが教官もこれぐらいなら許してくれるかもしれないし、そもそも見られているわけでもないのだし、さっさと済ませてしまえばそれでいいか。

　俺はそう考え、まずはシャローネのバニラアイスからいただくことにした。




　　　　※




　非常事態だった。私は目を張り裂けんばかりに見開いてとあるいかがわしい光景をこっそりと確認している。姉さんとシャローネちゃんが、テアくんにデザートを差し出し、あ～んをやろうとしている。あぁほら、やっぱりこういうちょっかいを仕し掛かけてきたわ。

　ダメよ、それはダメ！　テアくんにあ～んをしていいのは私だけなんだから、とか傲ごう慢まんなことは言わないでおくけど、でも私の目の前でそれが起こるというなら看過出来ない。

　──阻止しなきゃ！

　でもどうやって？　目の前に出て行くのはダメよね。変装しているとはいえ、さすがにバレる恐おそれがあるし。──なら、ここは私の技量を見せてあげようじゃないの！

　私はコートの懐ふところからスリングショットを取り出し、構える。これは以前姉さんから造ってもらったモノだ。ふふふ、これでスプーンを狙ねらい落としてやるわ。自分で造った武器に邪じや魔まされるだなんて皮肉なモノね、姉さん！

「ママー、あの人何やってるの？」

[image: ]

「しっ。見ちゃいけません」

　私が潜ひそんでいる物もの陰かげのそばを通りかかった親子が、私を見てそんな会話をしていた。

　そっか……私って今、子供に見せちゃいけないようなことをやっているのね……。

　そうよね、物陰でスリングショットを構えるロングコートとニット帽ぼうの人物なんてどう考えても見ちゃいけない不ふ審しん者しやよね……。

　だ、だけどっ。譲ゆずれないモノがあるからっ。

　──私は……っ！

　びゅんっ、と次の瞬しゆん間かん、スリングショットのゴム紐ひもをしならせた。

　装そう塡てんしていたゴム弾だんが、テアくんたちのもとへ飛んでいく──。
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　差し出されたシャローネのバニラアイス。

　それをいただこうとした一瞬後、何かが迫せまってくる妙みような音が聞こえた。

　そして直後、俺が口に含ふくもうとしていたシャローネのバニラアイスが、スプーンごと弾はじけ飛んで地面に落ちたのが分かった。サラさんのスプーンも一いつ緒しよに吹ふき飛ばされていた。

　な、何事だ……？

「な、何!?　なんなの!?　なんか飛んできてスプーンに当たったんだけど！」

　落ちたスプーンに目を移しながら、シャローネが驚きよう愕がくしていた。

　大きめの虫にでも突つっ込こまれたのかと思ったが、そうではないらしい。

「およ……これ、ゴム弾みたいだね」

　地面に落ちていた何かを拾い上げ、サラさんが口を開く。ゴム弾……？

「恐らくだけど、パチンコかスリングショットから放たれたモノ、かな」

「も、もしかしてあたしかテアを狙ってる人間至上主義者でも居るんじゃ……っ!?」

　一理ある。妙な監かん視しの気配も人間至上主義者の追つい跡せきによるモノかもしれない。

「いや、それは違ちがうね」

　サラさんが首を振って否定した。

「こんなゴム弾程度じゃ君たちを倒たおせないし、牽けん制せいにしてもぬるいでしょ？　そもそも今の狙いは私たちのスプーンに一直線だった気がするの」

「じゃあ……スプーンが狙いだったってことですか？　一体誰がなんのために？」

　周りを見み渡わたすが、犯人らしき者は見当たらなかった。

「まだなんとも言えないけど、このゴム弾、私が遊びで造ったスリングショットにのみ適応する型だったりするんだよね」

「そうなんですか？」

「ま、似たゴム弾なんて幾いくらでもあるから気のせいかもしれないけど、もし射出元が私の造ったスリングショットだとすれば、これを撃うってきた人物に心当たりがあるかもね」

　サラさんはにんまりと笑っていた。

「それは誰なんですか？」

「うーん、確証がないから言わないでおこうかな。濡ぬれ衣ぎぬだったら申し訳ないし」

　でもね、とサラさんはやはり面おも白しろそうに笑っていた。

「もし私が想定している人物がこれを撃ってきたんだとすれば、とりあえず警戒の必要はないかも」

　サラさんの犯人予想像はさておき、もう警戒がいらないのは確かだろう。

　やりきった、とでも言うように、先ほどまでの禍まが々まがしい気配が消え去っている。一体どういうことなんだ、とも思うが、ひとまず普ふ通つうに過ごし始めても大だい丈じよう夫ぶそうだった。

　あ～んは結局うやむやになり、新しいスプーンなどを手配してもらったところで、俺たちは改めて食事を再開するのだった。




「さて、ぼちぼちサクド農場からはおいとましよっか。シャローネお嬢さん、またね」

　その後、サラさん的にサクド農場での気分転てん換かんは済んだらしく、俺たちはシャローネと別れ、再び列車に乗っていた。帝てい都と行きなので、つまるところ帰り道ではあるのだが、

「自然の次は人工物に囲まれての気分転換がいいよね」

　とのことで、帝都に着いても即そく帰宅とはならず、市街地を見て回るつもりなのだろう。

「いい武器デザイン、閃ひらめきそうですか？」

「喉のど元もとまで出かかってる感はあるかな。だからあとちょっとだけ付き合ってくれる？」

「了りよう解かいです」

　列車はやがて帝都にたどり着いた。それから俺はサラさんに連れられて、新たな気分転換スポットとしてとあるお店を訪れたのだが……、

「……なぜランジェリーショップ？」

　サクド農場からの落差がまあ酷ひどい。俺の眼前には現在、ラックにかけられた女性用の下着が無数に存在していた。非常に居づらいのは言うまでもない。

「なぜも何も、この落差が閃きをくれるんだよ？」

「でもまだ閃かないんですよね？」

「その通りっ。にしし」

「やっぱり駄だ目めじゃないですか……」

「でもね、色いろ鮮あざやかな下着たちを見つめていればきっと何かが見えてくるはずなのっ」

　そう言ってラックの下着類をジッと眺ながめ始めるサラさん。

　下着を見つめるだけで武器のデザインが思い付くものなのか……？

　でも女性用下着はやたらと芸術性があるからな、美が追求されているというか……その点を考えれば、アイデアの源にはなりうるのかもしれない。

（……派手な下着でも探して、サラさんに差し出してみるか）

　そう考え、俺は若者向けのランジェリーショップの中を見回り始める。

　すると──

「きゃー！　どうしてここにテア様が！」「テアさんも男性ですもの！　興味本位でランジェリーショップくらい訪れますわよ！」「それもそうよね！」「素敵です！」

　……周囲が何やら騒さわがしかった。奇き異いの目で見られないのは助かるものの、受け入れられるのも何か違う気がする……。

　ひとまず気にしないようにしながら、俺は引き続き店内を歩き回った。

　そんな折──

「テア」

　ぼそりと、俺を呼ぶ声が聞こえた。

　つられて、その方向に顔を向けてみるとそこには──

「あぁ、エルザか」

　表情に乏とぼしい銀ぎん髪ぱつの顔見知りが佇たたずんでいた。なぜここに？　とは思わない。ここはランジェリーショップなのだし、普通に下着を物色していたのだろう。

　むしろ、なんでここに居るのか聞きたいのはエルザの方だと思う。

「テア、変態になったの？」

「誠に遺い憾かんだが、そう問われても仕方のない状じよう況きようだよな、これは」

　だが誤解されては困る。

「いいか？　俺はある人に連れて来られただけだ。自分の意志で来たわけじゃない」

「ある人？」

「教官のお姉さんだ」

「ミヤに姉が？」

「ああ」

「姉妹丼どんした？」

「してない」

　エルザは相変わらずの思考回路のようだが、ここではそれが役に立つかもしれない。

「なあエルザ、協力を要よう請せいしたい。派手な下着を選んでくれないか？」

「それをわたしに着せて更こう衣い室でまぐわうつもり？」

「違う。いいから、派手な下着を今すぐ選んでくれないか？」

「了解。テアに命令される喜びを嚙かみ締しめながら行動を開始する」

　エルザはゆっくりと辺りを見回し、しばし静観。吟ぎん味みするように今一度視線を巡めぐらせたのち、単なる紐にしか見えない危険極きわまりない上下セットを選び取った。

「この紐下着がベスト。夜のお供にぴったり」

「すごいデザインだな……」

　でもこれぐらい頭のおかしな下着を見せれば、サラさんにはいい刺し激げきになるかもしれない。そう考えつつ、俺はサラさんのもとに戻もどった。エルザも付いてきていた。

「サラさん、これを見てください。何か閃きませんか？」

「うわっ、ただの紐じゃん。もしかしてそれを私に着せようと思って持ってきたの？」

「違います」

　エルザと似たようなことを言わないでもらいたい。

「にしし、冗じよう談だんだよ冗談。ところで、そちらのお嬢じようさんは？」

「あぁ、ええと、俺と同い年の葬そう撃げき士しで、エルザと言います。──エルザ、こちらが教官のお姉さんのサラさんだ」

　どうも、とサラさんとエルザが頭を下げ合う。

　俺は紐下着をもう一度提示し、

「で、サラさん、何か閃きませんか？」

「ん～……もう少し刺激が欲しいかもしれないね。私もこんなの見つけたけど、う～ん、って感じだから」

　そう言ってサラさんが見せ付けてきたのは、スケスケの上下セットだ。

　紐とスケスケ、この場に女性下着界の二大巨きよ頭とうが揃そろい踏ぶみだった。

「着てみればいい」

　刺激が物足りないと言いたげなサラさんに、不意にそう告げたのはエルザだった。

「着れば刺激が増す。布だけじゃ興奮には繫つながらない。身に着ける者が居てこそ、下着は初めて輝かがやく」

「それだっ！」

　サラさんが天てん啓けいを得たかのようにぽんと手を打った。……エルザとサラさんは出会ってはいけなかったのかもしれない。危険な化学反応を示し始めたじゃないか。

「えっと……着るんですか？」

「うんっ。それはきっと新たな刺激となって私に閃きをくれるはずだもの！　テアくんは見る役目をお願いね？　にしし、興奮して鼻血を噴き出さないよう覚かく悟ごしときなさいっ」

　……見なきゃいけないのか。

　まあサラさんのためだし、甘んじて受け入れるか……。

「ねえ、わたしも着てみたい。紐ひもかスケスケ、どちらか譲ゆずって欲しい」

「頼たのむからお前は大人しくしといてくれ」

「いや、せっかくの申し出なんだし、エルザお嬢さんにも着てもらっちゃおっと」

　マジかよ。

「釣つる餌えさを増やして確かめたいことがあるからね」

　確かめたいこと……？

「さあエルザお嬢さん、紐とスケスケ、どっちにするかな？」

「紐」

「じゃあ私がスケスケだね」

　そんなこんなで、サラさんとエルザがそれぞれ試着室に入り込んでいった。

　……どうなるんだよこれ。




　　　　※




　あぁ、あぁ、また姉さんが妙みようなことを考えているわ。

　サクド農場に続いて姉さんたちが訪れたのは、まさかのランジェリーショップ。

　そこにテアくんを連れ込むのはまあ、その程度のことであれば、と許した。

　けれど、棚たなの陰かげに隠かくれながら今耳にした話が本当なんだとすれば、姉さんはテアくんに下着姿を見せ付けようとしているらしい。

　ダメでしょ！　そんなの絶対にダメでしょ！　何を考えているのあの発情おばさん！

　しかもエルザまで巻き込んで！　いかに閃きのためだと言っても限度があるでしょ！

　な、なんとしても阻そ止しするのよ！　テアくんを姉さんたちの色いろ香かから守らなきゃ！

　そうよっ、こうなったら姉さんたちに服をきちんと着せてあげようじゃないの！

「あ、あの、お客様？　何をなさっているのでしょうか？」

　マズいわね。店員さんが私を不ふ審しん者しや扱あつかいしているみたい。でもここで引くわけにはいかないし……あっ、そうだわ。この店員さんを味方に引き込んでしまいましょう！　帝都の女性の九割はテアくんに好意的だし、ここはそう、テアくんで釣ればイケるはず……！

「て、店員さん、私、ミヤ・サミュエルです」

　ニット帽ぼうの被かぶりを少し浅くしながら、私はそう言った。

「え？　ミヤ・サミュエルって、あの……？」

「そうです。実はテアくんの見張りをしていまして、少しご協力願いたいのですが」

「きょ、協力ですか……？」

「ええ、お願いします。簡単なことですし、あなたにとって悪いことでもないんです」

「な、何をすれば……？」

「テアくんとお喋しやべりしてください。したいですよね？　お願いします」




　　　　※




「テア、ちょっといい？」

　試着室の前で二人の着き替がえを待っていると、幾いくつか並んでいる試着室のひとつから、エルザが顔だけ出してきた。

「……なんだよ？」

「ブラ紐が留められない。手が回らない。手伝って」

[image: ]

「断ってもいいか？」

「断ったらこのまま外に出て走り回る」

「やめてくれ」

　本当にやりそうなのが怖こわいので、俺は嫌いや々いや、渋しぶ々しぶと、大人しく要求を吞のむことにした。

　エルザの試着室に入ろうとして、カーテンを開け放った次の瞬しゆん間かん──

「……っ！」

　当然のように、紐下着姿のエルザががっつりと視界に映り込んだ。

　刺激的──過ぎる。エルザは背中を向けていたが、上はまだ結ばれていないわけで、下もＴバックよりきわどい何かだし、もはや裸はだかにしか見えなかった。これが紐か……。

「欲よく望ぼうのまま襲おそってくれて構わない」

「黙だまれ……」

「正面見る？」

「……見ない」

　正面なんざ、こんな紐じゃ何も隠せていないのが手に取るように分かる。というか、さっきから鏡にエルザの正面が映っていて、ちらちらと色々見えてしまっていた。

「きちんと見てくれていいのに」

　鏡を介かいした俺の視線に気付いているかのように、エルザがそう言った。

「でもむっつりなテアもわたしは好き」

「くっ……」

「それより早く結んで？」

　言われて、直後。

「──フォードアウト様」

　背後から声があった。それはこの店の女性店員さんのモノだった。

　試着室の前で騒さわぐな、というお𠮟しかりかと思ったが、どうやらそうではないようで──

「少しよろしいでしょうか？　こちらへ」

「な、なんですか？」

　腕うでを摑つかまれ、俺はバックヤードに連れ込まれてしまった。

「あの、本日は天気がよろしいですね？」

　そして女性店員さんがそんなことを言い出した。一体なんだというんだ？　世間話？

「あ、実はですね、私フォードアウト様のファンなんです。これからも応おう援えんしてます」

「あ、ありがとうございます……ところで、俺に何か用ですか？」

「はい。えっとですね、このたび夏の新作が入りまして、これなどいかがでしょうか？」

　と、なぜか俺に女性用下着の新作を紹しよう介かいしてくる女性店員さん。

　……なんだろう、何か裏を感じる。話す話題に一いつ貫かん性がなく、適当に場ば繫つなぎを行なっているかのような──そう、たとえるなら、まるで時間稼かせぎでもしているかのように。

「──んぐっ……！」

　そのときだった。

　試着室の方から呻うめくような声が聞こえてきた。エルザの声だ。

　俺をこの場に繫ぎ止めた上での、それは明確な異変だった。

　そしてやはり、女性店員さんはこの異変のための……。

「すみません、失礼します。あとで誰だれからの指示か教えてください」

「あ、お待ちを！」

　呼び止めてくる女性店員さんを振ふり切り、俺は試着室の方へと戻った。

　すると、カーテンが全開になった個室の中で、エルザが衣服をきっちりと身に着けた状態でぐったりしている姿を発見した。外傷はない。意識もある。

　しかし何かがあった。

「これは一体なんだ？　何があった？」

「妙な存在に、衣服を無理やり着せられた……わたしのアイデンティティが陵りよう辱じよくされた」

「……なんだそりゃ？」

　どうやら深刻な状態ではないらしいが、エルザに強制着衣させた何者かが居るらしい。

「ひょっとしてさっきの……」

　ゴム弾だんを撃うってきたどこぞの誰か──。俺を監かん視しし、ちょくちょく子供のいたずらめいた邪じや魔まを挟はさんでいる誰かがこれを？　女性店員さんを俺の誘ゆう導どうと足止めに利用してまで。

　──っ、そういえばサラさんはどうなっているんだ？

　エルザだけで済んでいればいいが、そうでなかったら大変だ。

　俺はエルザのそばを離はなれ、サラさんの試着室を少しだけ覗のぞいてみた。

「っ……」

　するとそこには、エルザと違ちがってスケスケ下着のまま、ぐったりと座り込むサラさんの姿があった。心配すべき場面だが、扇せん情じよう的なその姿にどうしても意識が行ってしまう。

　スケスケの、下着──。紐に比べればマシかもしれないが、それでもやはりとんでもない露ろ出しゆつ具合で、とてもじゃないが直視し続けられるモノではなかった。

　俺は慌あわてて目を背そむける。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「にしし、目を背けちゃってウブだねぇ、テアくんは」

「か、軽口を叩たたけるくらいなら、一応大丈夫そうですね……」

「まあね。ちょっとやられちゃっただけだから」

「……やられたというのは何を？」

「服を着せられるのに抵てい抗こうしたらこちょこちょの刑けいに処されちゃってね」

「エルザに服を着せた人物と同一犯ですよね？　誰でしたか？　顔などを隠していたのであれば、その正体に関して誰か心当たりはありますか？」

「う～ん、まあ、それはあっちの名めい誉よのためにも言わないでおこっかな」

「え？　察しがついてるなら教えてもらえた方が……」

「いいからいいから。何も問題ないし、バラしたら可か哀わい想そうだし」

「いやしかし……」

「いやいや、ほんとに大丈夫だから。ね？　何も問題ないってば。私が保証するから」

　なんか勝手に保証されてしまったが、本当に大丈夫なのか？　だが被ひ害がいらしい被害がないことを考えると、確かに俺が真面目に取り合う案件ではないのかもしれない。

「……であれば、俺はもう踏ふみ込まないでおきます」

「うむうむ、賢けん明めいだね。それでいいんだよ。とにかく心配は無用だから。確かめたかったことも確かめられたしね」

　犯人と会ったことによって、サラさんの中で何か進しん捗ちよくがあったらしい。

　武器デザインの閃ひらめきとは別件のようだが、一体なんだというのか。

「それよりテアくん、あとはお店の外で待っててもらえる？　テアくんがここに居ると激おこ不審者がまた戻もどってくるかもしれないんだよね。……嫉しつ妬と深ぶかいから」

「そう、ですか……分かりました」

　そんなこんなで、俺はランジェリーショップをひとまずあとにした。




　その後、サラさんと合流し、エルザと別れ、俺は帝都市街地を歩いていた。

　気が付けば夕方だ。もうどこかに寄る予定はなくて、教官の家に帰ろうとしている。

「いやあ、今日はいい一日だったね」

　サラさんがふとそんなことを言い出した。真面目に言っているのだろうか。気分転てん換かんに使うはずの一日が、どこぞの不審者に搔かき乱されたというのに。

「えぇ～、私は真面目に言ってるよ？　いい一日だったじゃん」

　しかし俺の心を読んだかのように、サラさんは強がりでもなんでもなさそうに、そう言ってみせるのだった。

「なんせそれなりの収しゆう穫かくがあったからね」

「武器デザインの閃きですか？」

「まずひとつはそれだね。今日一日テアくんと一いつ緒しよに行動出来たおかげで、なんとなく見えてきたんだぁ。モチーフはそれこそテアくんになりそうかな」

「俺がモチーフですか？」

「うん。とはいえ、まだまだ構想段階だからね、ここから煮に詰つめていかないと」

　俺がモチーフなのは照てれ臭くさいが、方向性が固まったのであればそれはいいことだ。

「それと収穫はもうひとつあってね、それはなんと言ってもミヤかな」

「教官がどうかしました？」

「ミヤはやっぱりテアくんのことが好きなんだよ」

「はい？」

　唐とう突とつに予想外の言葉を言い放たれて、俺としては小首を傾かしげざるを得ない。

「どういうことですか？」

「だって、ねえ？　あれだけ過保護なんだし、間違いないんじゃないかな」

「過保護……なのはまあ否定しませんけど、教官はこの外出に何も関係ないですよね？」

「さて、どうだろうね？」

　意味深に笑うサラさんだった。

　どうだろうね、とは一体どういうことなのか気になるが、追つい及きゆうしても答えてくれそうな気配はなかった。自分で察するしかない、ということか。

　そんな中、サラさんは目線を少し上向けて、黄昏たそがれれるように空を眺ながめ始めていた。

「（しかしなんというか……そっかそっか、ミヤは本気なんだね。休日を犠ぎ牲せいにしてまで見守り続けるとか、頭がおかしいくらいの愛情表現だ。いやあ、そういうところを見せられると、私もやってやろっかな、って気分になっちゃうよね）」

「……？　何か言いました？」

「あは、特に何も」

　そう言って正面に向き直ると、一歩二歩と前に出て、くるりと俺の方を振り返った。

「ところでテアくん、私ってどういうお姉ちゃんだと思う？」

「さあ……教官にしてみれば、茶化してくるウザい姉、ってところじゃないですか？」

「うん、おおむねその通りだろうね。でも追加でもうひとつ」

　サラさんはそう言うと、西日を浴びながらニヤリと笑ってみせた。

「私はねえ、昔からなんだけど、妹が欲しがっているモノを横からかすめ取ろうとする悪いお姉ちゃん、でもあるんだよ？」

「……それがどうかしました？」

「だからテアくん覚かく悟ごしなさいね？　ってお話」

「はあ」

　何が言いたいのかよく分からないが、多分いい話ではないんだろうな。

　──と、サラさんの言葉に良くない予兆を感じ取ったそのとき、

「……っ──！」

　俺は突とつ如じよとして不ふ穏おんな空気を察知した。

　引き続き何かを話しているサラさんの声が遠ざかり、周囲の雑音も遠くに聞こえ、まるでこの場が俺だけの空間になったかのような──

　それだけの圧力。

　圧あつ倒とう的な気配。

　周囲のすべてを塗ぬり潰つぶし、我ここに在り、と誇こ示じするようなその存在感は、しかし歴戦の猛も者さにしか感知出来ないような潜せん在ざい性を有しており、つまり──

　この広い大通りの中で、俺だけがこれに気付いている。

（……あれか……）

　暫ざん時じ、大通りを見回していた俺は、雑多に行き交う人々の中に──黒いローブの人ひと影かげが陽炎かげろうのように浮うかび上がっているのを見つけた。

　見覚えが──ある。

　アガリアレプトの覚かく醒せい復活が起こる前日──ガレッシャーノが、路地裏に消えたあのとき──俺は、あの黒ローブを目もく撃げきしている。

（あのとき、ガレッシャーノは……）

　勧かん誘ゆうされたと見られている。人間を悪あく魔ま化させる謎なぞの組織から、アガリアレプトの依より代しろにならないかと、弱みに付け入られて利用された。

　つまりあの黒ローブは──悪魔に与くみする人間だ。

　敵対種族に味方する、売ばい魂こん奴ど。

　そんな奴やつが、またここで何をしている……？

　そう考える俺をよそに、黒ローブの人影がふらりと路地を曲がっていくのが見えた。

「テアくん……どうかした？」

　しばし無言を貫つらぬき、立ち止まっていた俺を、サラさんが心配そうに見つめていた。

　その声に引き戻された俺は、ハッとしつつ頭を下げる。

「すみませんサラさん、先に一人で帰宅してもらえますか？」

「え？」

「急用が出来たんです。馬車を止めるので、それに乗って先に帰ってください」

「ど、どういうこと？」

　そう問われても、説明はしなかった。サラさんを巻き込むわけにはいかない。

　ほどなくして空馬車を呼び止めた俺は、それにサラさんを乗せて見送った。

　それから黒ローブの追つい跡せきを開始する。

　前回はデートが迫せまっていた影えい響きようで追跡出来なかったが、今回は見み逃のがしてやらない。

　俺は足早に雑ざつ踏とうの中を進み、黒ローブが曲がった路地に入り込む。

　大通りから少し外れるだけで、人通りは極きよく端たんに少なくなる。

　建物に囲まれ、西日も届きにくい裏通り。

　薄うす暗ぐらいそこをしばらく進んでいくと、やがて少し広めの空間で行き止まった。

　──ゴミ溜ため。

　不届き者たちが深夜にたむろしていそうなその空間に足を踏み入れた次の瞬しゆん間かん──

「やあ、初めまして」

　唐突に声が降り注いできた。積まれたゴミの頂上からだった。

　天を仰あおぐように視線を上向けると、そこには──

「お前は……」

　黒ローブ──そうとしか言えない存在が、ゴミ山の王として君臨していた。

　頭のてっぺんから足の先まで、すべてが黒いローブに覆おおわれたそいつは、口元にうっすらと笑みを貼はり付つけている。

「テア・フォードアウト。お会い出来て光栄だよ」

　男にも女にも、若者にも老人にも聞こえる、不思議な声こわ色いろだった。

　悪魔の魔法で変声している可能性が高いか、と分ぶん析せきしつつ、俺は睨にらみを利かせる。

「堂々としたお出で迎むかえだな？　俺を誘さそったのか？」

「君をゴミ溜めに誘うのは忍しのびなかったけどね」

「お前は誰だれだ？」

「僕は人間だ。君は忌いみ子だ」

「……なぜ悪魔の味方をしている？　名を名乗れ」

「根ね掘ほり葉掘り聞き過ぎだね。残念ながらもう答えるつもりはないよ」

　黒ローブはあっけらかんと応じた。

「自分の手の内を明かす悪役がよく居るけどさ、あいつらって何がしたいんだと思う？　僕に言わせれば、主人公に優やさしい都合のいい存在だなあ、なんて思うわけでね」

「雑談を行なうつもりはない。お前はなんのために待まち伏ぶせをしていた？」

「そりゃ決まってるじゃないか」

　──教えない。

　その言葉だけが宙に浮いていた。

　黒ローブの姿がすでに消えていた。

　直後、右側から殺気──。ダガーの先せん端たんが目元に迫っていた。

　俺は間かん一いつ髪ぱつのところでダガーを持つ黒ローブの手首を摑つかみ、その動きを阻そ止しした。

「へえ、お見事」

「この場での目的は俺を殺すことか？」

「さあね」

「とぼけなくていいぞ。俺が邪じや魔まなんだろう？」

「まあ、邪魔か否かで言えば邪魔だね」

　俺の手を振ふりほどき、黒ローブは飛びすさる。

「君はアガリアレプト再誕計画を潰してくれたから」

「根に持っているのか？」

「さあね」

「次は何をやろうとしている？」

「だから答えるつもりはないんだよ」

　黒ローブが身を沈しずめ、低い体勢で突つっ込こんできた。飛び立つ燕つばめのように、アッパーカット気味のダガーが繰くり出される。

　俺はそれを回かい避ひし、次の一瞬に力を込めてカウンターを見み舞まった。

　黒ローブの腹部に拳こぶしがめり込む。

　続けざまに蹴け飛とばし、黒ローブの体をゴミ山に叩たたき付けた。

「ぐっ……！」

　ぽたぽたと口元から唾だ液えきをこぼして、黒ローブがその場でよろめく。

「へえ……強いじゃないか。腐くさっても《七翼》だね……」

「まだやるなら容よう赦しやはしない」

　しかし正直なところを言えば、継けい戦せん能力の低さがこの辺りから俺を蝕むしばみ始める。

　戦いが長引けば長引くほど、俺は不利になる。

　奴がそれを理解しているようなら厄やつ介かいだが……──

「──テアくんっ！」

　不意に発声があった。それと同時、俺の隣となりにひとつの影かげが並び立つ。

「教官──？」

　そう、現れたのは教官だった。休日ゆえの私服姿で、銃じゆう剣けんすら持っていない、それでも頼たのもしい雰ふん囲い気きを携たずさえた赤い髪かみの麗れい人じん。

「ふぅん」

　黒ローブが──

「ミヤ・サミュエルまで来たのか……めんどくさいな」

　忌いま々いましげに呟つぶやいて、ダガーを懐ふところに仕舞った。

「この場は逃にげを選ばせてもらおうかな。さすがに分が悪い」

「待ちなさい！」

「待てと言われて待つのは犬だけさ」

　そう言って黒ローブはゴミ溜めの壁かべを蹴って登り、壁の頂上に移動した。

「そもそも君たちに構っていられるほど暇ひまでもないんでね。つかの間のスパーリング、楽しかったよ。じゃあ──またいずれ」

　ローブの裾すそを風に揺ゆらめかせながら、奴は周囲の屋根伝いに消え去っていった。

　危機が去った、とは思わない。

　今度は何をやらかそうとしているんだ？　奴は何を目的に動いている……？

「──テアくん、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

　黒ローブについて思考していると、教官が俺の身を気き遣づかうように尋たずねてきた。

　俺は一いつ旦たん思考を切り上げ、教官と向き合う。

「大丈夫です。怪我はありません」

「なら良かったわ」

　ホッと息を吐はき出し、柔やわらかな表情を浮かべるミヤ教官。

　俺はそんな教官に素そ朴ぼくな疑問をぶつける。

「お気遣いありがとうございます。ところで、よく駆かけ付けることが出来ましたね？」

「え？」

「だって、こんなにも早く駆け付けてくれるのは嬉うれしいですけど、俺をずっと尾び行こうでもしてないと不可能な迅じん速そく具合だと思うんですよね、これ」

　しかしまさか、教官が休日を無む駄だにしてまで俺をずっと尾行していたはずがない。

「もしかして、近くで買い物でもしていました？」

「え、ええ……そうなのよ！」

　教官はなぜか冷ひや汗あせだらだらだった。

「か、買い物をしていたら、テアくんが神しん妙みような顔付きで歩いていくのが見えたから、気になって追いかけてみたのよね。そしたら、こうなってて……」

「なるほど」

　それならまあ、納なつ得とくは出来るか。

「そ、それよりテアくん、いつまでもこんなところに居てもしょうがないし、まずは大通りに出ましょう？」

「それもそうですね」

　俺は頷うなずき、教官に続いてゴミ溜めから出ようとした。

　するとそのとき、教官が背負っているカバンから何かが落ちた。

　拾い上げてみると、それは──

「ニット帽ぼう……？」

「あ──か、返してっ！」

　教官がものすごい勢いで俺の手からニット帽を取り上げた。そして、おほほほほ、と何かを誤ご魔ま化かすように笑いながらそれをカバンの中に押し込んでいく。

「何を……焦あせっているんですか？」

「な、なんでもないのよっ。おほほほほ」

「はあ……」

　よく分からない態度だな、と思いつつ、そのカバンの中をふと見やれば、厚手のコートみたいなモノも押し込まれていた。なんだろう……冬物の激安セールでもやっていたのだろうか。初夏だし、在庫処分的な。

　いや待てよ……今朝会った不ふ審しん者がちょうどそんな格好じゃなかったか？

　ロングコートでニット帽。初夏とは思えない格好で、列車の中に居た誰か。

　身元を伏ふせるための姿としか思えないあの格好は、間ま違ちがいなく変装だろう。それは誰かを尾行するため、だとして、そんなストーカーと同じ衣装を教官が持っている──？

（いや……まさかな……）

　よぎった予感を、俺は首を振って否定した。

（さて……）

　それはそうと、黒ローブ──悪あく魔まに与くみする人間たちは今度、一体何をやろうとしているのだろうか。俺の抹まつ消しようが目的ではないのだとすれば、他に狙ねらわれそうなモノは一体何か？

　陛下？　葬撃士協会のお偉えら方がた？　あるいは、人ではなく──

（……天聖祭？）

　年に一度の、初夏の祭典。

　二週間後に迫せまった、人でごった返す騒そう々ぞうしい一日。

　もしその日に、何かをしようとしているのだとすれば──

（俺がまた、計画を潰つぶしてやる）
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「……きっとバレてないはずよね？　大丈夫よね？」

　深夜──いつものバー。隣にセイディが座っているのもいつも通りだけど、しかし私は平常心ではなかった。今日一日を振り返って、少し不安をにじませている。

「バレてないはずよねって、ミヤは今日何をやっていたんですか？」

「えっと、その……テアくんと姉さんの尾行をね」

「ま、まさか修しゆ羅ら場ばですか!?　テアくんがあっさりとミヤを裏切ってお姉さんと一いつ緒しよにホテル街に消えていったとかそういうお話なんですか!?」

「そんなことにはなってないから！」

　ドロドロ愛好者の戯ざれ言ごとは切り捨てる。

「というか、そうさせないための尾行だったのよ。テアくんと姉さん二人きりでのお出かけとか不安でしかなかったから、陰かげからテアくんを守るために付いていったわけなの」

「過保護ですね……」

「なんとでも言えばいいわ。最初は私自身そうかなあって思っていたけど、尾行中の出来事を振り返るとね……付いていって良かった気がするから」

　……姉さんったら、テアくんと外で手を繫つなぐわシャローネちゃんも交えてあ～んするわエルザと一緒にとんでもない下着姿になるわでやりたい放題にもほどがあるでしょ。私が途と中ちゆう途と中ちゆう割って入らなかったらテアくんの貞てい操そうが危あやうかったんじゃないかってほどよね。

「今日は姉さんとの戦いの一日だったわ……姉さんは私の尾行に気付いていて、わざと茶化してあそんでいた部分もあったと思うし」

「意地悪なお姉さんなんですか？」

「……悪い人ではないんだけどね」

　ただ、そう、とても意地悪だ。

「たとえば昔はよく、私が欲しがっているモノを横からかすめ取られていたわ……」

　今も多分、その気質は変わっていない気がする。

「つ、つまりテアくんを巡めぐる本当の修羅場がこれから始まるんですね……っ！」

「さあね。でも仮にそうなっても、テアくんは渡わたさない」

「お、言い切りましたね。このこの～」

「そりゃ言い切るわよ。私はテアくんのことが好きなんだから」

　でもこの気持ちを直接伝える勇気がない。そもそも……テアくんがかつての強さを取とり戻もどすまでは、伝えていいはずもない。そういう約束なのだし。関係性を一歩進めるのは、テアくんが完全復帰したあとだ。

「ともあれ、今後も姉さんの動向には注意が必要だわ」

「出し抜ぬかれないようにしてくださいよ？」

「もちろん」

「でもミヤの留守中とかに何かされたらどうしようもないですよね。たとえば今とか」

「あ」

　そ、そうだわ……私がこうしてセイディとバーに居る間に何かされたらどうしようもないじゃない！

「せ、セイディ！　私今日はここまでにしておくわ！」

「ふふ。ええ、それではまた今度」

　そんなこんなで、私は超ちよう迅じん速そくに帰宅した。

　そしてテアくんと姉さんとの間に何事もなかったことを知って、ものすごく安心したのは言うまでもない。
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　翌日の昼下がり──

　俺は一人で、帝てい都と市街地を訪れていた。黒ローブの動向を調べに来た側面もあるが、本命の目的は別にある。

「……ここだな」

　帝都の中でも人通りが少ない工業区画。

　製鉄工場や造船所などが軒のきを連ねるそんな区画の片かた隅すみ。

　そこには一いつ軒けんの屋や敷しきが佇たたずんでおり、俺は現在その軒先で玄げん関かん扉とびらを見つめていた。

　ここに住んでいるのは──俺の苦手な人だ。

　その人を少し、頼たよりに来た。

　俺の弱体化が続いている原因は悪魔化の影えい響きようなのか、もしそうならそれを改善する術すべはあるのか。

　これから先、悪魔だけでなく、黒ローブのような悪魔に与くみする人間たちともやりあっていかなければならないのだとすれば、俺はこのままでいるわけにはいかない。

　弱体化を乗り越こえ、かつての自分さえ超こえた、最強を目指さなければならない。

　──教官を守るためにも。教官の手を煩わずらわせないためにも。

「よし……」

　頼る覚かく悟ごを決めて、呼よび鈴りんを鳴らす。

　少し待つ。

　すると、家の中から足音が聞こえ、

「はいはーい、どちらさんやろか」

　がちゃ、と次の瞬しゆん間かん扉が開けられ、一人の女性が姿をあらわした。

　ベージュに近い淡あわい色合いの金きん髪ぱつをボサつかせ、顔には丸まる縁ぶち眼鏡をかけている白衣姿のその人は、だらしないインナーの隙すき間まに手を突つっ込こんで体をぼりぼりと搔かきながら、俺を捉とらえた瞬間驚おどろいた表情を浮うかべ始めた。

「おぉう、テア坊ぼうやんけ。えっ、自分から来るとか珍めずらしない？」

「どうも、ルミナさん」

　一見すると駄だ目め人間にしか見えないずぼらな姿だが、これでも国内最さい高こう峰ほうを誇ほこる悪魔研究の専門家だ。俺を解かい剖ぼうしたがるところが玉に瑕きずだし、それゆえに苦手だが、そこさえ目をつぶれば頼りがいのある人だ。まだ忌いみ子への差別が厳しかったころ、この人は俺たち忌み子に薬のたぐいを提供し続けてくれた。おかげで死なずに済んだ子も居る。どこかひょうきんな態度で摑つかみどころがなかったりするが、信しん頼らいは出来る。

　そんなルミナさんは驚おどろきの表情をおさめると、少し得意げに笑ってみせた。

「何しに来たん？　なぁんて野や暮ぼなことは聞かへん聞かへん。分かっとるで。テア坊はついにウチの手で解剖される決意を表明しに来たんやろ？　うむうむ」

「違ちがいますから」

　早とちりを一いつ蹴しゆうする。

「俺はただ、ルミナさんに頼たのみがあって来ただけです」

「解剖の？」

「解剖から離はなれてください」

「じゃあなんの頼みやねんな。ミヤの姐あねさんに飽あきてウチの体を求めに来たんか？」

「それも違いますから、とりあえず中に入れてもらえますか？」

「図々しいやっちゃなあ。でも強ごう引いんなテア坊も嫌きらいやないで？　ほな、とりあえず中に入り。散らかっとるけど文句言ったらアカンで？」

　ルミナさんが家の中に招き入れてくれた。

　外観は普ふ通つうのレンガ造りの屋敷だし、中も間取りは普通だが、おしゃれな家具などは一切置かれておらず、目に付くのは簡素なテーブルや積まれた本の山。

　床ゆかには書類が散らばっていて、窓辺にはビーカーや試験管が適当に並べられている。

　ルミナさんの言う通り、室内はだいぶ散らかっていた。

　……これでもこの人、《帝てい国こく五大貴族》の一角・ポップルウェル伯はく爵しやく家のご令れい嬢じようなんだけどな。ずぼらな容姿といい、この散らかり具合といい、ご令嬢感が微み塵じんもないのはある意味すごいと思う。

「……ご実家から使用人でも連れてきたらどうなんですか？」

「使用人？　いらんいらん。一人が気楽で一番やわ。ま、テア坊がお世話してくれるんやったら、受け入れたってもええけどな」

「それは俺の方からお断りします。教官で手一いつ杯ぱいですから」

「ほーん、それは残念」

　楽しげに呟つぶやくルミナさんをよそに、奥の方から白衣の人間が数名出てきた。この屋敷はルミナさんの自宅であり研究所でもあるので、日中は研究員が居るのだろう。自宅にあまり男を常じよう駐ちゆうさせたくはないのか、研究員は皆みな、若い女性だった。女性というか、研修中の少女たちといった感じだ。面識はない。

「所長～、今朝運ばれてきた奇数枚種オツドナンバーの解剖に手こずっているんですが、どうすればスムーズに切れ──って、テアさん!?」

　少女研究員たちが、俺の存在に気付いて驚き始めていた。お邪じや魔ましてます、と会え釈しやくすると、彼女たちはきゃー挨あい拶さつされちゃったーと何やら沸わき立っていた。

　……この手の反応にはやはり慣れないな。

「ミーハーな反応はやめーや。発情中のサルかっちゅうねん」

「所長と違って、まともにお会いするのは初めてなんですよ私たち！」

「ほな、もう慣れたやろ？　テア坊はよく見るとそんなにオーラないしな」

「いや、オーラバリバリですよ！　これが英えい雄ゆうの圧なのかと感動しています！」

「それはそうと、解剖に手こずっとるんか？」

「あ、はい。開胸が上う手まく出来なくて……」

　確か奇数枚種の解剖と言っていたか。

「何枚羽ですか？」

　尋たずねると、研究員の一人が少し照れたように応じる。

「え？　あ、えっと、一七枚ですっ」

「一七枚というと……なるほど、《イージス》ですか」

　一七枚羽の奇数枚種、個体名・イージスは、非常に硬こう質しつな表皮を有する悪あく魔まだ。あらゆる攻こう撃げきを受け付けないことから、葬そう撃げき士しの間では厄やつ介かいな敵として認にん識しきされている。

　ただし、弱点さえ知っていれば雑ざ魚こでしかない。

「でしたら、別個体の悪魔の血を塗と布ふしたメスでもう一度チャレンジしてみてください」

「別個体の悪魔の血、ですか？」

「ええ。イージスは別個体の悪魔の血を浴びると硬質な表皮が溶とけます。悪魔の中でも珍めずらしく共食いを行なうイージスに対処するために、イージス以外の悪魔の血にはイージスにのみ作用する融ゆう解かい毒が含ふくまれているんです。それを利用してください」

「す、すごい！　ありがとうございます！　お詳くわしいんですね！」

「まあ、その程度は理解してないと葬撃士はやれませんので」

「さすがですね！　──じゃあみんなっ、解剖に戻りましょう！」

　そう言って研究員たちが俺に頭を下げながら奥の部屋へと戻っていった。

　ルミナさんが呆あきれ顔で呟く。

「テア坊、親切過ぎや。ウチはあのぺーぺーどもがノーヒントでどこまでやれるか確認しようと思てたんやで？」

「え？　そうだったんですか」

「まあ過ぎたことはしゃーないわ。その博識ぶりにも免めんじて許したる」

　ルミナさんは近くのテーブルに腰こしを預け、ふくよかな胸の下で腕うでを組んだ。

「ほんで、テア坊の頼みって結局なんなん？」

　どうやら本題に移らせてくれるらしい。俺も意識を切り替かえる。

「これは他言無用でお願い出来ますか？」

「他の人には言えんようなことを、ウチに話してくれるってことなん？」

「そうですね。一応信頼していますので」

「……信頼してるっちゅう言葉をドストレートにぶつけられると、照れてまうな」

　ルミナさんは少し恥はじらうように目線を逸そらしつつ、

「ま、なんにせよ言うてみい。ウチは結構、口は固いで？」

「じゃあ早さつ速そくですが──」

　そう前置きし、俺は自分が悪魔化出来る旨むねを教官以外に初めて打ち明けた。そして、傷が治ったにもかかわらず未いまだに弱体化が続いている原因が、その悪魔化にあるのではないかという自分の推論を口にした。

「ルミナさんにお願いしたいのは、悪魔化と弱体化の相関を調べて欲しい、ということです。そしてもし、弱体化の原因が悪魔化であったなら、その改善策も調べていただきたいと思っています」

「なんか、とんでもないことを頼まれている気がするんやけど」

　ルミナさんは途と方ほうもなさそうに言った。

「まあ興味深いから別にええんやけどさ、でもそれはすぐに調べられることではない、っちゅうのは理解出来るやんな？」

「もちろん急せかすつもりはないですし、調べるのに必要なモノがあれば提供します」

「ええ心意気や」

　ルミナさんはそう言ったのち、俺の足先から頭頂部までを舐なめるように見回し、

「ほんならテア坊、ひとつだけ、どうしても提供して欲しいモノがあるんやけど」

「なんでしょう？」

「テア坊の遺伝子情報や」

「はい？」

「テア坊の遺伝子情報が欲しいゆうたんやけど？」

　ルミナさんがニヤニヤしながら俺を見つめてくる。

「当然、くれるんよな？」

「い、遺伝子情報って……それは、ええと……」

[image: ]

「遺伝子情報は遺伝子情報やって。なあテア坊、ウチが何を欲ほつしてるのかは言わずとも分かるやろ？　テア坊の遺伝子がぎょうさん含まれとるネバネバの、アレやで？」

　ネバネバの、アレ……。それはやはり……アレなのか？

「そ、それは……どうしても必要なんですか？」

「当たり前やん。それがないと恐おそらく調べられんわ」

「し、しかし……」

「何をそんなに躊ちゆう躇ちよしとるんや？　アレを提供するのがそんなにイヤなんか？」

　引き続きニヤニヤ状態のルミナさんである。

「い、嫌いやではないですが……」

「じゃあなんや？　ちょっと恥ずかしいんか？」

「そうですね……」

「ほうかほうか。でもな、提供してもらわなアカンねん。テア坊のネバネバがないと、こちとら何も出来ひんのやからな？」

「……ですよね」

「せやで。だから大人しく提供してもらおうやないか。テア坊の──」

　ルミナさんは笑みをいっそう深めて、

「──唾だ液えきをな？」

「え……？」

　俺は虚きよを突かれた気分だった。

「いや、え……だ、唾液ですか？」

「当たり前やん。それ以外に何があるんやろか？」

　ルミナさんはまだニヤニヤしている。

　これは、そうか……確信犯的にからかっていたんだな……。

「うわ、うわ、もしかしてテア坊ぼう、子種の方を想像してたんか？　ひえ～、いやらしい～」

「くっ……」

　俺は返す言葉もなく、その場で歯は嚙がみするしかなかった。

「テア坊のえっち～。ウチと二人きりの場でそんなこと考えるとかアカンやろ～」

「い、遺伝子情報って言われれば誤解するでしょうが！　最初からストレートに唾液って言ってくださいよ！」

「まあまあ、そう怒おこらんでええやん。謝るから。な？　ごめんなテア坊」

「まったく……」

　こういうところが玉に瑕きずなんだよな、とルミナさんへの苦手意識を深めつつ──

　俺はその後、唾液を提供し、一応血も抜ぬかれ、軽い身体検査を受けたのち、ルミナさんの自宅兼けん研究所をあとにした。

　結果がいつ判明するかは未定とのことで、気長に待つことになりそうだった。




　悪魔に与くみする人間──黒ローブの暗あん躍やく。

　俺はルミナさんと別れたあと、黒ローブを起因とする妙みような出来事が起こっていないかどうかをさぐるべく、帝都市街地を見て回った。

　しかし、これといって怪あやしい人ひと影かげや現象は確認出来ず──

　夕暮れを迎むかえたところで、今日の調査を切り上げた。

　ミヤ教官の家に戻もどると、教官はまだ仕事から帰宅していなかったが、サラさんの姿は居間で確認出来た。ソファーに座って、鉛えん筆ぴつを持って、方眼紙とにらめっこしていた。

「あ、テアくんおかえり～」

「ただいまです」

　応じつつ、俺はサラさんが持つ方眼紙に目を向けた。

「それ、武器の設計図ですか？」

「そうだよ。デザインが決まったからといってすぐに武器を造れるわけじゃないからね。やっぱり設計図をきちんと描かくのが大切なの」

　そう言って方眼紙に目を戻し、鉛筆で書き込みを続けるサラさん。

　真しん剣けんな眼まな差ざしで作業に取り組むその姿は、かっこいい大人の女性だった。

　しかし、そんなサラさんの足元に数本の空あき瓶びんが転がっていることに俺は気付く。

　いずれも酒瓶だった。

「うげ……」

　思わず──身構える。

　転がっている本数分の酒を、サラさんは恐らく摂せつ取しゆしているのだろう。

　そして当然だが、酒を摂取すれば──酔ようわけで。

　まして、サラさんはあの教官のお姉さんだ。

　同じ遺伝子を持つ者として、相当酒さけ癖ぐせが悪いんじゃないか──と、俺がそんな疑いを持って身構えてしまうのは、決して無理からぬことだろう。

　すると──

「いやあ、テアくんはすごいよねっ。すご過ぎてすごごごって感じ！」

　不意にサラさんがそう言った。どこか意味不明な言い草で、やはり酔っているのは間ま違ちがいなさそうだった。でも教官のような乱れは見られない。まともな酔い方であることを期待してもいいのだろうか。いや、もう少し様子を見るべきだな……。

「……すごいというのは何が？」

「そりゃあこれまでの生き方というか、実績というかさ、改めて考えてみると、まだ若いのに相当濃こい人生を歩んでるよねテアくんは」

「まあ、他の同世代に比べればそうなるかもしれませんが」

「いやいや、上の世代と比ひ較かくしてもテアくんはすごいよ。その若さで英雄って呼ばれてるわけだし。そんな男の子とひとつ屋根の下で暮らせてる事実を光栄に思うね、私は」

「ありがたいですが、褒ほめ過ぎな気も……」

「何言ってんだか。テアくんはすごいの。もうちょっと自信持っていいと思うけどねっ」

　サラさんはそう言うと、ちょいちょいと俺を手招きする。

「謙けん遜そんは行き過ぎると嫌いや味みになるんだよ？　だからテアくんがもっと自信を持てるようにいいモノをあげちゃおっかな。ちょっと来てくれる？」

「なんですか？」

　ソファーに腰こし掛かけるサラさんへ、俺は歩み寄った。

「もっと近くに、こう、しゃがんでもらえるかな？」

「何をもらえるんですか？」

　問いかけつつしゃがんでみる。目の前にサラさんが居る。テーブルゲームで対局する時よりも至近距きよ離りだ。まして間を阻はばむモノは何もない。少し照てれ臭くさくなってきた。

「さてと、すごいのに謙遜しがちなテアくんに、自信がつくいいモノをあげちゃおう」

　そう言うが、サラさんの手には何もない。一体何をくれるんだろうか。

　と、疑問に思う余よ裕ゆうがあるならば、俺はもう少し警けい戒かいしておくべきだったんだろう。

　今のサラさんがどんな状態であるのかを。

　酔った状態であるということを。

　理解し、警戒しておくべきだった。

　しかし、時すでに遅おそしとはこのこと──。

　俺は直後、柔やわらかな感かん触しよくの只ただ中なかにうもれていた。

　一いつ瞬しゆん、理解が追い付かなかった。

　顔面がふわふわな何かに包まれている。

　柔らかで、すべすべで、いい匂におい。

　なんだこれは、と戸と惑まどいつつも、俺はもはや状じよう況きようの把は握あくを完かん了りようさせていた。

「よしよし、テアくんは偉えらいねえ」

　頭の上で優やさしい声が響ひびいた。

　つまり──抱だき寄よせられていた。

　サラさんの薄うすい肌はだ着ぎの胸元に顔はうずもれ、髪かみを梳すくように撫なでられていた。

「あのね、テアくん」

　優しい声が続く。

「君はもっと自信を持っていいんだよ？　なんてったって史上最年少で《七なな翼よく》に至った英えい雄ゆうなんだから。それだけ悪あく魔まを退治してきたヒーローなんだからさ」

　褒められる。

　サラさんがただ褒めてくる。

　あぁそうか、と思う。

　サラさんはきっと、酔うとこうなる人なんだろう。

　誰だれに対してもこうなのかは知らないが──とにかく褒める。

　乱れはしないが、多大な母性で包み込み、慈いつくしむ。

　少なくとも俺に対してはそうらしい。

　そしてこれはちょっと、いや、だいぶ恥はずかしいことだった。

「あ、あの、サラさん……」

「何かな？」

「……離はなしてもらえませんか？」

「拒きよ否ひだね」

　にべもない宣言だったが、そこにはやはり包み込むような優しさがあった。

「女性に弱いのって可愛かわいくていいと思うけど、テアくんはこういうのにも耐たい性せいつけなきゃダメなんだよ？　君みたいなかっこいい男の子、絶対に放っておかれないんだからさ」

　サラさんはそう言って俺の頭をより深く抱き締しめる。

　あらがうべきだろうか。

　しかし心ここ地ち好よく、不思議と反はん抗こう心が湧わいてこない。

　口では離すように求めつつ、俺は内心これに満足しているのだろうか。

「いいよ～テアくん。逃にげなくて偉いねえ。そうそう、こうやって女の人に慣れていかないとダメなんだからね？」

「……サラさんは、恥ずかしくないんですか？」

　胸に顔をうずめさせ、抱き締める。

　きっと少なくない羞しゆう恥ちが押し寄せていると思うが、

「恥ずかしいけど、テアくんだからへーき」

　しかしサラさんはそう言ってのける。

「にしても、こんな状況でも他人の心配とは偉いけど、それってまだまだ余裕があるってことだよね？」

　少しにんまりと、どこかいたずらに呟つぶやいたかと思えば、サラさんは俺の頭部を胸元から解放してくれた。でもそれはこの時間の終わりを意味してはいないらしい。

「じゃあさ、次はこうかな。偉くてすごいテアくんなら、これにも耐たえられるって信じてるからね？」

　サラさんがそう言い終えたとき、俺はソファーに横たわり、サラさんの脚あしに頭を載のせる体勢にさせられていた。──そう、膝ひざ枕まくらだった。もはやされるがままである。

「どうかなテアくん？　逃げ出したい気分？　それとも耐えられるかな？」

「……正直、こっちの方が気楽です」

　胸元に顔をうずめる行こう為いに比べれば、こんなのはどうということはない。

「お～すごいすごい。今さっきまでのハグが荒あら療りよう治じみたいになってたってことだね。いいよ～テアくん、女の人に慣れてきてて偉い偉いだねえ」

　褒めながら、頭を撫でてくれるサラさん。

　……悪い気はしないが、なんかもう赤ちゃんに接する感じになってませんかね。

「ねえ、そういえばテアくんは、ミヤにこうやって膝枕されたことはあるのかな？」

「教官にですか？　……膝枕はないと思います」

「ほうほう、じゃあこの点では一歩リードかな～。ミヤには悪いけど、私も負けるつもりはないからね」

　……負けるつもりはないって、なんのことだろう。

　そう思っていると、サラさんはとろんとした目付きで俺の顔を覗のぞき込み、

「ねえ、それはそうとテアくん、この膝枕がぬるいって言うならもう少しパワーアップさせちゃってもいい？」

「え？」

「ズボンでごわごわの膝枕なんて序の口だもんね？　偉い偉いのテアくんにはご褒ほう美びとして本当の膝枕って奴やつを堪たん能のうさせてあげちゃおっと。というわけで、ちょっとごめんね？」

　サラさんはそう言うと、俺の頭を一いつ旦たんどけてソファーから立ち上がった。

　そして次の瞬間、ズボンを──脱ぬいだ。

「は……？」

　いきなりのこと過ぎて、俺は思考が置いてけぼりにされた。しかし現実だ。サラさんは間違いなくズボンを脱いでいる。その蠱こ惑わく的な光景を、俺の目が追い続けている。

　今しがたまで布地に覆おおわれていたサラさんの脚が、惜おしげもなくさらけ出されていた。

　葬そう撃げき士しの教官に比べれば、そこはやはり多少ぷにっとしているが、それでもすらりと伸のびていて見苦しさは感じられず、雪と月明かりが混ざったように肌はだは白くて綺き麗れいだった。

「あぅ……勢いで脱いじゃったけど、さすがに恥ずかしいなぁ、これ」

　サラさんは恥じらうように笑いつつ、少し内うち股またになる。そんなことをしても当然ながら何も隠かくれはせず、可愛らしい白レースの下着が丸見えだった。

「……は、恥ずかしいなら穿はき直したらどうですか？」

　目は逸そらせないまま、俺はやっとのことで口を開くことが出来た。

　平時のテンションに近いままの褒め上戸程度なら教官よりはまともな酔い方だと思っていたが、どうやら見当違いだったらしい。やはり教官とは別ベクトルで厄やつ介かい過ぎる。褒め上戸にプラスして、俺に対する積極性が増していた。

　さすがは教官の姉というかなんというか、的確に俺を困らせてくれるな……。

「穿き直した方がいい？」

「あ、当たり前です」

　サラさんはしかし、意地を張るかのように首を横に振ふった。

「なんか、別にいいかなって。どうせテアくんに見られるだけだし、ミヤからリードも奪うばっておきたいし。もうこのまま、よいしょ～っと」

　サラさんはマイペースに呟きながら、再びソファーに腰こしを下ろしてきた。

　そして俺の頭を、改めて脚に載せようとするのだが、

「ま、待ってください！　考え直しを！」

「それはイヤっ。いいから味わって？　このままテアくんに拒否されたら、本当に恥ずかしい思いをしただけになっちゃうでしょ？　脱ぎ損はイヤなの」

「で、ですが……！」

「ごめんね、逃がさないから」

　そう言われ、俺は頭を摑つかまれ、そのまま強制的にサラさんの太ももと再会させられてしまった。先ほどまでとはまったく違ちがう、非常に心地好い感触が俺から反骨精神を奪った。

　むにっと柔らかで、あたたかな白い肌に、直接頭が触ふれている。

　布一枚消え去るだけで、心地好さは段違いだった。

「どう？　気持ちいいんじゃないかな？」

「まあ……否定はしないでおきます」

「お～結構素す直なおだねえ。むふ、いい子いい子」

　そう言ってまた俺の頭を撫でたかと思えば、サラさんはふと、谷底でも見下ろすように俺の顔を真上から覗き込んできた。

　目と目が合う。どきりとした。サラさんの垂れた前まえ髪がみが頰ほおを撫でて、こそばゆさを感じる。そんな、吐と息いきすら感じる至し近きん距きよ離りで、サラさんの口が不意に開かれて──

「ねえテアくん、ミヤじゃなくて、私じゃダメかな？」

　どこか切なそうにそんな言葉が紡つむがれた。

「え？」

　言っている意味がそれだけでは理解出来なくて、俺は聞き返していた。

「……何がですか？」

「好意を向ける相手──。私、ミヤより尽つくすよ？　これでも結構、家事も出来るし」

「…………」

　突とつ然ぜん過ぎる話題の転てん換かんに俺は付いていけない。

　な、何を言い始めているんだこの人。

「それにね、テアくんが甘えたいときは甘えさせてあげるし」

「い、いや、あの……」

「あとはそうだなぁ、辛つらいときは一いつ緒しよに居てあげるし、寂さびしいときも離れないようにするし──あ、そうだ、子供だって産んであ──」

「ま、待ってください……っ！」

　すごい方向に話が転がっていきそうだったので、俺はどうにか待ったをかけた。

　それから今言われた言葉を振り返る。

　サラさんは自分と教官を比べるような発言をしていた。

　先ほど、「負けるつもりはない」発言もあった。

　それらを踏ふまえて、俺はこう言い返す。

「も、もしですよ？　もし……教官と張り合うためだけに俺の気を引こうとして、こんなことをしているんだったら、それはやめてください……多分、色々と良くないですよ」

「テアくんはすごいね、こんな時でさえも一定の冷静さがあって」

　小さく笑いながら、サラさんは俺の頭をまた撫でて、

「けどね、それは違うかな」

「違うというのは……」

「私は別に、ミヤと張り合うためだけにこうしているわけじゃないの。ミヤとの張り合いは否定しないけど、それだけでは絶対にないから。迷めい惑わくかもしれないけど、私はちゃんとテアくんのこと、想ってるよ？」

　気が付くと、サラさんはとても真しん剣けんな表情を浮うかべていた。

「まだ知り合って間もないのに想うってどういうことだよ、って思うかもしれないけど、私はテアくんのこと、ずっと知っていたからね」

　ずっと知っていた──。言われてみれば、確かにそうだ。

「私はエルト・クライエンスとして、テアくんを一方的に知っていた……いや、最初にテアくんのことを知ったのは、ミヤの姉として、かな。いつだったかミヤがね、養成所にすごい忌いみ子が居るの、あの子は天才よ、って教え子自じ慢まんをしてきてね。でも私としては、そんな知らない子の話をされてもしょうがないから、適当に聞き流していたわけ」

　……聞き流されていたのか。

「でもあるとき、その子との繫つながりが出来た。養成所を無事に卒業したその子から、協会経由で武器製作の依い頼らいが届いてね。でも私はそれを断った。私は基本、強い相手にしか武器を造らないからね」

「……懐なつかしいですね」

　断られた当時は、ショックだった。卒業したてとはいえ、俺は当時《五ご翼よく》で、養成所卒業時点の位階としては異例の高さだった。それなのに、エルト・クライエンスは俺を認めてくれない。どういうことなんだ、と嘆なげいた覚えがある。

「でも俺は、諦あきらめませんでした」

「そうだったね。戦果を打ち立てるたびに、テアくんは私に依頼を送ってきた。でも私はそれも全部断った……今思うと酷ひどいことしたよね」

　申し訳なさそうに言いつつ、サラさんは釈しやく明めいする。

「でもね、私には《七翼》の葬撃士しか相手にしない自分ルールがあるの。理由は単純で、そうしないと依頼がどんどん積んじゃうから。要は忙いそがしいから、選定してるわけだね」

「……何気に初めて聞きましたよ。そうだったんですか？」

「そうだよ。猛も者さにしか造りたくない、ってダダこねてるわけじゃなくて、単純に私のキャパの問題なんだよね」

　私が一〇〇人ぐらい居れば依頼を全部引き受けるんだけども、とサラさんは言った。

「でね、テアくんみたいな人って結構居るんだよね。ちょっと申し訳ない言い方になるけど、《七翼》じゃないのに何度も依頼してくる、ちょっと鬱うつ陶とうしい人」

　う、鬱陶しい……。

「そういう人って大体、いや、私の統計では一〇〇％、結局《七翼》にはなれずに終わるんだよね。色々察しが悪くて気き遣づかいも出来ない、自分本位なその程度の人間でしかないってことだから強さもお察しなの。でもその一〇〇％を──テアくんが狂くるわせてくれた」

　感かん慨がい深そうに、サラさんは言ってくれた。

「だからかな、私にとってテアくんってものすごく印象深いんだよね。努力家で、頑がん張ばり屋さんで、絶対に諦めない心を持っている、粘ねばり強づよい男の子」

　サラさんは俺の目を覗き込み、

「そういう男の子を気にかけるのって、いけないこと？」

「……っ」

　どきりと心臓が跳はねて、俺は目を逸らす。

　ダメだ……さすがは教官のお姉さんだけあって、似ている。

　俺の心にスルッと入り込み、揺ゆさぶってくる感じが、教官そのものというか。

「ねえテアくん……少なくとも私は、遊びで迫せまっているわけじゃないんだよ？」

　言いながら、サラさんが顔を迫らせてきて、

（こ、これって……まさか……）

　つややかな唇くちびる。

　迫るそれに──

　やられる……っ、と観念して目をつぶった直後のことだった。

「──ハイそこまで」

　とても冷れい淡たんな声が、居間に響ひびき渡わたったのである。

「あなたたちは一体なぁにをやっているのかしら？」

　ぎくりと、俺とサラさんは体をこわばらせ……

　そして居間の入り口に──悪あく魔まを見たのだった。




「…………」

「…………」

「…………」

　いつもなら楽しい夕食の時間が、今日は永久凍とう土どのように冷え切っていた。

　理由は当然ながら、俺とサラさんのお戯たわむれによって、教官が完全にブチ切れてしまったからだ。まあそりゃブチ切れるよな……仕事から疲つかれて帰ってきたら、居い候そうろうの姉が自分の元教え子を襲おそおうとしている場面に鉢はち合あわせたのだし。

「教官、あの……すみません、でした……」

「テアくんは別に、いいわ……。いや、良くもないけど、男の子だし……あんな風にされたらどうにもならないわよね……」

　教官は俺と目を合わせないまま、夕食を食べつつそう言った。

「姉さんは……許さないけど」

「何よ何よっ、ごめんって言ってるのに」

　すっかり酔よいから醒さめた様子のサラさんは、投げやりな謝罪を行なっていた。

「その謝罪が信用ならないわ。姉さんは口先だけだもの。居候の許可を出したときに過激なことはするなって言ったのにするし……」

　呆あきれたように言いながら、教官はサラさんに睨にらみを利かせる。

「とにかく姉さん、許して欲しかったらテアくんにちょっかいを出さないって改めて約束してちょうだい。姉さんはテアくんのような青少年に悪あく影えい響きようだわ」

「ミヤだって悪影響じゃないの？　そんな無む駄だにいやらしい体しちゃってさ」

「体はしょうがないでしょうがっ。いいからっ、テアくんに手出しは禁止ね？」

「イヤですぅー。別にテアくんはミヤだけのモノじゃないんでしょ？」

「そ、それはそうだけど……」

「でしょう？　勝手に所有者ヅラするのはテアくんに迷惑なんじゃないの？」

「べ、別に所有者ヅラなんかしてないから」

「してるじゃん、おもいっきり」

「してないわよ！」

「してるって」

「してないってば！」

「してるから！」

「してない！」

「してる！」

「してない！」

「してる！」

　ぐぬぬぬぬ……！　と二人は睨み合って火花を散らしたのち──

「「──ふんっ！」」

　同時にそっぽを向いたのだった。

（…………）

　どうやら、姉妹喧げん嘩かが勃ぼつ発ぱつしてしまったらしい。どうするんだよこれ……。

（はあ……）

　──結局。

　夕食の時間中に二人の仲が元に戻もどることはなくて、そのまま食後の時間を迎むかえた。

　皿洗いを行なっている俺をよそに、教官は明日こなす依頼などをソファーで確認していた。サラさんは、テーブルで改めて晩ばん酌しやくしている。泥でい酔すいされたら厄やつ介かいだが、先ほどの反省もあってか一応泥酔しない範はん囲いで摂せつ取しゆ量をコントロールしているらしい。

　ともあれ、二人とも私室に引きこもったりはせず、一応居間には居るという状態。

（これはひょっとすると……）

　仲直りのきっかけを探しているが、それが全然見つからない──そんな感じだろうか。

　お互たがい、いい年をした大人なのだし、さすがに怒いかり自体はもう収まっているのだろう。

　──でも、どうやって仲直りまで持って行けばいいのか分からない。

　お互いそう考えているように、俺には見えた。

　皿洗いを済ませた俺は、ひとまず風ふ呂ろを沸わかしに向かう。

　それが終わって居間に戻っても、二人はまだ無言を貫つらぬいているようだった。

　室内にはもちろん気まずい空気が漂ただよっていて、非常に居づらかった。

（こうなったら……）

　仕方がないので、ここは俺が間を取り持って──

「はぁ……──おしまいおしまいっ」

　不意に。

　サラさんが意を決したように口を開いたかと思えば、席を立った。酒さけ瓶びんとグラスを持ったまま、ふらりと移動を開始する。──教官が座っているソファーへと。

「よっこいしょ、っと」

　そしてサラさんは、教官の隣となりにどすっ、と腰こしを下ろしたのだった。

　教官が少し迷惑そうに体をずらしている。

「な、何よ……」

「いやぁね、なんかもう、喧嘩は終わりでいいかなって思ってさ」

　サラさんはグラスのお酒をひと口煽あおった。

「私が悪かった、でいいからさ。テアくんへのちょっかいも出さないようにするし」

「……ほんとに？」

「うん。だってテアくんに妙みようなことをするな、って確かに言われたわけだし、居候としてそれは守るべきかなってね。……テアくんも、ごめんね？　変な感じで迫っちゃった挙げ句、私とミヤの気まずい空間に巻き込んじゃってさ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　そう告げると、サラさんは安心したように笑ってくれた。

「テアくんは優やさしいなぁ。ミヤと違ちがってすんなりと許してくれるんだもん」

「……テアくんと比ひ較かくするその感じ要いる？　いちいちひと言多いのよね、姉さんは」

　どこか呆れたように言いつつ、教官はふんっ、とまたそっぽを向くのだった。

「やっぱり許さないでおくわ」

「え、何それ。テアくんへのちょっかいは改善するって言ったのに」

「結局はそれも信用ならないわ。そう言って横からかすめ取っていくのが姉さんだしね」

「取られる方が悪いんでしょ、そんなの」

「あっ、開き直ったわね！」

「悪い？」

「当たり前でしょ！」

　……なんだかまた雰ふん囲い気きが悪くなってきたな。

「あのね姉さん、泥どろ棒ぼう猫ねこなんて許されることじゃないからねっ？」

「泥棒猫対策を怠おこたっているから、ミヤは万年処女になっちゃってるんじゃない？」

「ま、万年……っ！　そ、それだけは言ったらダメな奴やつでしょ！」

「けど事実だよね？　女子力もないし。私は料理もイケるし裁さい縫ほうなんかも得意だけどね」

「でも姉さんだってそういう武器がありながら──」

「私はエルト・クライエンスって仮面のせいで自由に身動きが取れないだけですぅー。ミヤは割と自由なのに色いろ恋こいの経験値がゼロってヤバくない？　もう二六歳なのにね」

「な、何よ！　どんな理由があろうと姉さんだってヤバいことに変わりはないでしょ！　そのまま寂さびしくお酒と過ごすだけの人生を歩み進めればいいと思うわ！」

「そう言うミヤにはお酒すらないじゃない？」

「べ、別にないわけじゃないし！　飲めるし！　酔うとアレだからあえて飲まないだけなのは姉さんだって知ってるでしょ！」

「そんなの飲めないのと同じじゃない？」

「違うわ！　飲もうと思えば幾いくらでも飲めるんだから！」

「ふぅん。じゃあこれ、飲める？」

　サラさんが手中のグラスを教官に差し出した。

　教官は「うっ……」と一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしながらも、

「の、飲めるわよ！」

　売り言葉に買い言葉。

　教官はそう叫さけぶと、サラさんの手からグラスを奪うばい取って──ゴクゴク、と喉のどを鳴らして中身のお酒──色的にビール──を飲んでしまった。

　あーあ……。

「ど、どうよ姉さん！　飲んだわよ！」

「やるじゃない。でもそれだけ？」

「ま、まだまだイケるから！」

「そう？　ならテーブルで飲み比べでもしよっか」

「の、望むところだわ！」

　そう言うと二人はテーブルに移動し、ビールの飲み比べを始めてしまった。

　ど、どうなるんだこれ……止めた方がいいのか？　──止めるべきだよな！

「きょ、教官！　それにサラさんも！　やめましょうよ！　こんな喧嘩良くないです！」

「テアくんっ、これは私と姉さんの問題だから！」

「ミヤの言う通り。だからテアくん、悪いけど邪じや魔ましないでね？」

　そう言われ、俺は蚊か帳やの外へ──……。

　──あぁもう！　と思いつつも、当然ながら手出しは出来ず、もはや呆ぼう然ぜんと見守っていることしか出来なくて──

　そのまま──三〇分ほどが経過したころのこと。

「へっへー……この勝負、わらしの勝ちね……」

　ろれつがあまり回っていない調子でそう言ったのは、教官だった。

　サラさんは酔い潰つぶれ、テーブルに突つっ伏ぷすような形で眠ねむってしまっている。

　どうやら単純な摂取量では教官に軍配が上がるらしかった。

　酒乱のくせにめちゃくちゃ飲めるって、教官タチ悪いな……。

「しゃてと、姉さんなんてほっといて、わらしはテアくんに構ってもらおーっと」

　……へ？

「えへへー、テアくぅん……♪」

　これまでの比ではない酔いどれ具合で、教官が椅い子すから立って俺に迫せまってきた。

「ねぇねぇテアくん、わらし、姉さんに勝ったのよ？　いい子いい子～ってして？」

「……はい？」

「むぅ、そういうとぼけた感じはいいから、早くいい子いい子～って撫なでてっ！」

「は、はい！」

　少し怒おこった感じで迫られ、俺は慌あわてて二つ返事。

　手を伸のばし、教官の頭を撫でる。さらさらの髪かみの毛から、いい香かおりが漂ってきた。

「えへへー……気持ちいい～」

　普ふ段だんの真面目さはどこへやら。シラフの教官が言うところの、黒歴史を量産する態勢に入っているのは間ま違ちがいなかった。

「ねぇテアくぅん……ぎゅっ、って抱だき締しめてもらうことは出来るかにゃ？」

　いきなりの猫語っ!?

　くぅ……あらがえない可愛かわいらしさがそこにはあった……。

　俺は言われるがまま、教官の体を抱き寄せてしまう。

「んふふ～……テアくんの匂におい、好きだな～」

　俺の胸元に教官は顔をうずめていた。甘えるように、顔を少しこすり付けてくる。

　それから顔を上げ、上うわ目め遣づかいに俺を見つめてきたかと思えば、

「ねぇテアくぅん……そういえばテアくんは、姉さんのナマ足で膝ひざ枕まくらを堪たん能のうしていたのよね？」と、じとーっとした眼まな差ざし。

「そ、それは、まあ……」

「男の子だから姉さんの誘ゆう惑わくには勝てなかったんでしょーけど……でも、そこは勝って欲しかったかも……」

「す、すみません……」

「……ほんとに悪いと思ってる？」

　教官はなおもすねたように言いながら、

「もし思ってないんだったら、こうだから」

　そう言って、俺の首筋をかぷっと嚙かんできた。痛みのない、甘嚙みだった。

「きょ、教官……？」

「悪いと思ってる？」

「お、思ってます……」

「そう？　でも姉さんの誘惑に負けちゃったのは事実だし……そんな卑いやしいテアくんにはもうちょっとだけミヤちゃんによる養いマーキングをしておこうかしらね」

　そう言ったかと思えば、再び──かぷっ。

「っ……」

「あら、ぞくっとしちゃったの？　いい反応ね……もっとシてあげるから」

　妖あやしい気配と共にそう呟つぶやき──かぷっ。かぷっ。かぷっ。かぷっ。

　教官の甘嚙みが続く。

　続いて、続いて、続いて、やがて──

「ぷは……こんなもので、いいかしらね。んふふ～、これでテアくんはもう養いの呪じゆ縛ばくからは逃のがれられないんだから」

　強めのひと嚙みがあったのち、教官は満足げに笑ってみせた。

　俺の首は一体どうなっているのだろうか。人様には絶対見せられないだろうな……。

「でも、これで終わりはぬるいわよね？」

「へっ……？」

「だってぇ、今のかぷかぷはテアくんへの養いマーキングでしかないんだもの。ここからはぁ、姉さんの誘惑に負けちゃったテアくんへの──罰ばつ♪」

「ば、罰ですか……？」

「そうよ。ちょっとこっちにおいでね」

　教官が俺の手を引っ張って居間からの移動を開始した。

　行き先は、教官の私室だった。

　ここは俺が週一ペースでしか掃そう除じしないので、他の部屋に比べて教官のだらしなさが遺い憾かんなく発揮されており、今もまたそれなりに散らかっていた。

　連れて来られた俺は、その部屋の窓際を陣じん取どるベッドに座らされた。室内のガス灯をわざとなのか点つける様子がなく、教官は月明かりだけが照らす中を俺の隣に並んで座った。

　……罰とは一体なんだろう？

　今のかぷかぷもそうだが、酔よった教官はかなり大だい胆たんになるからなあ……。

「ねぇテアくん、わらしね、もう眠いの。お風ふ呂ろは朝入るから、もう寝ねたいの」

「そ、そうですか」

「だからね、着き替がえさせて欲しいの」

「……っ！」

　き、着替えさせろって……パジャマに、ってことか？

「そ、それが罰ですか？」

「そうよ。イヤとは言わせないんだから」

　妖しい笑顔でそう言うと、教官は無防備をアピールするように両りよう腕うでを広げた。

「ほら、まずは脱ぬがせて？　こんなことも出来ないようじゃ養ってあげられないもの」

「べ、別に養われるつもりはないですし……！」

　というかこのお着替え、本当にやらなければならないのか？

　とんでもない罰過ぎるだろ。

　やる前からこれほどの精神的疲ひ労ろうがあるとは……もはや拷ごう問もんかもしれない。

「何よ～、もしかして出来ないの？」

「きょ、教官は嫁よめ入いり前の娘むすめですし、こういうのはさすがにどうなんでしょうか……？」

「それなら……」

　教官は少し恥はじらうような表情を浮うかべ、

「テアくんが、責任を取ってくれれば……それでいいと思わない？」

「っ──」

　魅み力りよく的なひと言に、俺の中の何かが吹ふっ切れた。それでも絶対に乱暴だけはしないという紳しん士し的な思考だけは維い持じしながら、俺はこの罰に取りかかることにした。

「わ、分かりました……やります。サラさんの誘惑に負けた贖しよく罪ざいですから……」

「そうよ、ちゃんと償つぐなわないと……メッ、なんだから」

　多少恥ずかしそうに紡つむがれたその言葉を耳にしつつ、俺は教官の衣服に手をかけた。葬そう撃げき士しとしての制服。見慣れたそれの上着をまずは脱がそうとする。タイを外し、ボタンを外し、それからそっと腕を抜ぬかせて脱がす。

　教官は……仕事のときはノーブラだ。制服の胸部が、豊満な胸を支える役割を果たしているので、普ふ通つうのブラを着けると二重ブラのようになって動きにくいため、普通のブラはそもそも着けなくなったらしい。

　なので、上着を脱がした瞬しゆん間かんからナマの胸が露ろ見けんしたが、そこは教官自身がすかさず腕でガードした。

「ここはまだ、見せてあげないからね？」

「わ、分かってます……」

　しかし、腕ガードによってむにゅっ、と形を変えているお胸が、非常に蠱こ惑わく的だ。そこをずっと見ていたらどうにかなりそうだったので、俺は上着をハンガーにかけつつ、

「……教官の制服って、どうして胸元があけてあるんですか？」

「んふふ～、わらしが痴ち女じよだから、そういうデザインにしてもらったにゃんっ」

「えっ」

「というのは冗じよう談だんで、本当の理由は戦場で悪あく魔まを惹ひき付けるため、かな。雄おすの低級は簡単に釣つられてくれるのよね。その隙すきにバシュッと斬きり伏ふせる戦法よ」

「まあ、そういう意図ですよね……」

「というより、今はそんなのどうでもいいでしょ？　早く下も脱がせて？」

「は、はい、お待ちを……」

　ハンガーをカーテンレールに引っかけて、俺は教官の前に戻もどった。白いタイトミニスカートに今度は手をかける。上着を脱がすときよりも強い抵てい抗こう感が湧わいてきたが、こういうのはさっさとやってしまった方が気楽だろうと思い直し、

「ぬ、脱がしますよ……」

　俺はひと思いにスカートを下ろした。

　その瞬間から──当たり前だが、ショーツがあらわとなる。

　今日の教官は、赤蜂の二つ名にふさわしい赤のショーツを穿はいていた。両りよう脇わきが紐ひもの、なかなかに男心をくすぐるデザインで、しかも同色のガーターベルトまで身に着けていて、ものすごくセクシーだった。

「あらテアくん、目がいやらしいわよ？」

「す、すみません……」

「いいのよ別に。テアくんにそういう目で見られるのは嫌きらいじゃないし……」

　いたずらな笑みを浮かべながら、教官は俺に発破をかけてくる。

「さあ卑しいテアくん？　もっと手を動かして。もうひと頑がん張ばりよ？」

「は、はい……」

　残るはロングブーツ。それを脱がせれば、ショーツの着替えは勘かん弁べんしてもらうとして、あとはパジャマを着せるだけとなる。

　ふぅ、と気合いを入れ直し、俺はロングブーツに手をかけた。片かた脚あしずつ脱がせていく。

　脱がせるたびに、蒸むれた匂いが俺の鼻び腔こうに入り込んでくる。今日一日の頑張りが反映された匂いだ。多少汗あせっぽいが、それでもなおいい匂いであることに驚おどろく。教官はいつ、どの部位からでも、いい匂いが漂ただよってくるから不思議だった。

　そんなことを考えながら、ロングブーツを脱がせ終える。

　教官はもはや、ガーターベルトとショーツしか身に着けていない状態だった。心臓が高鳴る。とても綺き麗れいだった。美としても、性としても、これ以上の女性は居ないんじゃないかというほどに、現在の教官は魅力的かつ蠱惑的だった。

「……あまり見ないでくれる？　さすがに恥ずかしいから……」

　そう言われ、俺は呆ぼう然ぜんと眺ながめっぱなしだったことを察した。慌てて謝罪しつつ、ベッドに放り出されていたパジャマを確保し、俺は教官にそれを着せていく。その過程で指先が柔やわ肌はだに触ふれるたび──

「んっ……」

　教官がつやっぽい吐と息いきを漏もらすので、俺の心臓は早はや鐘がねを打ち続けるしかなかった。

　それでもなんとか、ややあってようやく、俺はパジャマを着せることに成功し、教官をまともな姿に仕立てることが出来た。

「……着替え、完かん了りようしました」

「うん、ありがとね……よく出来ました」

　そう言って教官が俺の頭を撫なでてくれる。

　罰を頑張って良かったと心の底から思いつつ、俺は教官に尋たずねた。

「ええと……教官はもう、休むんですよね？　じゃあ俺はこのへんで失礼しても……？」

「だ～めっ」

　からかうような、笑み。

「罰が終わりだなんて、誰だれも言ってないにゃん？」

「え？」

「わらしが眠ねむるまで、添そい寝して？」

「そ、添い寝ですか!?」

「そうよ。さあほら、一いつ緒しよに寝ましょ？　将来養われたときの予行練習をしようね？」

「ぬおわ……っ！」

　手を摑つかまれ、引っ張られ、俺は教官のベッドに引き込まれてしまった。

　今は教官の方が膂りよ力りよくが強いので、あらがえない。

　そもそもこれも罰だというなら、甘んじて受け入れよう。

　教官が横たわり、俺も意を決して横たわる。

　一緒のベッド。同じぬくもり。

　薄うすいタオルケットに包まれながら、

「んふふ～、いらっしゃ～い」

　教官が、抱だき枕まくらか何かのように俺をむぎゅっと抱き締しめてくる。

　気がおかしくなりそうだったが、俺はとにかく我が慢まんする。

「こ、これは……教官が眠るまででいいんですよね？」

「知らな～い」

　し、知らないて……。

　まあそうは言っても、教官はすでに眠そうではある。大人しく付き合って、教官が眠ったらおいとますればいいよな。

　そう考えながら、いい匂においのベッドに身を預け続ける。

　教官に抱き締められたまま、しかも向かい合う体勢。

　恥ずかしくて、たまらなくて、俺は気を紛まぎらわすために、

「……サラさんと、仲直りしてくださいよ？」

　ふと、そう告げてみた。

　教官が少し、暗い表情を覗のぞかせる。

　飲み比べでうやむやになったように見えて、二人の喧けん嘩かはまだ続いているはずだ。

　だからこそ、教官もこんな表情を見せるのだろう。

「イヤ……」

　教官は俺を抱き締める力を少しだけ強め、泣き疲つかれた子供のように言った。

「イヤよ……姉さんは結局、何も反省してなさそうだし……」

「あれで結構、反省してると思いますけどね」

「何よ……テアくんは姉さんの肩かたを持つの？」

「そ、そういうわけじゃないですけど……」

「とにかく……姉さんのことはもういいのっ」

　教官はそう言うと、俺の頭にあごを載のせるようにして、眠りに落ちるための集中を始めたようだった。

　うーん……根深い。

　サラさんが俺にちょっかいをかけたこと、くだらない口喧嘩、飲み比べ。

　そういう複合的なイライラのせいで、教官はサラさんを許せないのかもしれない。

　でも根底にあるのは、サラさんへの嫉しつ妬と？

　俺に迫せまろうとするサラさんへの怒いかり？

　もしそうなら、教官は俺のことが好きってことでいいのだろうか？

　それともあるいは、保護者的な観点からサラさんを悪認定しているだけなのか？

　いずれにせよ、二人には仲良くなってもらいたい。せっかく身内同士なのだから、お互たがいを大切にするべきだろう。身内が居ない俺だからこそ、心底そう思う。

　そんなことを考えているうちに、教官の寝ね息いきが聞こえてきた。どうやらお眠りになったらしい。俺はすぐには抜け出さず、ある程度大人しく過ごし、教官の眠りが安定してきた頃ころ合あいを見計らって抱ほう擁ようからそっと抜け出した。

「おやすみなさい、教官」

　可愛かわいい寝ね顔がおにそう告げて、俺は教官の部屋をあとにする。

　さてと、教官とサラさんを仲直りさせるにはどうすればいいのだろうか。




「よっ、テアくん。にしし、ミヤとあんなことやこんなことをしてきたのかな～」

　居間に戻ると、サラさんが目覚めていた。酔よい醒ざましの水をがぶがぶと飲みつつ、俺にニヤニヤとした笑みを向けてくる。

「べ、別に妙みようなことは何もしてませんよ」

「へぇ、ほんとに？　じゃあ何をしてきたのかな？」

「それは……ええと、教官を眠りの環かん境きようにいざなってきただけです」

「ふぅん、ほんとにそれだけ？　怪あやしいけど……ま、いっか」

　そう言って少し、気落ちした表情に切り替かえるサラさん。

　やがてその口が開かれて、

「……ねえテアくん、ミヤ、私について何か言ってた？」

　低めのテンションで、その質問は紡つむがれたのだった。

　それはつまり、やはりというかなんというか。

　案の定、サラさんも喧嘩しっぱなしなことを気にしているらしい。教官と違ちがう点があるとすれば、サラさんは仲直りの方向に行きたがっているように見えることだ。

「……まだ、怒おこってた？」

　続けて尋ねられた俺は、とりあえず正直に答えることにした。

「教官は、その……まだ、怒ってるっぽいです」

「そっか……やっぱりテアくんに迫ったのがいけなかったんだろうねえ……怒りの起因はそこだろうし」

　でも、とサラさんは不満げに続ける。

「ミヤはズルいよね。何度だって言うけど、テアくんは別にミヤのモノじゃないんだし、私がどうこうしようと勝手じゃん。そうだよね？」

　……問われても反応に困るが、客観的に考えればその通りではあるのだろう。

「あーあ、まったく、わがままな妹を持つと大変だ……。でもま、ミヤとしては面おも白しろくないっていうのも理解は出来るよ。テアくんとミヤはもう知り合って六年だっけ？　そこにぽっと出の私が割り込んできて、テアくんをかすめ取ろうとしたら、そりゃ面白くはないんだろうね」

　サラさんは頭をがしがしと搔かきながら、はあ、と深いため息を吐はき出した。

「仕方ない、譲じよう歩ほしてやるかな」

「と言うと……？」

「ずばりテアくん、ミヤとデートしてきなさい」

「え……デートですか？」

　いきなりの指令に驚く間にも、サラさんの言葉は続く。

「そう、デートだよ。テアくんとデートが出来れば、ミヤはその事実で私にマウントを取れるようになるから、機き嫌げんが回復するはずなんだよね。私としてはみすみす兵ひよう糧ろうを明け渡わたすような提案だから心苦しいけど、妹のためだししょうがないかな」

　そう言ったのち、サラさんは力強く俺を見つめ、

「というわけで、デートね？」

「い、いきなりデートと言われても……」

「いやいや、デートくらいすんなり受け入れなさいってば。なんというか、テアくんのそういうところもミヤの怒りにひと役買ってるんじゃないの？」

　俺の、そういうところ……？

「ミヤのことが好きなはずなのに、いまいち踏ふみ込めてないところね。あのさテアくん、改めて聞くんだけど、君はミヤのことが好きなんだよね？」

「そりゃ……好きですよ。大好きです。教官にも直接伝えてますし」

「そうなんだよね？　好きなんだよね？　命いのち懸がけで庇かばっちゃうほどに、その結果として力が衰おとろえても何ひとつ責めなかったほどに、ミヤのことが好きなんだよね？」

　だったら──、と。

　サラさんが真しん剣けんな表情で告げてくる。

「もっとミヤと触ふれ合ってあげようよ」

「もっと、教官と……」

「そうだよ。なんかここのところ、私とばっかり触れ合ってない？　まあそれは私が強制的に連れ出したりしてるからそうなってるわけだけど、でもテアくんはそれにあっさりと乗っちゃったりしてさ。流されやすいというか。だからもっとこう、ミヤを重視してあげようよ。たとえば最近、好きだって言ってあげてる？　どうなの？」

「言えて、ない……と思います」

「だろうね。だからこそ、ミヤとデートしようよ。……まったく、やれやれだね。テアくんを狙ねらってる立場でこんな提案、ほんとはイヤなんだけど、でも最初に言った通り、これは譲歩──。私はテアくんを狙う者であるよりも先に、ミヤのお姉ちゃんだからさ。妹がないがしろにされていたら、やっぱりそれはそれでイヤなんだよね」

「────」

　姉と、妹。

　家族の──繫つながり。

　俺にはないそれが今、目の前で提示されている。

　まぶしくて、羨うらやましい。

　そう思う感情がまず先にあって、それから──サラさんの言葉がぐさりと刺ささった。

　俺は──そうだ、確かに最近、教官をないがしろにしている。

　サラさんと一いつ緒しよに何かをやっている記き憶おくの方が多い。

　もっと教官を大切にしなければならないのに、俺は……──何をやっているんだ。

「でもね、今の説教もどきは私自身の棚たな上あげにもほどがあるの。ミヤが不ふ機き嫌げんなのはテアくんが悪いみたいに言っちゃったけど、結局は私が迫ったのが一番駄だ目めだろうからね」

「いえ……今しがたの言葉は、何も間違ってはいないと思います」

　正しいと思う。

　それこそ、サラさんが俺に迫った程度のことで教官が余よ裕ゆうなく怒ったのは、俺が教官との時間をおろそかにしていたから──じゃないか？

　教官は俺を慕したってくれている。

　異性としてなのか、保護者としてなのかは分からないが──

　どちらにせよ、サラさんに嫉妬するくらいの想いがある、らしい。

　だったら俺は──

「デート……しますよ」

「お」

「教官とデート、してきます。教官の今度の休日を見計らって、誘さそってみますよ」

　それが俺の──答えだ。

　するとサラさんは、それでいいと言わんばかりにサムズアップし、

「妬やけるねえ」

「なんか、すみません……」

「にしし、いいのいいの。お姉ちゃんとしてはそれが一番っ。──というわけで、妹の機嫌直しはテアくんに託たくしちゃうからね？」

「はい、お任せを」

　俺を狙っているらしいのに、姉としての自分を優先してみせたサラさん。

　教官のためなら、自分のことは度外視出来るらしい。

　その点で言えば──俺とサラさんは案外、似ているのかもしれなかった。








第四章　妹づくし









　二日後の朝──まだ日が昇のぼったばかりの時間帯。

　俺が日課の走り込みから教官の家まで帰ってくると、サラさんが庭で何かをしていた。

「おはようございます。何してるんですか？」

「あぁテアくん、おはよ。いやね、設計図が昨日で完成したから、ぼちぼち作業台と炉ろの準備をしなきゃいけないと思ってね」

「天てん聖せい祭さいまであと一〇日程度、ですか」

　今年は天聖祭が始まってから四〇〇年記念という節目の回だ。

　そんな天聖祭を盛り上げるために、サラさんはエルト・クライエンスとして最高の武器を造り上げ、天聖祭当日に登とう壇だんし、陛下にその武器を献けん上じようすることになっている。

「サラさん、天聖祭まで気を抜ぬかずに頑がん張ばってください」

「ありがとね。テアくんこそ、今日はデートに誘うところから頑張りなよぉ～？」

　にしし、とサラさんが明るく笑った。

　そう──今日は教官がお休みなので、デートに誘って出かける予定だった。

　教官の機嫌は相変わらず良くないが、その機嫌を良くしてサラさんと仲直りをしてもらうために、そのデートは成功させなければならない。

　俺はひとまず──朝食を作ることにして、家に入ってキッチンを右往左往し始める。

　すると少しして、

「おはよう、テアくん」

　教官が、起きてきた。

　俺に対してはまあ──この通り、向こうから声をかけてくれる程度には普ふ通つうに接してくれるので、デートに誘うことすら出来ない、という状態にはならないと思う。

「姉さんは……庭ね」

　そう呟つぶやく声はどこかホッとしていた。サラさんと顔を合わせずに済むからだろう。

　教官はもうずっとこんな感じだった。喧けん嘩かをした二日前から、サラさんを避さけるような態度が続いている。

　こんな光景は寂さびしい。姉妹で仲なか違たがいしたって意味がないのに。

　そう思うからこそ、俺は教官の機嫌回復に務めなければならない。

「教官、今日って何も予定ないですよね？」

「まあね……でも、出かけるかも」

　それは恐おそらく、サラさんを避けて過ごすためだろう。

　だったら──

「教官、いきなりで恐きよう縮しゆくですけど、そのお出かけ、俺としませんか？」

「……え？　テアくんと？」

「はい。俺は教官とデートがしたいんです」

　機嫌を直すために、だけじゃない。俺自身が、そうしたいのだ。大好きな人と一緒に、たまにはずっと過ごしたい。そんな欲よつ求きゆうを満たすためにも、デートがしたいのだった。

「テアくんは……」

　教官はぷい、と少しばかり顔を背そむけ、

「……姉さんと一緒に過ごしてる方が、好きなんじゃないの？」

　すねた口調で、嫌いや味みでも言うように呟くのだった。

　やはり俺に対してもまだ少し、思うところがあるのかもしれない。

　そんな様子も嫌きらいじゃないが、しかしいつまでもそうしてもらっていては困る。

　だから俺は教官に迫せまり、その手を握にぎって否定した。

「俺は教官と過ごしてる方が好きです。だからこそ、教官とデートがしたいって言ったんですよ」

「……ほんとにしたいの？」

「したいです」

　力強く告げる。すると教官は頰ほおを赤らめ、少しうつむき加減になった。そのまま上うわ目め遣づかいに俺を見つめて、どこか嬉うれしそうに、しかし強がるような口調で口を開く。

「ふ、ふぅん、そうなんだ……わ、私としては別にどうでもいいけど、テアくんがどうしてもって言うなら、しょうがないかな」

「じゃあ……」

「ええ、いいわよ。わがままなテアくんのために、デートしてあげる」

「──っ。ありがとうございます、教官」

　よし、これで今日という日はいいスタートが切れそうだ。

　あとはいいゴールが出来るように、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばらなければならないだろう。




　そんなわけで朝食後──

　教官がデートの準備を行なうべく私室に向かった。

　一方で、サラさんがこの隙すきを見て、入れ替かわりで朝食を食べに庭から戻もどってきた。

　サラさんとしては、教官と顔を合わせることに嫌けん悪お感なんてないようだが、教官が避けていることを察しているからこそ、それに付き合ってなるべく顔を合わせないようにしているようだった。改めて、いいお姉さんだと思う。

「デートには上う手まく誘えた？」

「バッチリです」

「それは良かった。じゃああとは楽しくやるだけだね」

「任せてください」

「どこに行くかは決めてるの？」

「それは、ええと……決めて、ないです……」

「二日もあったのにデートプラン決めてないの!?　……あのさあテアくん、そういうとこよ？　そういうとこがちょっと残念なんだよね君は」

「面めん目ぼくないです……」

　でもしょうがないよな。俺はそういうのには疎うといんだし。

「……まあいいけどね。どうせそうだろうと思って私、プランを練っておいたから」

「本当ですか？」

「大おお雑ざつ把ぱにだけどね。それこそ、ミヤの好きそうな行き先をピックアップしただけ」

「いえ、それだけでも助かります」

　教官の好みを一番分かっているのは、他でもない家族だろうし。

「それで、どこに行けばいいんですか？」

「海辺に行ってみるといいかも」

「海辺ですか？」

「私もそうだけど、ミヤは帝てい都と出身だからね、海はやっぱり珍めずらしくてさ」

　内地である帝都には海がない。それゆえ、帝都出身者は海に憧あこがれる傾けい向こうがあるらしい。

　確かにこの間のデートでアクアリウムに行った際、教官は割とはしゃいでいたか。

「でも本物の海を一度も見たことがない、って話ではないですよね？」

「そりゃさすがにね、見たことはあるよ。でもだからって飽あきてるわけでもないし、今の季節なら南の方に行けば泳げるはずだし、そういうプランをオススメするかな」

「じゃあそうしてみます」

　確かに時期的にも海はアリだろう。教官に喜んでもらえるなら尚なお更さらだ。

　引き続き、俺はサラさんと一緒にデートプランを練っていこうとするものの、

「うーん、私とこれ以上プランを練るのは良くないかも」

「どうしてですか？」

「出来過ぎなプランになっちゃうからだね」

「それって……悪いことですか？」

「今回に限って言えば悪い、かな。なぜって、出来過ぎなプランを練っちゃうと、多分ミヤが違い和わ感かんを覚えてしまうんだよね。テアくんがこんなに丁てい寧ねいなプランを考えられるのかしら、ってさ」

　……悲しいが、多分そう思われる部分はあるだろう。

「でね、そう思ったミヤがその疑問を追つい求きゆうした結果として、私がテアくんに手を貸した、ってことに気付いたら、どう思うだろうね？」

「多分……良くは思いませんよね。俺がサラさんを頼たよったように映るかもしれない。そしてそれは恐らく、教官的には面おも白しろくないでしょうね」

「その通り。だから今回はもう、私はノータッチ。海辺に向かったあとのことはテアくんが自分でどうにかするの。オーケー？」

「分かりました」

　今回のデートに限っては、俺の拙つたないプランの方がいいってことだ。サラさんの影えい響きようを感じさせたらアウトだから。

「ま、とにかく頑張ってきなよっ」

　朝食を平らげつつ、サラさんがウインクを飛ばしてきた。

　俺はそれに頷うなずいて応じる。

　そうしてサラさんが再び庭での作業に戻ろうとした、そのときだった。

「──テアくん、おまたせっ」

　教官が、私室から居間に戻ってきたのだった。

　教官とサラさんの鉢はち合あわせにあっと思いつつも、俺は目を瞠みはる。教官の可愛かわいらしさが限界を突とつ破ぱしていたからだ。

　おめかしした教官は、シンプルな白いワンピースを身に着けていた。髪かみの毛はいつものポニーテールだが、麦わら帽ぼう子しを被かぶっていて涼すずしげだ。なんかもう、夏が擬ぎ人じん化したような格好だった。化け粧しようっ気けは相変わらず皆かい無むであるものの、すっぴんでもヤバいほど可愛いのが教官だからこれでいい。

　そんな教官は、居間にサラさんが居ることに気付いて、少し素っ気なく目を伏ふせる。

　それに対してサラさんは、

「お、可愛いじゃん。ミヤ、これからデートなんだってね？　楽しんでらっしゃい」

　と、かなり爽さわやかな態度でそう言って、庭に出て行くのだった。

　教官はそんなサラさんを目で追いかけ、

「姉さんは……悔くやしくないのかしら」

「教官？」

「あ、ううん……なんでもないの。じゃあぼちぼち出かけちゃう？」

「そうしましょうか」

「どこに行こうか？　テアくんはどこか行きたい場所ってある？」

「だんだん暑い時期になってきましたし、南の方の、海辺の町に行こうかと考えているんですけど、どうでしょう？」

「あ、いいわね。私、海が好きなの。テアくんがそのつもりなら、それでいいわよ」

「じゃあ、そうさせてもらいますね」

　サラさんの言う通り、食い付きは良好だった。

　というわけで、海辺の町に向かうことになった。




　帝都中央鉄道を利用し、俺と教官は帝てい国こく南部の港町を訪れた。

　駅に降りるとそこは、帝都に比べて空気がカラッとしていた。

「気温高そうだけど、そんなに暑くないわね」

「湿しつ気けがないからだと思います」

　空気の体感もそうだが、目に見える景色が帝都とはまったく違ちがった。すぐそばに綺き麗れいな海があるし、生え揃そろう木々も南部特有のモノだった。都会ではないので、町の雰ふん囲い気きもだいぶのどかというか、かなり牧歌的だった。

「さてさて、じゃあまずはどうしようかしら。とりあえず海辺でも歩いてみる？」

「いいですね、歩きましょうよ」

　俺たちは手を繫つなぎ、海沿いの道を歩き始めた。地方の町なので、人通りがとても少なくて歩きやすい。道行く人の数は帝都市街地の一〇分の一、いや、もっと少ないと思う。

　砂すな浜はまには釣つり人や遊泳客が居るようだが、それもまばらと言えた。

「いいわね、人が居ないって素敵だわ」

「教官が帝都の郊こう外がいに家を構えてるのって、それも理由のひとつですか？」

「そうね。私はあまり、人混みが好きではないから」

　言いながら、海に目を向けるミヤ教官。

　緩ゆるやかに吹ふく潮風が、教官の白いワンピースを揺ゆらしている。麦わら帽子が飛んでいかないように片手で押さえつつ、教官は海を眺ながめたまま、

「綺麗……」

　静かにそう呟つぶやいていた。教官の方が綺麗ですよ、と言おうと思ったが、さすがにクサ過ぎる気がしたので、喉のど元もとまで出かかっていたその言葉をごくりと吞み込んだ。

　そんな折──

「みゃあ～」

　と、可愛らしい鳴き声が聞こえてきたかと思えば、俺の足元に猫ねこが一いつ匹ぴき、すり寄ってきていた。そういえばこの町は一時期、猫の町として話題になっていた気がする。港が近くて漁師からおこぼれの魚をもらいやすいので、猫たちが生きやすくていつの間にか大だい繁はん殖しよくしていた、的な話だったはずだ。

　今もまだ猫の町という側面を持っているようで、気が付けば俺と教官の足元に十数匹ひきの猫が集まっていた。餌えさがもらえる、とでも勘かん違ちがいしているのかもしれない。

「みんな野の良ら猫ねこなのかしら？　でも毛並みがいいわね」

　教官はその場にしゃがんで、猫たちを撫なで始めた。

「ふふ、可愛い」

「教官、猫が好きなんですか？」

「好きよ。この世で二番目に好きなモノだからね」

「一番目はなんですか？」

「それは……内ない緒しよ」

　はぐらかすように小さく笑って、教官は一匹の猫をよいしょと持ち上げた。

「君大きいね？　男の子かな？　あ、やっぱりそうね。ふふ、立派なたまたまだわ」

　……教官がたまたまって言ったぞ？　いいのか？

「よしよし、可愛いね」

　その猫を膝ひざに載のせて、背中を撫で始めるミヤ教官。

　撫でてくれている相手が超ちよう可愛いことを理解しているかのように、その猫は教官の膝からまったく動こうとしなかった。……羨うらやましいな、替かわってくれよ。

　一方で、しゃがんでいる教官のワンピースの中に、別の猫が潜もぐり込んでいき、

「あ……こらっ、そこは舐なめちゃ駄だ目めだぞ？」

　おい、ワンピースの中に潜り込んでどこを舐めたんだよ！

　猫だからって許されることと許されないことがあると思う。

　そう考えていると、俺の肩かたに一匹の猫がぴょんと飛び乗ってきた。そして自分の頭を、俺の頭にこすり付けるような動作を行なってくる。

「あら、その猫ちゃん、テアくんにスリスリしてるのね」

「どういう意図があるんでしょうか？」

「テアくんのことが気に入ったんじゃないかしら？　猫のスリスリは愛情表現とかマーキングの意味合いがあるの」

「へえ、そうなんですね」

　マーキングと言えば、俺は先日、酔よった教官からかぷかぷされたわけで……。その痕あとはもう綺麗に消え去っているが、今思い出しても凄すさまじい愛情表現だったな。

「ふふ、すっごいスリスリされてるわね。しかも雌めすの猫ちゃんよ？　妬やけちゃうわ」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと、教官は楽しげに笑った。その余よ裕ゆうたっぷりな感じでサラさんにも接してくれればいいのにな、と思わないでもない。

「さてと、猫ちゃんとの触ふれ合いも楽しいけど、これにかまけてばかりではもったないわよね。散歩を続けましょう」

「そうですね」

　頷いて、俺は教官との海沿い散歩を再開したが、猫が絶えず付いてくるという奇き妙みような状じよう況きようが巻き起こり、俺たちは結局猫との戯たわむれに午前の時間を費ついやしたのだった。

　お昼になったところで近場の食事処に入店し、俺と教官は海産物がふんだんに使われたパエリアをいただいて、その後──

「ふぅ、のんびりでいいわね」

　近くの砂浜に降りて持参したシートを敷しいて、休きゆう憩けいがてら海を眺めていた。

　隣となり合あって腰こしを下ろしながら、教官の言う通りのんびりと過ごしている。

「テアくん、少し横になったらどう？」

「横にですか？」

「うん、私が膝ひざ枕まくらしてあげるから」

　そう言葉を紡つむぐ教官は少し照てれ臭くさそうにしている。

「な、なぜ膝枕を……？」

「だって……テアくん先日姉さんからしてもらっていたでしょ？　だから、ちょっと対たい抗こうしようかなって」

　そういうことか。

「イヤならもちろん無む理り強じいはしないけど」

「いや……お願いします」

　教官の方から言ってくれているのだし、むしろ望むところだった。

「じゃあはい、ここに頭を載せていいからね？」

　足を正座に組み替えた教官が、膝ひざ元もとをぽんぽんと叩たたいた。ワンピースの裾すそが長めなので生足ではない。しかし布地が薄うすめだから、生足とそう変わりなさそうだった。

　俺はお言葉に甘えて早さつ速そく横たわり、頭を載せる。膝枕という名めい称しようではあるが、載せている部分はほとんど太ももだ。布ぬの越ごしのほどよいお肉に俺の後頭部が若じやつ干かん沈しずんでいく。

「テアくん、どう？」

「落ち着きます」

　照れもあるが、それ以上に安らぎを感じる。信しん頼らいの置ける女性の足に頭を預けられるというのは、きっと幸せなことなのだと思う。

「そう？　なら良かったわ」

　教官も特に取り乱してはおらず、ふんわりと微笑ほほえんでいる。でもやはり照れ臭くはあるらしく、足を少しモジモジとさせていた。その振しん動どうが俺の頭に伝わってくるが、ほどよい微び震しんがゆりかごのようで心ここ地ち好よい。

「よしよし、テアくんはいつも頑がん張ばってて偉えらいね。でもその頑張りを捨てて私に養われるつもりはない？」

　そのうち、教官がそんなことを言いながら俺の頭を撫でだした。

「……教官、何度も言ってますけどそのつもりはないです」

「残念。じゃあその分、これからも変わらずに頑張り続ける姿を見せてちょうだいね？　あ、でも無理はダメなんだからね？」

　そう言って更さらに頭を撫でてくれるミヤ教官。これだけ癒いやしを振ふりまかれると、英気が養われるどころか、逆に気力というモノが俺の中から消え去ってしまいそうになる。

　ずっとこのままで居たいと思わせるだけの魅み力りよくが、教官の膝枕にはあった。

　眠ねむくはないが目を閉じて、この安らぎに意識を集中させていく。

「目を閉じると幼かったころの面おも影かげが濃こくなるのよね～。ふふ、可愛かわいい」

　可愛いはやめて欲しい。

「ねえテアくん、今日はこのまま何もせずに過ごしちゃう？」

「それはさすがに、ちょっともったいないような気が」

「確かにね。せっかく海に来たんだし、海でしか出来ないことをやってみたいわよね」

　海でしか出来ないこと。

　目を開けてそれほど多くはない遊泳客を見ていれば、自ずとその答えは導き出された。

「俺たちも、泳ぎますか？」

「でも、水着を持ってきてないわ」

「現地調達でいいんじゃないですか？　あっちの方に水着のショップがありましたよ。小さなお店だったので、品しな揃ぞろえが豊富ではないでしょうけど」

「じゃあ、そのお店に行ってみましょうか」

　というわけで、俺たちは水着のショップに足を運んだ。

　やはり帝都のお店と違って品揃えが豊富ではなかったものの、しかし最低限のモノは揃っている感じだった。水着以外にも浮うき輪やパラソルなどが売られている。

　俺は適当にハーフパンツ型の水着を選んだものの、教官は迷っているようだった。

「ねえテアくん、ビキニと競泳水着、どっちがいいと思う？」

「ええと……」

　品揃えの影えい響きようで、女性用水着の選せん択たく肢しは自動でその二択たくに絞しぼられるようだった。

　ビキニと競泳水着。

　む、難しい……教官なら恐おそらくどちらも似合うはずだ。だからこそ、難しい。

「……ちなみに教官はどちらがいいんですか？」

「それが決まらないから、テアくんに聞いてるんだけどね」

「ですよね……」

　つまり、決定権は俺に委ねられているらしい。

（どうするべきなんだ……）

　ビキニと競泳水着なら、ビキニの方がいい。体のラインをくっきりと浮き出させてくれるぴっちり競泳水着も捨てがたいが、でもデートで見たいのはビキニだし、布面積的にもビキニだろう。今だけは欲よく望ぼうに忠実にいかせてもらう。

「……教官、ビキニでお願いしてもいいですか？」

「テアくんのえっち……」

「な、なんでですか！　教官が決定権を委ねてくるから俺は……！」

「うそうそ。冗談よ。テアくんがお望みなら、ちゃんとビキニを着てあげるからね？」

　教官はそう言うと、ビキニのラックを物色し始めた。最終的に今着ているワンピースと同じ色合いの、少しフリルの付いた白いビキニを手に取ると、

「じゃあ、試着してくるわね」

　そう言って試着室に入っていくのだった。

　早速衣きぬ擦ずれの音が響ひびいてきて、少しどきどきする。そんな中、少し待っていると、

「うん、特に問題なかったわ」

　ワンピース姿の教官が、普ふ通つうに出てきたのだった。……あれ？

「あの……水着姿を俺に見せて確かく認にんとかは？」

「あら、少しがっかりした表情ね？　でも安心して。テアくんに見せるのは──砂すな浜はまで、ね？　今見せたら楽しみがなくなっちゃうでしょ？　……あとね、少し恥はずかしさがあるから、見せる覚かく悟ごを決めさせて欲しいかなって」

「なるほど、了りよう解かいです」

　確かに今見せられるよりは砂浜でお披ひ露ろ目めしてもらいたいし、恥ずかしいからもうちょっと時間が欲しいというのなら、それで全然構わない。

　俺たちはその後、代金を支し払はらって水着を購こう入にゆうした。一応パラソルやタオルと、あとは教官が日焼け止めも買っていた。




「ねえテアくん、どうせなら人があまり居ないところを陣じん取どるわよ。プライベードビーチ感を出しましょう」

　再び砂浜にやってきたところで、教官がそう言った。その意見にこれといって異論はなかったので、遊泳客が一人も居ない岩場の陰かげの方に俺たちは移動した。

「ひゃー、すごくいいわね！　ここは今私たちだけの世界よ！」

　誰だれも居ない岩場の陰の砂浜。教官が珍めずらしくはしゃいでいるが、その気持ちは充じゆう分ぶんに理解出来る。この空間を独どく占せん出来るのはかなりテンションが上がる。

　はしゃぐ教官を尻しり目めに、俺はシートを敷いてパラソルを立てた。

「教官はすでに、水着を中に着てる状態ですよね？」

「ええ、試着したときに身に着けたままよ」

「俺は今から着き替がえますね。後ろを振り返らないようにお願いします」

「了解したわ」

　そんなわけで、俺は衣服を脱ぬいでハーフパンツ型の水着を着用した。

　もう大だい丈じよう夫ぶですよ、と告げると、教官がこちらを振り返り──

「……相変わらず、いい体ね？」

　少し、顔を赤くしながら呟つぶやいた。

　教官のビキニ姿を見たら、今度は俺が赤くなる番だろうな、と思いつつ、

「教官の水着姿も、そろそろ見たいんですけど……駄目ですか？」

「ううん、駄目じゃないわよ……そうよね、テアくんにだけ脱がせちゃうのは卑ひ怯きようだものね。私だってちゃんと脱ぐから、ね？」

　教官はそう言うと、パラソルのそばにやってきて、麦わら帽ぼう子しをまずシートに置いた。

　それから意を決したように白いワンピースを脱ぐと、その下はもう──

「っ……」

　俺は思わず息を吞のんだ。

　女性として完かん璧ぺきなスタイルを誇ほこるそのしなやかな肉体に、可愛らしいフリル付きの白いビキニが身に着けられていた。

　下品ではない、華はなやかで色気ある豊満な胸元にまず目が行って、そこから目線を下げていくと、きゅっとくびれた腰こし元もととキュートなおへそが目に入り──

　そして、余計な脂し肪ぼうのない下腹部。

　引き締しまりつつも女性らしい柔やわらかさを感じさせる太もも。

　今目の前にあるのは、男の理性を奪うばうに足る究極のプロポーションだった。

　それでも俺は、妙みような気を引き起こさないようにかぶりを振って、教官に水着姿の感想を伝えることにした。

「すごく……綺き麗れいで、可愛いと思います」

「……ほんとに？　昼食のあとだから、お腹が少し出てると思うんだけど……」

「そんなの、全然気にならないですよ」

　言いつつ、お腹の辺りを改めて眺ながめてみると、確かに少しだけぽっこりしているような気もするが、でもやはり気になるほどのモノではない。

　とにかく、教官は可か憐れんだった。

　この人の水着姿を独占出来ていることに感謝したい気分だ。

「じゃあ教官……どうしましょうか？　早速泳ぎます？」

「あ、ちょっと待って」

　教官はそう言うと、荷物の中から小さなボトルを取り出した。

「悪いんだけど……テアくん、これを先に塗ぬってもらえるかしら？」

「日焼け止め、ですよね？」

　教官がさっき買っていた奴やつだろう。

「ええ、この年ねん齢れいにもなると、やっぱり日差しは天敵でね……泳ぐ前にこれを塗っておかないと駄だ目めなの」

「でもそれ、泳いだらすぐに流れ落ちるんじゃないですか？」

「撥はつ水すい性があるそうだから、その点は大丈夫だと思うわ」

「じゃあ……その、俺が教官に塗るんですよね？」

「まんべんなく塗るためには他人の手を借りないといけないからね。……もちろん、イヤなら断ってくれてもいいけど」

「い、嫌いやではないです。やらせていただきます」

　教官のお肌はだを守るためだ、照てれ臭くさいからといって断ることは出来ない。

「ありがとね……じゃあ横になるから待ってて」

　そう言うと、教官はシートの上でうつ伏ぶせになった。

　その姿すら蠱こ惑わく的だ。シミひとつない美白の背中に、ツンと膨ふくれた柔らかそうなお尻しり。

　全身、いずれの部位にも何かしらの魅力を持っているのが教官だった。

（……目に毒な人だ）

　そう考えつつ、俺は日焼け止めのチューブを手に持ち、教官の横で膝ひざ立だちになった。

「えっと、もう塗り始めてもいいですか？」

「いいわよ……優やさしくお願いね？」

　言われずとも、と心の中で言い返し、俺は日焼け止めのボトルを開けた。

　臭くはないが、少し独特な香かおり……──それがチューブの中から漂ただよってきた。

　チューブを傾かたむけ、手のひらに中身を垂らしてみると、それはクリーム状だった。

（これを塗り広げていけばいいわけだな……）

　俺は早速、教官の背中に日焼け止めのクリームを塗っていく。

　教官の背中はスベスベだった。

　この背中を触さわった男は他に居るのだろうか。恐らくは居ないんじゃないかと思う。

　だからそれに優ゆう越えつ感を抱いだきながら、俺は教官の背中にクリームを塗り広げていく。

　当然ながら背中だけに塗っても意味はなく、全身に塗らなければならないはず。

　ゆえに少しずつ、塗る部位を変えていく。

　背中から、まずは腕うでの方へ。

　マッサージでもするように、教官の細腕を日焼け止めクリームで覆おおっていく。

　それから今度は、臀でん部ぶの方に目を向けて、

「教官……お、お尻、失礼しますね？」

　その問いかけに、教官はこくりと無言で頷うなずくだけだった。

　なんというか、気持ち良さそうにしている。

　いやらしい意味ではなく、リラックスしているというか、言葉を発するのすら面めん倒どうだと言わんばかりに、教官は俺を信しん頼らいしきって体を任せてくれていた。

　そんな教官を裏切らないためにも、変な気など起こせるはずもなく──

　俺は教官のお尻に無心でクリームを塗り始めた。

　お尻と言っても、もちろんわざわざビキニをめくって塗っているわけではなくて、そのビキニの布地からはみ出たお肉的な部分に塗っているだけのことだ。

　だけのことだ、とは言うが、それなりのことではあるだろう。

　なんせ教官のお尻に触っているのは紛まぎれもない事実だからだ。

（や、柔らかい……）

　そして弾だん力りよくにも富んでいる。

　むにむに、といつまでも触っていたくなる魔ま性しようの魅み力りよくが教官のお尻にはあった。

　だが当然、ずっと触っていられるはずもなく、俺の手は今度──臀部から太ももの方にスライドしていく。太ももは太ももで、お尻以上の弾力を感じた。お尻には多少の贅ぜい肉にくがあったが、太ももにはそれがほとんどないからだろう。

　指を押し込むと、瞬しゆん間かん的に肌がぷるんと指を押し返してくる、健康的な肌触り。

　それを堪たん能のうしつつ日焼け止めを塗り広げ、太ももからふくらはぎへ、ふくらはぎから足首へと、どんどん日焼け止めの庇ひ護ごを拡大させていった。

　こうして体の背面をあらかた塗り終えたわけだが、

「あの……教官？　前の方はさすがに自分でやるんですよね？」

　尋たずねる。

　すると教官が起き上がり、俺を見た。

　そして、

「──っ!?」

　教官の、目。

　その目が、異様なまでにとろけていることに気付いて、俺は驚おどろいてしまった。

「え？　……きょ、教官？」

「もぅ……テアくんったら、塗るの上手だったわよ？　テクニシャンね？」

　雰ふん囲い気きが──違ちがっている。

　これまでの教官じゃ──ない。

　これはそう、まるで……酔よっているかのような。

（──まさか……）

　ふと脳のう裏りをよぎる嫌な予感があって、俺は急ぎ手中のチューブを見み据すえた。

　日焼け止めの、チューブ。

　それに貼はり付つけられた成分表の、小さな文字で記された成分表を確認してみれば、

（くっ……やはりか！）

　この日焼け止めには案の定──エタノール、が含ふくまれていた。

　普通の人ならば、この程度のエタノールで酔うことはないだろう。

　だが教官はウィスキーボンボンをひとつ食べただけで酔っ払ぱらい、アルコールの匂においを嗅かいだだけでも酔っ払ったことのある、もはや伝説級の酔いやすさを誇っている人だ。

　そんな人が、エタノールを含がん有ゆうしている日焼け止めを体の半分に塗られたら、そりゃ皮ひ膚ふからの吸収によって酔っ払うに決まっていた。

「きょ、教官、お気を確かに……っ！」

「あら、何を言っているのかしら？　ミヤちゃんはいつだってお気は確かよ？」

「自分をちゃん付けで呼んでる時点でお気は確かじゃないですからね！」

「んもぅ、そんなのどうでもいいじゃない。それよりテアくぅん、私まだ体の前面に日焼け止めを塗ってもらっていないんだけど？」

「そ、そこは自分で塗ってくださいよ！」

　背中とかお尻とか太ももはまだなんとかなったが、胸とか下腹部とかはさすがに触ったら駄目な領域だと思うのだ。

「自分で塗るとムラが出そうだから、テアくんが塗って？」

「お、お断りします！」

「何よもぅ、いくじなし」

「いくじなしで結構ですよ！」

「んふふ～、でも私ね、テアくんのいくじなしなところが結構好きなの。ものすごい実力者なのに女性関連のことになるとすーぐ気弱さが出てくるところなんか特に──」

　──すっごく可愛かわいいなあ、って思うの……。

　いきなり顔を近付けられ、囁ささやかれ、俺の体をぞくりと何かが駆かけ抜ぬけていった。

「うふふ……あぁもう、ほんとに可愛い。ずっと手元に置いておきたいわね。幾いくらでも養ってあげたいわ。誰だれにも渡わたしたくないし、誰かに取られたくもないの。ねぇテアくん、あぁテアくん……君は私のそばに、ずっと居てくれるよね？」

　どこか切なそうに呟つぶやいて、教官は俺にしなだれかかってきた。

　甘えるように、俺の胸元に顔をうずめてくる。

　とてつもない愛情表現だが、

（勘かん違ちがいするなよ、俺……）

　今の教官はあくまで酔っているのだ。

　正常ではない、異常──なのだ。

　だから真に受けてはいけない……これはただの、酔っ払いの戯ざれ言ごとだ。

「教官……ひとまず離はなれましょうよ」

「こうされるのは、迷めい惑わく？」

「迷惑じゃないです。でも外ですし、日焼け止めを塗っている途と中ちゆうでしょう？」

「テアくん、塗ってくれるの？」

「だ、だから俺は塗りませんってば。前面は自分でお願いします」

「イヤ！」

「そんな駄だ々だっ子こみたいに言わないでくださいよ……」

「イヤなものはイヤなの！　テアくんが塗って！」

「塗りません」

「むぅぅぅぅ！」教官が不服そうに頰ほおを膨らませた。「テアくんの堅かた物ぶつっ」

「なんとでも言ってください」

「ふんだっ、じゃあ前は自分でやるからいいもん！」

　教官は投げやりに言って、俺の手から日焼け止めのチューブを取り上げた。

　それから自分の体へとスムーズに塗り始める。

　最初からそうしてくださいよまったく……。

「よしっ、塗り終えたわ。じゃあテアくん、泳ぎに行きましょうか」

「いや待ってくださいよ。酔ったまま泳ぐのは危ないですって」

「何よぅ！　ミヤちゃんは酔ってなんかいませ～ん！」

「これ以上ないまでに酔ってますよ！」

「いいじゃないの別に～。テアくんが付きっきりになってくれれば私は安全よね？」

「俺頼だのみですか……」

「守ってくれないの？」

　上うわ目め遣づかいに言ってくるのは卑ひ怯きようだと思った。

「はあ……分かりましたよ。俺が付きっきりで面めん倒どう見みますから、遊びましょうか」

「やったー！」

　年とし甲が斐いもなく両手を跳はね上げ、教官は早さつ速そく波打ち際へと駆け出していた。

　アクティブだなあ……。

「ほら、テアくんも早く早く！」

「今行きます」

　俺も波打ち際ぎわに移動し、教官と同じように浅あさ瀬せに足を踏ふみ入れる。

　誰も居ない、透とう明めい度の高い海──こんなシチュエーションに水着姿の教官と二人きりで居られるだなんて、夢みたいで最高だ。教官が酔っていなければもっといいのだが。

「──それっ」

　ぱしゃっ、と俺の体へ不意に訪れた水しぶき。

　波ではなく、それは──

「──えいっ」

　ぱしゃっ、と教官が人じん為い的に発生させたモノだった。

「えへへー、テアくんずぶ濡ぬれ～」

「や、やってくれましたね……」

「さあさあ、悔くやしかったらテアくんもやってごらんなさい！　ほれほれ～！」

　陽気に言いながら、教官がばしゃばしゃと引き続き海水をかけてくる。

　子供のようにはしゃぐその可愛らしい姿に目を奪うばわれそうになりつつも、俺は負けじと笑って、水かけ合戦に応じた。水をかけた方が酔いも早く醒さめてくれそうだし。

「教官、行きますよ」

　ぱしゃっ。

「きゃっ！　やったわね～。じゃあ私だって、えいっ！」

「くっ、なんの！」

　ぱしゃっ。ぱしゃっ。ぱしゃぱしゃぱしゃっ。

　俺たちの間で海水が乱れ飛ぶ。

　子供っぽいが、教官と一いつ緒しよならこんなことでも楽しい。

「あ～あ、テアくんのせいで私濡れ濡れだわ」

　一段落ついたところで、教官がそう言った。言葉のチョイスに悪意を感じるが、まあ絶対にわざとだろう。顔がニヤけているし。俺をからかっているつもりだな。

「教官、中等部の男子じゃないんですから、意味深な言葉選びはやめてください」

「んもぅ、生き真ま面じ目めね」

「教官のネジが緩ゆるいだけですよ」

　まだ酔ったままだから仕方なくはあるんだが。

「ネジが緩くて悪かったわね～だ。じゃあネジがゆるゆるな私はこんなこともやっちゃお～っと」

　半ば開き直った様子で、教官が俺に無む邪じや気きな感じで抱だきついてきた。

「ちょ、ちょっと……！」

「誰も居ないんだし、いいじゃない。ね？」

「だからって……」

　確かに誰も居ないが、外だ。しかも水着同士。色々とヤバかった。主に柔やわらかい部分が押し付けられているという意味で。

「はあ、テアくんにくっ付いてると落ち着くわ」

「は、離れてくださいよ……」

「でもイヤじゃないんでしょ？」

「それは……」

「んふふ～、図星かな？　もぅ、可愛いんだ～」

　子犬でも愛めでるように、教官が俺の頭をわしゃわしゃしてくる。

　俺は照てれ臭くさくなって、教官から離れて背中を向けた。

「そ、それよりっ、普ふ通つうに遊びましょうよ」

「じゃあ少し沖おきの方まで競争しましょうか。んふふ～、私が勝ったらテアくんを一生養える権利を獲かく得とくってことで」

「はい？」

「じゃあちょっと突つき出たあの岩がゴールね。よーいスタート！」

「なっ……ちょっと！」

　教官が早速ばしゃばしゃと泳ぎ始めていた。

　俺は慌あわてて追いかける。一方的な勝利報ほう酬しゆうにあらがうために。養われてたまるかと、そんな反はん抗こう心で懸けん命めいに泳ぎ、追い抜き、なんとか勝利することが出来た。

「あら～、テアくん速いじゃない。すごいわ！」

「ま、まだまだですよ……」

　ぜえぜえと息が乱れている。教官は余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。きっと本気を出さず、なんだかんだ手加減してくれたのだろう。酔っていても気き遣づかってくれるとは、さすがは教官だ。

「……というか、ここ、深いですね」

　この場は足の届かない深場だった。酔った教官を連れて浅瀬からあまり離れるのも怖こわいし、早いところ引き返した方がいいだろう。

　そう考えて教官の手を摑つかみ、砂すな浜はまの方に帰ろうとしたそのときだった。

「うわ……テアくん、あれっ！」

　教官の──叫さけび。

　何事かと思って後方を確認した瞬しゆん間かん、教官の焦あせりが理解出来た。

　沖の方から──高波が迫せまっていたのだ。津つ波なみと呼ぶほどの代しろ物ものでは絶対にないが、俺たちの頭を余よ裕ゆうで越こえる、それなりに高い波であるのは確かだった。

「テアくんっ、私から離れちゃ駄だ目めね！」

　そう言って教官が、俺の体をぎゅっと抱き締しめてくれた。

　恥はずかしいが、この場は俺も抱き締め返す。離れ離れになって遭そう難なんとか、そういう縁えん起ぎでもない可能性を減らすためにも、これは必要なことだろう。

　ややあって──高波が、目の前に迫ってきた。

　俺と教官は目をつぶり、息を止め、衝しよう撃げきに備えた。

　直後──

　音のない世界。上下左右の感覚が失われ、なんだかよく分からないまま流れにあらがうことも出来ず、それでも教官の感かん触しよくだけは絶対に失わないように抱き締めながら、荒あれ狂くるう衝撃が早く立ち去ってくれることを祈いのりつつ、耐たえ続けた。

「──ぷはぁっ」

　永遠にも思えるつかの間の時間が過ぎたところで、俺は海面に顔を出せていた。

　音が蘇よみがえり、目の前で教官が咳せき込んでいるのも確かく認にん出来た。

「きょ、教官、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「けほけほっ……え、ええ、なんとかね」

　その返事に安あん堵どした。目の据すわり具合が元に戻もどっていることにも気付く。どうやら今の高波の衝撃が教官の酔いを一気に醒ましてくれたようだった。

「と、というか、なんでこんなことに……記き憶おくがなぜか飛んでるし」

「そりゃ酔ってましたからね、日焼け止めのせいで」

「私そんなので酔っちゃったの……っ!?」

　ごめんね……、本当に私ってもう……、としょんぼりし始める教官だった。

　まあまあ、と教官をなだめつつ周囲を確認した俺は、浅瀬の方に押おし戻されていることを察した。パラソルも見えるし、これといって問題は起こらなかったらしい。

（無事に済んで良かった……）

　心の底からそう思いつつ、改めて教官を見つめた。

　すると──

「あれ？　ない……？」

　教官がぼそりと何事か呟つぶやいていた。

「どうしました？」

「ないの」

「な、何がですか？」

「それは、ええと……」

　教官が顔を赤らめて言いよどむ。

　ハッキリしないその態度を訝いぶかししむが、直後に俺は違い和わ感かんを覚えた。

　密着している俺と教官──その接せつ触しよく部の感触が、なんだか妙みように直接的だった。

　うす布一枚、どこかに消え去ったような。

　とはいえ、俺の水着は問題ない。

　つまりそう、これは……

「……教官、もしかしてビキニが流されましたか……？」

「うん……」

「……上だけ、ですよね？」

「下も……」

「……っ!?」

　感触的に上がないのは分かっていたが、下もっ!?

　じゃ、じゃあ教官は今、海中で全ぜん裸らなのか……。

「い、いいかしらテアくん、絶対に視線を下げちゃ駄目だからね？」

「分かってます！」

「──あ痛……っ！」

「ど、どうしました？」

「あ、足が……つったみたい……」

「っ……！」

　浅瀬に近いとはいえ、ここはまだ俺の胸ぐらいまでの水深ではある。教官は俺より背が低いのだから、こんなところで足がつったとなれば一大事だ……！

　肩かたを貸せばいいか？　いや、そんな方法じゃ教官の安全が確保される、とは言えない。抱かかえるのが一番いいのだろうが、今の教官は全裸……──いや、そんなの気にしている場合じゃないだろう。教官だって許してくれるはずだ。

「教官、申し訳ないですが触ふれさせていただきます」

　そう言って俺は教官をお姫ひめ様さま抱っこし始める。浮ふ力りよくのおかげで余裕だった。

「きゃっ……」

「視線は下げませんから、安心してください」

　前だけ向いて砂浜を目指す。ちょっとでもうつむけば教官の胸や、もっとすごいところも見放題だと思うが、俺は教官にそんな下心を向けたくはない。

　ほどなくして、砂浜のパラソルにたどり着いた。

　教官をシートに寝ねかせたのち、俺は教官にタオルをかぶせてひと息ついた。

「テアくん、ありがとね？」

「いえ、とりあえず休みましょうか」

　そんなこんなで一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟はさんだ俺たちは、教官のビキニが失われたこともあってもう泳ぐことはなかった。私服への着き替がえを行ない、休きゆう憩けい明けからは波打ち際をどこまでも散歩し、のんびりとした時間を堪たん能のうしたのだった。




　やがて夕方を迎むかえた。列車の時間が近付いていたので、俺たちは荷物をまとめて駅舎に向かい、ちょうどやってきた帝都行きの列車に乗車した。

　二つ並びの椅い子すに腰こし掛かけ、がたんごとんと揺ゆられ始める。

「はあ、楽しかった」

　とても満足げな表情で、教官が不意にそう言った。

「本当ですか？」

「本当よ。またひとつ、いい思い出が出来ちゃったわ」

　弾はずむように呟いて。

　教官は俺の目を見て穏おだやかに笑ってくれていた。

「こんなに素す敵てきな一日をプレゼントしてくれて、本当にありがとうね、テアくん」

「はい……」

　じぃん、と何か胸に来る感激があって、俺は心が温かくなる。こんなデートでさえも素直に楽しんでくれるとは、本当にありがたいことだ。教官がそうやって笑顔になってくれたなら、今日のデートは成功、ってことでいいのかもしれない。

　そしてこれは当然ながら、俺だけの功績ではないだろう。サラさんがデートするように言ってくれたから、後押しをしてくれたから、今があるわけで。

　だからそう──俺は、少しだけ釈しやく然ぜんとしていない。

　このまま俺だけの手て柄がらにするのは違ちがう気がする。

　このデートの立役者は、俺ではなく──サラさんだと思うから。

「あの、教官」

　これはもしかしたら、言わない方がいいのかもしれない。

　でもやはり、このデートが俺一人だけの手柄になるのはなんだか違う気がして。

　俺だけじゃないのだと、教官を想う人はもう一人居るのだということを、教官に知っておいてもらいたくて。

　だから俺は気が付くと──

「出来ればサラさんにも、あとでお礼を言ってあげてくれますか？」

　そう、口走っていた。

　教官はもちろん、意味が分からないと言わんばかりに眉まゆをひそめる。

「姉さん？　……なんで姉さん？」

「このデート、実はサラさんの提案なんです」

「姉さんの……？」

「そうですよ。私にばかり構ってちゃ駄目でしょって、サラさんが俺を𠮟しかってくれたんです。庇かばっちゃうほど好きなら、ちゃんとミヤの相手をしてあげなさいって」

「そんな、ことが……？」

「はい。サラさんは確かにマイペース過ぎて、やり過ぎることもあると思います。現に俺に迫ったりして教官を怒おこらせましたしね。──でも、あの人はお姉さんなんですよ。教官が思っている以上に、あの人はお姉さんなんです。誰だれよりも、もしかしたら俺よりも、教官を大切に想っていると思います」

　だから、というのは違うのかもしれないが、それでも俺はこう言おう。

「教官、ぼちぼちサラさんを許してあげてもらえませんか？」

「なるほどね……」

　肯こう定ていするでもなく、否定するでもなく。

　教官は納なつ得とくしたように頷うなずくだけだった。

　これは一体どういう反応だろうか。

　もしかしてやってしまったのか？

　しかし教官は穏やかな表情ではある。

　でもそれ以上何か言うこともなく、無言のままで。

　列車が帝都に着くまで。

　着いてから帰宅するまでの間も、教官はずっと無言のままだった。

　次に教官が口を開いたのは、

「──姉さん」

　帰宅して、居間に入って、そこで寛くつろいでいたサラさんを目の前にしたときだった。

　一体何を言うつもりだろうかとハラハラしている俺をよそに、教官は続けて、

「その……ありがとう。テアくんから聞いたの……今日のデートは、姉さんが私のために提案してくれたんだ、ってことをね」

　少し恥はじらいながら、そう紡つむいだのだった。

　あぁ良かった──と、それを聞いた俺はすこぶるホッとした。

　どうやらこれまでの無言は長いタメのようなモノだったらしい。ちょっとだけ疎そ遠えん化していた姉にお礼を言うための勇気を、これまでの時間で練っていたのだと思う。

　お礼を言われたサラさんは、小さく笑って教官を見つめ返していた。

「にしし、どういたしまして。デートが無事に済んだなら、私としても万ばん々ばん歳ざいだね」

　でも、と教官に対する笑みを徐じよ々じよに意味深なモノへと変えて、サラさんは堂々とこんな宣言をするのだった。

「今日は私が譲じよう歩ほしただけの、単なるボーナスステージだからね？」

「テアくんを諦あきらめたりはしないってこと？」

「当然っ。私は姉だけど、一人の女でもある。姉であることの方が比重としては大きいけど、だからといってみすみす意中の男の子を見み逃のがしたりはしないの。今日みたいにお膳ぜん立だてすることはあれど、それは別にテアくんをミヤに譲ゆずるってことではないからね？」

　サラさんはまたそんなことを言って……。

　せっかく直った教官の機き嫌げんが再びこじれたら一体どうするつもりなのだろうか。

　しかしそう憂うれえる俺をよそに、教官は意外にも怒った表情を覗のぞかせず、

「ふぅん、そう？　別にいいわよ。姉さんの好きにはさせないから」

　むしろ晴れやかな表情で応じていて。俺は驚おどろいたが──それは恐おそらく、サラさんの姉としての愛情が、教官に伝わった結果なのだと思う。

　姉として譲歩してみせたサラさんへの、教官なりの愛情表現。

　妹としての──譲歩。

　本気でいがみ合うのではなく、堂々と。

　真正面から俺の取り合い（？）をやろう、ってことなんじゃなかろうか。

　俺としては……まあ、いい迷めい惑わくな気もするが、

（でもそれで、この姉妹が上う手まくやっていけるのなら……）

　これでいいはずだよな、と俺はそう思いつつ──

　夕食の準備へと、取りかかることにしたのだった。

　そして、姉妹間の問題が解決したからには、俺はここから黒ローブの暗あん躍やくに関して調査しつつ、警けい戒かいを深めていこうと思った。








幕間　ミヤ・サミュエルの想いⅢ









「テアくんとのデート楽しかった～」

　いつものバー──。今日もセイディに誘さそわれてここを訪れた私は、テアくんとのデートについて色々と語っていた。

「あのねセイディ、聞いてよ！　今回は海に行ってきたの。しかも、しかもね──ふふ、テアくんの方から誘ってくれたのよっ。たまらなく嬉うれしかったわぁ」

　初めてのデートは私の方から誘ったわけで。というか、テアくんって奥手だから、デートに限らず大体のことが私主導になってしまうのよね。

　それがイヤってことはない。

　私の方が年上で、お姉さんなんだから、そうなるのは必然で、当然のことだと思う。

　でも、だからこそ、テアくんの方から誘ってくれたのが、たまらなく嬉しかった。

　本当にあの子は私が喜ぶことを率そつ先せんして行なってくれる素す晴ばらしい子だわ。

「ミヤ、良かったですね。テアくんも少しは積極性が出てきたんじゃないですか？」

「ま、その裏には実は、姉さんによるテアくんへの後押しがあったんだけどね」

「へえ、それってミヤ的にはどうなんですか？」

「変わらず嬉しいわよ。テアくんの方から誘ってきてくれたのは揺るぎない事実だし」

　姉さんの後押しはあくまでも後押しだ。

　その後押しを受けてどうするか決めたのはテアくん自身だものね。

「だけどまあ、姉さんに借りがひとつ出来たのは否定出来ないかな」

「お姉さんはテアくんを狙ねらっている、という話でしたもんね。それなのにミヤとテアくんのデートを後押ししてくれたというのは、一体何があったんですか？」

「何があったのかは面めん倒どうだから割かつ愛あいするけど、とにかく喧けん嘩かっぽい何かがあってね……先に姉さんの方が姉として折れてくれたのよ」

　その点に関しては改めて感謝したい気分だった。

　意地悪な姉かと思えば、ああやってときたま善良な部分が出てくるから憎にくめない。

「それはそれとして、テアくんのことをまだ諦めちゃいないみたいでね……はあーあ、イヤになるわね」

「つまり本当の修しゆ羅ら場ばがこれから始まるんですねっ？」

「始まったとしても、私は負けるつもりはないから」

　姉さんがテアくん狙いで動くことを、私は認める。

　姉さんが譲歩してくれたように、私も譲歩する。

　そもそもテアくんはまだ私のモノではないのだし、姉さんのテアくん狙いを許容するのが当たり前よね。姉さんを泥どろ棒ぼう猫ねことか言っていた自分が恥ずかしい。

　そう戒いましめた上で、姉さんに負けるつもりはなかった。

「姉妹で男の取り合いとは本当に極きわまってますねっ。かくなる上は私も参戦し──」

「だ、駄だ目めでしょ！　セイディには旦だん那なさんが居るんだから！」

「居る上でそういうことをするからこそ、背徳感がドバドバ出てくるんですよ！」

「あなたもう喋しやべらない方がいいと思うけどっ!?」

「テアくんは人妻は好きでしょうかね？」

「話聞いてる!?」

「聞いてません」

「聞いて！」

　そんなこんなで、酔よっておかしなことを言い始めたセイディの説得に、私はこれからの時間をつぎ込むはめになるのだった……。








第五章　祭典と混こん沌とんの幕開け









　デートを行なった日から幾いくらかの時間が過ぎ去り──天てん聖せい祭さい当日を迎むかえた。

　今日という日を迎えるまでに、俺は帝てい都との市街地を何度も偵てい察さつした。

　黒ローブが何かをやらかさないか、あるいはやらかす下準備をしていないかどうか。

　何度も見て回って、しかし──それらしい痕こん跡せきは何も発見出来なかった。

　俺が見落としているだけなのか、そもそも何も仕し掛かけられていないのか。

　どちらかと言えば脳筋タイプの俺には、ちょっと判断がつかなかったが──

　いずれにせよ、何事もないまま天聖祭当日を迎えることは出来ている。

　あとはこのまま、天聖祭が無事に終わることを願いたい。

　そんなことを考えながら、俺は現在──

「教官、そこの路地裏を軽く見てきましたけど、異常ナシです」

「ありがとう。こっちの路地も問題なかったわ」

　現在──帝都市街地を、教官と一いつ緒しよに巡じゆん回かいしていた。俺にしても教官にしても、葬そう撃げき士しとしての制服をばっちりと身に着け、大通りを歩いている。

　この巡回は俺たちが勝手にやっているのではなくて、皇族家からの公式な依い頼らいだった。

　悪あく魔まに与くみする者たちが何かやらかそうとしているかもしれない、という情報は俺の方から葬撃士協きよう会かいにも伝えてある。その情報から奴やつらの暗躍を危き惧ぐしたお偉えら方がたが、帝都内の葬撃士たちに本日に限り厳げん戒かい態勢を敷しくようにと通達を行なったのだ。

　その厳戒態勢の一いつ環かんとして、俺と教官は帝都市街地の巡回を行なっている。

　時間帯としては、昼下がり──。

　四〇〇年記念の天聖祭を祝うかのように、空は雲ひとつない快晴だった。

　葬撃士たちの警けい戒かい網もうが張はり巡めぐらされた帝都市街地は、そんな警備体制とは裏腹に華はなやかな空気に包まれている。

　バルーンや花で道みち端ばたが彩いろどられ、露ろ店てんや屋台の数も平時より多い。

　道行く人の数も、他国からの観光客などの影えい響きようで爆ばく発はつ的に増えており、ただ前に進むだけでもひと苦労するような有り様だった。……これがピークじゃないのが恐ろしい。

　というのも、天聖祭におけるメインプログラムはすべて夕方以降に控ひかえているからだ。

　今はまだ前座というか、助走段階というか、まだまだ本番ではないということ。

　ここから夕暮れにかけて、メインプログラムを見るためにもっとたくさんの人々が集まってくるのは間ま違ちがいなかった。

　そんなメインプログラムのひとつに、エルト・クライエンスによる皇こう帝てい陛下への武器献けん上じようが予定されている。

　サラさんは今日そちらの準備で忙いそがしいようで、朝から出かけていた。

　献上予定の武器自体は無事に完成したようだが、その実物は俺さえも見せてもらっておらず、他のお客さんと一緒に夕方のプログラムで見ることになりそうだった。

「サラさんは広場のステージに登とう壇だんするんですよね？　顔出しはするんでしょうか？」

「姿は見せても、顔出しは絶対にしないと思うわよ。目立ちたがり屋じゃないし、そもそもワケあってエルト・クライエンスっていう名義以外謎なぞに包ませているのだし」

「そういえば名義以外のすべてを隠かくしている理由って、一体なんなんですか？」

　小声で尋たずねると、教官も小声で応じた。

「狙われないようにするためよ。姉さんの腕うではあまりにも格別過ぎるから、良からぬ輩やからに狙われないようにするために、名義以外のすべてを伏ふせているの」

「じゃあ、今現在誰だれかに狙われている、というわけではないんですね？」

「あくまで事前対策だからね。そのおかげで姉さんは大変な目に遭あったことがないし」

「ですが、今日初めて人前に出るわけですから、そこを狙う者が居るかもしれません」

「ええ、だから姉さんの登壇中は気を張っておかないといけないわね。陛下も同じステージに立たれるわけだし」

　教官はそう言ったのち、制服の裾すそを暑そうにパタパタさせながら、

「それにしても……せっかくの天聖祭だっていうのに、ずっと巡回しなきゃいけないのは心が荒すさむわね」

　人混みの中を気を付けて歩きつつ、教官が少し愚ぐ痴ちるように呟つぶやいた。

「まあ仕方ないですよ。アガリアレプトの復活をやり遂とげるような輩が、黒ローブを筆頭に動いている可能性があるわけですからね」

「あの黒ローブは一体なんなのかしら……」

「分かりませんよ。ろくでもない奴なのは間違いないですけど」

　人間なのに、悪魔に味方しているかのような言動。

　いや──かのような、ではなく、まさにそうなのだろう。

　悪魔に味方し、何かをやろうとしている。

　人間のくせに、悪魔と何かを──。

「テアくんとしては、悪魔に味方する人間なんて理解しがたいでしょうね。いやもちろん私だって理解は出来ないんだけど、テアくんはもっと……ね」

「……はい」

　俺は忌いみ子だ。悪魔の血を半分引いてしまった、赤い瞳ひとみの人間だ。

　今でこそまともになったが、昔は忌み子への差別が横行していた。

　俺は人間として生きたくて足あ搔がいていたのに、周りは俺を悪魔として扱あつかっていた。

　一方で、純じゆん粋すいな人間として生まれたにもかかわらず、黒ローブは自らをダークサイドに陥おとしいれた。いや、自らそちらに踏ふみ込んだのかどうかは知らないが、しかし事実として、罪悪感もなさそうに飄ひよう々ひようと、黒ローブは悪魔の味方として俺の前に現れた。

　理解が──出来ない。

　したくもない。

　必死に人間として生きたかった忌み子が、今までどれだけ居ただろう。差別のせいで苦しみ、生きたくても生き延びられなかった忌み子が今までどれだけ居ただろう。

　悪魔に与する人間──黒ローブという存在は、そういった忌み子たちを愚ぐ弄ろうしている。

　恵めぐまれた生まれでありながら、奴はその立場を捨てた。

　次に見かけることがあれば、その目もく論ろ見みもろとも打うち砕くだいてやる。

「……テアくん？」

　その呼びかけによって、俺の思考は現実に引き戻もどされた。

　教官が少し、心配そうに俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　平気？」

「……平気ですよ」

「そう？　でも午前からずっと歩きっぱなしだから、ちょっと疲つかれたんじゃない？　巡回は一いつ旦たんやめて、休きゆう憩けいにしましょうか」

　俺を気き遣づかうように、教官はそう言ってくれた。

「……勝手に休憩してしまっていいんですかね？」

「各自の判断で一時間だけ休憩を取っていいことになっているから、大丈夫よ」

　教官のそんな進言もあり、俺たちは一旦休むことになった。

　でも、だからといって本当に休むのはなんだかもったいない、とも思った。

　せっかくの天聖祭なのだし、この休憩時間を利用して教官と楽しみたい、という考えが俺の中には芽生え始めていた。

　それは教官も同じだったようで、教官がこんなことを言ってきた。

「ねえテアくん、イヤじゃなければだけど、この時間で少し天聖祭を見て回らない？　それとも支部に寄って休んじゃう？」

「いや、見て回りましょうよ。せっかくですからね」

「いいの？　やったっ！　じゃ、行きましょうか」

　どこか嬉うれしそうな教官と一緒に、こうして俺は天聖祭を見て回ることになった。




　人混みで歩きづらい大通りを、教官と一緒に進む。

　普ふ段だんなら俺と教官が揃そろって歩けば注目を集めるものだが、朝から逆に注目されない状態が続いていた。肉にく壁へきによって近場の人しか俺たちに気付かず、また気付いたとしても仕事中だと思って声をかけてこないため、そういう状態になっているのだと思う。

　そんな中、

「ねえテアくん、あれ知ってる？」

　教官が隣となりを通り過ぎていった女性に注目していた。

　その女性は別に有名人でもなんでもなかったが、妙みような衣服を着ていた。

　露ろ出しゆつが激しい、のではなくて、むしろ逆に万ばん全ぜんガードというか。

「あれは確か、帝てい国こくよりもずっと東の国で着られている民族衣装でしたか？」

「そう、浴衣ゆかたっていうらしいの」

　教官は羨うらやましそうな視線で女性の背中を追いかけていた。

「なんかね、こういうお祭りの日に着るモノなんだって」

「もしかして教官、浴衣を着たいんですか？」

「え？　べ、別に着たいとは思わないわね……」

　……噓うそが下手くそ過ぎる。そういうところも素す敵てきだと思うが。

「もしよかったら、着られる場所を探してみましょうよ。こういう日ですし、貸し出してるお店があると思います」

「でも、せっかくの休憩時間を私のわがままに付き合わせちゃうのはちょっと……」

「浴衣の着付けなんて一〇分もかからないでしょうし、大丈夫ですよ」

「そ、そう？　じゃあこっちに来てくれる？　浴衣に目を付けて巡回していたから、こっちの方に浴衣を貸し出すお店があったのを覚えているのよね」

　巡回中に何を見ていたんですかあなたは……。

　少し呆あきれながらも、俺は教官のあとに続いた。

　すると奥まった裏通りに、東国の建築様式で建造された一いつ軒けんの服屋が佇たたずんでいた。

　こういうのを和風と呼ぶんだったか？

　その中から、浴衣姿の女性客が出てきた。

　どうやらここで貸し出しが行なわれているらしい。

「じゃあテアくん、少しだけ待っててもらえる？　すぐ着き替がえてくるからっ」

　弾はずむようにそう言って、教官が服屋の店内に入り込んでいった。ものすごくワクワクしている足取りだった。年とし甲が斐いもなく可愛らしい人だな、と俺は少し苦笑した。

　それから多分、五分ほどが過ぎたころ──

「テアくん……おまたせ」

　どこか恥はじらうような声が俺の鼓こ膜まくを震ふるわせ、教官が店から出てきたことを察する。

　どれどれ、と心臓を高鳴らせつつ、俺は店の出入り口に目を向けた。

　その瞬しゆん間かん──

「っ……」

　絶句した。

　可か憐れんな花が咲さいていた。葬そう撃げき士しの制服を身に着けていた教官はもはやどこにもおらず、目の前に居たのは和風な美女だった。

　気品ある浴衣を身にまとっているのに、あふれ出る色いろ香かによって少し妖あやしい感じに仕上がっているその姿は、俺の語ご彙いでは表現出来ないほどに魅み力りよく的だった。

　足元には下げ駄たと呼ばれるモノを履はいていて、片手には見事な刺し繡しゆうが施ほどこされた手て提さげ袋ぶくろを持っており、教官は少しはにかむような表情で俺を捉とらえていた。

「ど、どうかしら……？」

「いや……もう、すごく綺き麗れいだと思います」

　いつも似たような感想しか言っていない気がするものの、しかし実際に綺麗としか言いようがないのだから仕方がない。

　俺のそんな拙つたない感想でも、教官は嬉しそうに笑ってくれていた。

「ありがとね。じゃあ大通りに出ましょうか」

「はい」

　そうして俺たちは改めて、天聖祭を見て回ることにして──

　それからすぐ、

「──あ、テアだっ！」

　大通りに戻ろうとしたところで、背後から誰かに名前を呼ばれた。

　聞き覚えがあった。この妙に甲かん高だかい感じは恐おそらく……、

「シャローネか」

「正解っ」

　そんな声と同時、俺の背中に多大な質量がのしかかってきて、肩かた越ごしに金きん髪ぱつロリの顔がぬっと現れた。

「やっほー、テア。こんな路地で何やってんのよ？　サボり？」

「違ちがう。お前こそ何やってんだよ。というかおぶさるな。降りろ」

「はーい」

　軽快に応じて、シャローネが俺の背中から離はなれてくれた。

「よいしょ、っと。あたしはほら、こっちの方を巡じゆん回かいしに来ただけ」

「俺は教官と一いつ緒しよに休憩中だ」

「ミヤさん？」

　首を傾かしげながら俺の隣を見たシャローネは、ハッと息を吞のみ込む仕草を見せた。

「あ……浴衣の人、ミヤさんだったんですか。後ろからテアに迫せまってるときは一体誰かと思ってて……」

「あら、そんなに見違えちゃった？」

　教官が冗じよう談だんっぽく言うと、シャローネは大真面目に頷うなずいた。

「はいっ、綺麗だと思いますっ」

「あら、ありがとうね。お礼に飴あめちゃんをあげるわ」

「わっ、ありがとうございますっ」

　なんとも微笑ほほえましい光景だった。教官とシャローネは基本的に仲良しだもんな。

「ねえシャローネちゃん、もしよければ一緒に天聖祭を見て回らない？　休憩がまだなら是ぜ非ひ一緒に行きましょうよ」

「いいんですか？　じゃあご一緒したいですっ」

「決まりね」

　なんか勝手に決まってしまったが、これといって文句はなかった。

「でもお前、俺たちと一緒で本当にいいのか？　同世代の友達とかが居るなら、そっちと行ったらどうなんだ？　そもそもお前に友達が居るのかどうかが俺は心配で心配で……」

「よ、余計なお世話よっ。友達ぐらいちゃんと居るし！　でも今はテアたちと行くの！　……テアとミヤさんを二人きりで休憩させたくはないからね」

「え？」

「な、なんでもないのっ。いいから行こっ」

　誤ご魔ま化かすように言って、シャローネが俺の手を繫つなぎつつ大通りの方に歩き始めた。

「おいシャローネ、下駄の教官に速度を合わせて歩けよ」

「大丈夫よテアくん、気にしなくていいから」

　さすがは教官だ、心優やさしい。

「（でもシャローネちゃん……テアくんと手を繫ぐのは自重してくれないかしら……）」

「教官、何か言いました？」

「う、ううんっ、気のせいじゃない？」

「そうですか？」

　──と、そんな折、

「あ、これ食べたい！　ねえテア、これ食べようよっ」

　シャローネがリンゴ飴の屋台でその足を止めた。

　すると教官が、気前よく財さい布ふを取り出すのが分かった。どうやら奢おごってくれるらしい。

「テアくん、シャローネちゃん、好きに買っちゃっていいわよ」

　ありがとうございます、と口を揃えて礼を言い、俺とシャローネはリンゴ飴を見定める。

　そんな中、屋台の店主が俺に目を向けて笑っていた。

「へへ、旦だん那な。べっぴんな奥さんですな？」

「へ？」

「とぼけんでくだせえ。姐あねさん女によう房ぼうですかな、羨ましい」

　一瞬、何を言っているのかと思ったが、どうやら俺と教官がそういう間あいだ柄がらに見えてしまったらしい。俺と教官を知らないようだから、地方から出で稼かせぎに来たんだろうか。まあ悪い気はしないので、訂てい正せいしないでおこう。

「あ、あらイヤだ……奥さんだなんて、照れちゃうわね……」

　教官もその勘かん違ちがいに満まん更ざらでもなさそうにしていた。

　だから俺は更さらに嬉しくなったのだが、その一方で──

「へへ、お子さんも可愛らしい。ほらよ嬢じようちゃん、嬢ちゃんには一個おまけしてやろう」

「だ、誰だれがお子さんよっ！　失礼しちゃうわねっ！」

　子供に間違われたシャローネがブチ切れていた。

　このあと、俺たちの真相を知った店主が平ひら謝あやまり状態になったのは言うまでもない。




「まったく、あたしはそんなにちっちゃくないし……」

　リンゴ飴の屋台から離れたあと、シャローネはそう愚ぐ痴ちりながらリンゴ飴をぺろぺろしていた。

「私も経産婦に見られたのはちょっと解げせないわね。そんなに老ふけて見えたのかしら」

　こちらもこちらで、店主の言動をわずかに引きずっているミヤ教官である。

　微び妙みように空気が悪かった。……誰か、この空気を変えてくれ。

　そう考えていると──わっ、と大通りの一部が沸わいたのが分かった。どうやら端はしの方で何か余興じみた大会が開かれていたらしい。たった今、優勝者が決まったようだった。

　なんの大会だろうか？　と気になって少し確かく認にんしてみると──

「……潤じゆん滑かつ油ゆ相撲すもう選手権？」

　怪あやしげな名前の大会だった。相撲自体は東国のスポーツだと知っているが、そこに潤じゆん滑かつ剤ざいは用いられていなかったはずだ。つまりこれはオリジナル競技ということか。

　おおかた、土俵を模した戦いの舞ぶ台たいに潤滑油を投入した特とく殊しゆな状じよう況きよう下かで相撲を取らせたのだろう。馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、お祭りの雰ふん囲い気きには合っていると思う。

　これから優勝者に賞状が与あたえられるらしい。

　遠巻きに舞台の様子を眺ながめていると、ややあって優勝者と思おぼしき人物が登とう壇だんしてきた。

「……は？」

　その人物を捉えた瞬間、俺は目が点になった。

　なぜならそいつは、エルザだったからだ。

『クルジスタさん、優勝おめでとうございます！』

『ん、ありがと。ちょっと照れる』

　拡声器を通して、エルザとインタビュアーの声が聞こえてくる。

　ちょっと待ってくれ……あいつは一体何をやっているんだ？

『いやあ、驚おどろきましたよ！　まさかあなたのような美少女が優勝してしまうとは！』

『潤滑油には慣れている。毎夜毎夜、ある人を想って利用してるから』

『うわああクルジスタさんの赤せき裸ら々らな告白だああああ！　くぅぅ一体どこの誰なんだこの子に想われている男は！　羨うらやましいぞ出てこい！』

　…………。

『まあそれはさておいて、ではクルジスタさんの表ひよう彰しように移りましょう！　皆みなさんっ、クルジスタさんに今一度大きな拍はく手しゆをお願いします！』

　そんな先導に合わせて、大通りに拍手が木霊こだました。

　言葉をなくした俺の隣となりに、気が付けば教官とシャローネが並び立っていた。

「……あの子は一体何をやっているのかしら？」

「ミヤさん……エルザについてまともに考えていたら頭が腐くさりますよ？」

　散々な言われようだが、実際まともに取り合ってはいけないのだ。エルザは特殊な思考回路だし。

　そんな風に考えていると、エルザの表彰が終わって、そこに集まっていた人たちがばらけ始めた。

「ん。三人とも、何してるの？」

　そして降壇したエルザが、俺たちに気付いて歩み寄ってきたのだった。

「お前が何してるんだよ」

「潤滑油の上でどれだけやれるのか、自分を試してみたかった」

「間違った方向への向上心が高過ぎるぞ……」

「テア、今夜わたしとヌルヌル相撲しよ？」

「一人でやっててくれ」

「さっき壇上で言ったけど、それは毎晩やってる」

「…………」

　俺はもうまともに取り合うことをやめた。

「ん、そうだ。ミヤにこれあげる」

　ふと思い出したように呟つぶやくと、エルザが教官に何かの小こ瓶びんを手て渡わたした。

「これは何？」

「優勝賞品の潤滑油。わたしたくさん持ってるから、ミヤにあげる」

「い、いらないわよ！」

　教官が潤滑油の小瓶をエルザに押し返した。

　エルザは少しだけ困ったようにその小瓶を眺めたのち、

「じゃあムカつくけど、おチビにあげる」

「ムカつくけどって何よ！　大体あたしだっていらないし！」

「そう言わず、それとこれを交こう換かん」

「あっ、ちょっと！　あたしのリンゴ飴返してよ！」

　エルザが小瓶をシャローネに押し付け、代わりにリンゴ飴を奪うばい取っていた。

「わたしはもうすぐ休きゆう憩けい時間が終わってしまう。これは餞せん別べつとしてもらっていく」

「ふざけんじゃないわよ！」

「別にふざけてない。至って大真面目。それではさらば（しゅたたたっ）」

「ちょっとぉぉぉお！」

　シャローネとエルザは相変わらずいがみ合っているな……。

「ホントあいつ嫌きらいっ。いつか出し抜ぬいてやるわ！」

　シャローネの怒いかりはごもっともだ。俺は少し哀あわれに思い、自分のリンゴ飴を差し出す。

「まあ落ち着けよ。食いかけでよければ、俺のリンゴ飴をやるから」

「じゃ、じゃあ遠えん慮りよなく……」

　シャローネは頰ほおを赤らめ、受け取った。それから早さつ速そく舐なめて、更に頰を赤くする。

　いちいち意識するなよ、まったく……。

　と、そのとき、刺さすような視線を感じて振ふり返ると、教官が頰を膨ふくらませていた。

「ねえ、私を取り残して青春しないでもらえるかしら？」

「べ、別にそんなんじゃないですよ」

「どうだか……」

　疑うように目を細めるミヤ教官。その一方で、シャローネが「あ」と声を上げていた。その視線は遠くの時計台に向けられている。

「……どうした？　お前は休憩取ったのが俺たちよりもあとだし、時間はまだ気にする必要ないだろ？」

「そうなんだけど、次の巡じゆん回かい場所がここから少し遠めの地区だから、早めに移動しなくちゃならなくて」

「なら移動しといた方がいいだろうな。ひとまずお別れか」

「うん、じゃあね。リンゴ飴あめありがとっ」

　シャローネはそう言うと、教官にも挨あい拶さつして立ち去っていった。

「さてと、じゃあ私たちもそろそろ巡回の再開に備えないといけないわね」

「でももう少し時間ありますよ？」

「じゃあどこかで何か食べましょうか。リンゴ飴しか食べてないし、もう少しきちんとしたモノをね。甘いお菓か子しとかどうかしら？」

「いいですよ」

　俺と教官は甘かん味み処どころを探して、あまり混んでなさそうな店を見つけてそこに入店した。

　この店は客席が個室になっており、周りの目を気にせずに済むシステムだった。

　最大四人用と思しき個室に案内された俺たちは、隣となり合ってではなく、向かい合うように腰こしを下ろし、ひと息ついた。椅い子すではなく、畳たたみという奴やつにじかに座っている。

「失礼致いたします。こちら、サービスのお飲み物です」

　やってきた女性店員さんが、俺たちの前に和風なグラスを置いてくれた。中身は白く濁にごったドリンクだった。ひんやりと冷やされている。

「何かしら、これ」

　ごゆっくりどうぞ、と女性店員さんが立ち去ったそばから、教官がすんすんとドリンクの匂においを嗅かぎ始めた。どうやら教官の知らない飲み物らしい。かく言う俺も知らない。

「甘い匂いがするわ」

「先に飲んでみますね」

　教官に先んじて、俺はサービスだというその白く濁った液体を飲んでみた。

「どう？」

「んー……少しトロみがありますね。味自体は甘くて美味しいですよ」

「そう？　じゃあ私も飲んでみよっかな」

　そう言ってすぐ、教官も喉のどを鳴らして飲み始めた。

「ふぅ。なんだか練乳みたいね。でも練乳とも違ちがうし、ほんとに何かしら、これ」

　まあ美お味いしいからなんでもいいけど、とメニューを開き、教官は抹まつ茶ちやパンケーキなるモノを頼たのむことにしたらしい。俺も同じモノを選び、店員さんを呼んで注文を伝えた。

　そして──抹茶パンケーキが到とう着ちやくするまでのこの時間に、問題が発生した。

「テアくん……なんか暑くない？」

「え？　外に比べれば涼すずしいと思いますけど」

「そう？　私は暑くて暑くて……」

　言いながら、教官が浴衣の胸元をだらしなくぱたぱたし始めた。

　ちらりと胸の谷間が見えて、俺はどきりとする。

「教官……個室とはいえ、そういうはしたない真ま似ねはちょっと……」

「あら、テアくんったらどこを見ているの？　いやらしい～」

　教官はそう呟いて、いたずらに目を細めた。

「いつもいつもイケない部分ばっかり見られて、私、恥はずかしいわ」

「い、いや、俺はそういうつもりはなくて……っ」

「でもいいのよ？　私が恥ずかしいのを我が慢まんするだけで、テアくんが喜んでくれるんだものね？　テアくんを喜ばせる……これも養うことの一いつ環かんだと思えば、私は幾いくらでもテアくんに見られちゃっていいわ」

　そう言ってうっすらと微笑ほほえむその眼まな差ざしが、明らかに据すわっていた。

　……なんだか教官の様子がおかしいぞ。

　この感じは間違いなく、酔よったときの教官だ。目がとろんとし、妖あやしい雰囲気を湛たたえていて、俺を責めるような、それでいて包み込むような優しさを感じる、妙みような状態。

「どうしたの？　困こん惑わくしたような顔をしちゃって」

　いや……どうしたの、はこっちの台詞せりふなんですが。

　──なぜ酔っているのか？

　とはいえ、理由なんてひとつしか考えられない。

　目の前にあるサービスの飲み物。

　白く濁ったそれに、アルコールが含ふくまれていたのではないか……？

（……一体なんなんだ、この飲み物……）

　正体不明のそれに恐おそれをなす間にも、教官はどんどん顔を赤らめていた。

「ここ、テアくんとの距きよ離りが遠くてイヤだわ……そっちに行くわね？」

　寂さびしそうに立ち上がり、教官が俺の隣にやってきた。もはや密着するような勢いで、俺の肩かたに肩をくっ付けてくる。

「あ、暑いとか言ってたくせになんで俺にくっ付くんですか！」

「……駄だ目めなの？」

「だ、駄目じゃないですけどっ」

「じゃあ別にいいわよね？　んふふ～」

　教官はご機き嫌げんな表情で俺の肩に頭をこてんとしてきた。その瞬しゆん間かんに甘い香かおりが教官の髪かみから漂ただよってきて、俺はくらりとする。いい匂いだった。

　だが、俺は屈くつしない。いかに個室とはいえ、さすがにお店でここまでくっ付くのは駄目だろうと考え、教官を少しだけ押し返す。

「きょ、教官、ちょっとだけ離はなれてください」

「イ～ヤ」

　そう言って再び頭をこてんとさせてくるミヤ教官。

　俺がもう一度押し返しても、また同じように頭を──こてん。

「教官……っ！」

「……離れたくないの」

　甘えるようにそう言って、上うわ目め遣づかいに俺を見つめてくる。

　あぁくそ……そんな目で見られたら、離すに離せない。

「──失礼致します」

　そのときだった。

　注文の品を持って、女性店員さんが個室に足を踏ふみ入れてきて──

「あ……」

　俺たちの様子を捉とらえた瞬間、見てはいけないモノを見たかのような反応を浮うかべて、そそくさと抹茶パンケーキの皿を並べ始めた。

　ま、マズいぞ……これは絶対に妙な誤解をされている。もしこの店員さんが俺たちのことを知っているのだとすれば、あらぬ噂うわさが広まってしまうかもしれない。

　かくなる上は……ひと芝しば居い打とう。謎なぞのドリンクの正体を知るためにも。

「──きょ、教官？　急にぐでんとしてどうしたんですか？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺はわざと心配するように呟く。すると店員さんが表情を一転させた。

「し、失礼致しました。具合を悪くされていたんですね？　どうされました？」

「え？　私具合悪くな──むぐぅ……」

　俺は教官の口を塞ふさいだ。ちょっと黙だまっててください。

「そ、そこの飲み物を飲んでから、少し体が火ほ照てってきたらしくて……」
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「あぁ……そうでしたか。そちらは東の国の甘酒と呼ばれる代しろ物ものですので、もしかすると酔われたのかもしれませんね」

　あ、甘酒？　そういうのもあるのか……。

「恐らくは大丈夫だと思うのですが、もし具合が回復されないようでしたらお教えくださいませ。それではごゆっくりどうぞ」

　店員さんが一礼し、立ち去っていった。

　な、なんとか変に思われずに済んだはずだし、ドリンクの正体も知れたな……。

　甘酒、か……《教官に飲ませられないリスト》に追加しておかないとダメだな。

「んもぅ、テアくん何をするの……」

　教官が俺の手を口から引き剝はがし、ぷはぁ、と息を吸った。

「もしかして声を出せないようにして襲おそうつもりだった？　もぅ、いやらしいんだ～」

「そ、それは大いなる誤解です！」

　言い返す俺をよそに、教官は抹茶パンケーキに目を移していた。

「それより見てちょうだいテアくん、すごく美味しそうじゃない？」

「そりゃ美味しそうですけど……」

「じゃあ私が食べさせてあげるわね？」

「なんでそうなるんですか！」

　食べさせて欲しいけども！

「でもそうね～……普ふ通つうに食べさせてあげるだけじゃ面おも白しろくないし、少しゲームをしましょうか」

「ゲームですか？」

「今からお互たがいに正座して、先に痺しびれて限界が来た方の負け。テアくんが勝ったら、パンケーキを食べさせてあげるわ。どう？　やる？」

　酔った教官らしい面めん倒どうなゲームだが、勝利報ほう酬しゆうが魅み力りよく的なのは言うまでもない。

　ここは受けて立つべきだと思った。変に暴走されるよりマシでもあるし。

「いいですよ教官、やりましょうか」

「ふふん、決まりね。じゃあまずは正座になるわよ」

　そんなわけで、俺と教官は正座の体勢に移行した。

「じゃあもうスタートってことで──はい、始めっ！」

　教官の宣言を合図に、俺たちの我慢比べが始まった。最初の五分ほどはお互いに余よ裕ゆうの表情で煽あおり合っていたが、一〇分近く経たったころには、ぼちぼち苦く悶もんが見え始めていた。

「て、テアくん苦しげね？　もしかして早くも痺れちゃってるの？」

「ま、まさか……。教官こそ、足先がもぞもぞしてますけど限界ですか？」

「そ、そんなはずがないでしょっ。オトナをからかうのもいい加減にしなさい。このっ」

「ぎゃ……っ！」

　教官が俺の足をつんとつついてきやがった！

「ちょっ、手を出すのはダメでしょうが！」

「そんなルールはありませ～ん！　んふふ～、テアくんってば真面目過ぎない？」

　なんて人だ！　聖職者だったくせにゲームの抜ぬけ穴を堂々と利用してくるとは！

「だ、だったら俺だって利用してやりますからね！」

　教官に負けじと、俺も教官の太ももの辺りをつついた。

「きゃっ！　……──て、テアくん、やったわね？」

「やりましたよ。教官がやるなら、俺もやらないとフェアじゃないですからね」

「むぅ、生意気だわ。その歳にもなってトマトや人参が苦手なくせに」

「と、トマトや人参が苦手なのは今関係ないじゃないですか！」

「あら～、動どう揺ようしちゃって可愛かわいい。じゃあこの隙すきに新たにつ～んってね」

「ぐぉ……！」

　また足をつつかれた！　痺れて感覚がなくなった足にそれは効く！　じーんと痺れが拡大していき、俺は足を崩くずしてしまいそうになるが、それでも歯を食いしばって我慢。

「ふぅん、テアくんしぶといわね」

「な、なんのこれしき、ですよ……」

「じゃあもっとつついちゃおうかな、って思ったけど、つつくだけだと芸がないし、別の手法で負けに導いてあげようかしらね」

　いたずらな笑顔に嫌いやな予感を覚える。

　教官は次の瞬間、俺の耳元でこう囁ささやいていた。

「テアくん、もし負けてくれたら一生養ってあげるわよ？」

「御ご免めんです……！」

　甘かん美びな囁きだが、俺は養われるわけにはいかない。ヒモなんて御免だ。むしろ俺が頑がん張ばることで教官に楽な生活をしてもらうことこそが、俺の夢なんだ。

　だから、その囁きには屈しない。それどころか反骨精神が湧わき上がる。

　痺れを我慢し、甘い誘さそいにも負けず、俺は教官を見つめ返した。

「教官、負けてくれたらむしろ俺が養ってあげましょうか？」

「な、なにおう……そんなことで私は屈したりしないんだからっ」

　教官はそう言うが、多少顔を赤くして照てれ臭くさそうにしていた。可愛らしい。

　しかし教官は一瞬後には気を引き締しめるように顔をぱんと叩たたき、俺の足の裏を連続でつつき始めた。

「──ぬぁ……っ！」

「ほらほら～、いい加減に負けちゃったらどうなの～？　その方が楽だぞ～？」

「い、今いま更さらですけど教官はなんで勝ちにこだわってるんですか？」

「勝負事だからに決まってるでしょ？　それに勝ったら今夜テアくんを抱だき枕まくらにして寝ねてもいいって話だし」

「そんな勝利報酬設定してないでしょうが！」

「いやんっ、お顔が怖こわいぞ？」

「教官のせいでしょうが！」

「ごめんね？　──ふぅっ」

「あ、謝りつつ耳に息を吹ふきかけるってなんですかそれっ!?」

「んふふ～、だってテアくんお耳が弱いから、こうすれば腰こし砕くだけになって足を崩してくれるかな、って思って」

　……勝利への情熱が凄すさまじい。

　酔っていても、負けず嫌ぎらいの勝負師としての顔は生きているってことだよな。

　なればこそ、俺だってわざと負けるとか、そういう選せん択たく肢しはなかった。

　その後もお互い、足とか体をつつきながらのいがみ合いが続いた。

　そして結局のところ──。この勝負は休きゆう憩けい時間の終わりが近付いてきたことによる引き分けに終わってしまうのだった。

「ん～っ、消化不良！　でもあと一〇分もすれば巡じゆん回かい業務の再開だし仕方ないわね」

　急いで食べちゃいましょう、と教官はフォークでパンケーキを突つき刺さした。切り分けすらしていない、まん丸のその一枚。それを、なぜか俺に差し出してくる。

「はいテアくん、ひと口どうぞ」

「え？　俺勝ってないですけど」

「いいのいいの。育ち盛ざかりなんだしひと口だけがぶっと食べてくれていいから。ね？」

　素そ朴ぼくな優やさしさを感じるものの、でも今の教官は酔よっているわけで……この間みたいにひょい、ってフェイントを仕し掛かけてくるつもりなんじゃないか……？

「こら、何を疑ってかかってるのかしら？　時間がないんだから早く食べちゃって」

「そうですよね、すみません」

　さすがにこの状じよう況きようでフェイントはないか。疑うのもほどほどにしておかないとな。

「じゃあいただきます」

　そう言ってまん丸のパンケーキに囓り付く。抹まつ茶ちやの味が広がって、非常に美味だ。

「じゃあ、あとは自分の分を食べなさいね」

　教官が俺の嚙かみ跡あとを気にせず、俺の食べた部分を囓かじり始める。

「んふふ～、テアくんの味がするわ」

　どんな味だよ、と密ひそかにツッコミつつ、その感想に対する照れ臭さが湧き上がってきた中で、俺は自分のパンケーキを黙もく々もくと食すのだった。




　その後、平へい穏おんに酔いが醒さめた教官と一いつ緒しよに、俺は甘味処をあとにした。それから教官の着き替がえなども済ませて、天聖祭の巡回を再開したのである。

　そんな中──

「おっ、テア坊ぼうおったおった。や～～～っと見つけたったわ……」

　妙みような訛なまりを持つ言葉が、俺の耳じ朶だを打った。

　振ふり返るとそこには──ぼさぼさ頭で丸まる縁ぶち眼鏡な白衣の女性が、くたくたな表情で俺を見つめながら佇たたずんでいた。教官が「あら」と呟つぶやいて、

「ルミナ、どうしたの？」

「どうしたもこうしたもあらへんのですわ。テア坊に用事ですがな」

　息をぜえぜえと吐はきながら、その女性──ルミナさんが俺に近付いてきたのだった。

「まったく、ウチは人が無む駄だに集まるこういうイベント嫌いやねんで？　そんな中をウチにおつかいさせるとか、テア坊、あとできっちり駄だ賃ちんはもろたるからな？」

「な、なんのことですか？　俺はおつかいなんて頼たのんでませんよね？」

「でもウチに頼んだことはあったやろ？」

　ルミナさんはそう言うと、大きな声では言えないとばかりに顔を近付け、

「ほれ、悪あく魔ま化と弱体化の相関について調べろゆうとったやんけ」

「もしかして、その結果が分かったんですか？」

「せや。だからちょっと裏通りに行こか？　ここじゃ話できんやろ」

　ルミナさんがそう言って俺の手を引き始めた。

「ちょっとルミナ、テアくんになんの用事なの？」

「くふふ、裏通りでえっちしてきますわ」

「はあ？　冗じよう談だん言ってないでほんとのこと言いなさいよ」

「教官、俺が説明しますので」

　……ルミナさんに説明させても、こんがらがるだけだろうしな。

　俺は教官に耳打ちし、ルミナさんに行なった依い頼らいを打ち明けた。

　すると教官は納なつ得とくしたような、してないような表情を浮うかべ始める。

「なるほど、調べてもらうためにルミナにも悪魔化の件を打ち明けたのね……（せっかく二人だけの秘密だったのに……）」

「浮かない表情ですけど、もしかして言わない方が良かったんでしょうか……？」

「う、ううん……今後を考えれば正解の行動だと思うわ。さ、裏通りに行きましょ」

　そんなこんなで裏通り──

「同行してくるっちゅうことは、姐あねさんもテア坊の悪魔化については知っとりますの？」

「当然でしょ」

「なんや、ウチが一番目の女ちゃうんかったんかい。なあテア坊、そういうとこやで？」

「何がですか……」

「無駄に期待させるスケコマシをやめろゆうとんねん」

　ほんまにテア坊は……、とルミナさんが腕うでを組んで仁に王おう立だちし始める。

「姐さんはようこんなスケコマシを養えますなあ？　日ひ替がわりで新しい女連れてきてアンアン言わせとるんちゃいますか？」

「言わせてないから！　テアくんをあまり馬ば鹿かにしないでもらえる？」

「おうおう、彼女さんが怒おこっとりますわ」

「か、彼女でもないから！」

　教官が圧おされていた。……教官をこんな風にからかえるのはルミナさんと、あとはサラさんぐらいだろうな。あぁエルザもやれるか。

「……と、とにかくほら、変なこと言ってないで本題に入りなさいよ」

「ほな、そうしましょか」

　どこか楽しげに呟いて、ルミナさんは俺に目を向けた。

「まず、悪魔化と弱体化の相関に関してやけど、結論としては──あったで」

「そうですか」

　予想通りではあるので、ショックはなかった。

「元々は怪け我がの影えい響きようで弱体化しとったが、その怪我はもう全快し、弱体化の要因にはなりえない。じゃあ他の要因は何かと言えば、当然ながら悪魔化なわけやな。今、テア坊の体内には他の忌いみ子よりも悪魔の細さい胞ぼうがそれなりに常じよう駐ちゆうしとる状態なんや。嚙み砕くだいて言えば、それらがテア坊から健全な状態を奪うばっとるわけでな。力を吸い上げとる、とでも言い換かえればええんかな」

　……力を、吸い上げている？　悪魔の細胞が？

「せやから、今みたいな平常時だとテア坊は弱体化しとるわけや。悪魔化した場合のみ、その力は元に戻もどされ、悪魔としての力もプラスされる感じやろうな」

「それは、改善出来るんですか？」

　吸い上げられた力を、この平常時に引き出すことは果たして可能なのか？

「出来ないこともない、としか言えんわな」

「じゃあ出来るんですね？」

「出来るけども、悪魔の力を制せい御ぎよした先にこそ、その領域はあると思われるんやわ。テア坊は悪魔化した際、暴走したんやろ？　それじゃあ多分、無理やわ」

「無理って言葉は嫌きらいですね」

　俺は毅き然ぜんと言い返した。

「今すぐは出来ないにしても、いずれ出来るようにしてみせます」

　無理だろうがなんだろうが、必ずやり遂とげてみせる。そうしなければ最強の座には返り咲ざけないだろうし、その先にも到とう達たつ出来ないはずだから。

「さすがはテアくん、その意気よ」

　教官が小さく笑いつつ、称たたえてくれた。

「あまり無茶するのは駄だ目めだけど、私にも手伝えることがあれば手伝うからね？　サポートは任せなさい」

「ありがとうございます、教官」

「ほんま、姐さんはテア坊に甘々やなあ」

　ルミナさんが呆あきれたように言った。

「なんかもう甥おいっ子こを可愛かわいがる親しん戚せきのおばちゃんみたいになっとりますやん」

「……あ？　誰だれがおばちゃんですって？」

「な、なんでもありまへんがな……」

　おばちゃん呼ばわりにキレた教官の、やたらとドスの利きいた低音ボイスに、さすがのルミナさんも恐おそれおののいていた。ルミナさんはそれから、気を取り直すように俺を見て、

「ま、まあとにかくっ、依頼された調査の報告は以上って感じやな。なんか質問があれば答えたるで」

「特にないですね。ここからは自分で模も索さくしてみます」

「ほな、ウチはもう帰るわ。人混みとか見とるだけでイヤやからな……」

　家にこもっている方が性に合っているのだろう。

　不健康そうだが、研究職らしいと言えばらしい性格だった。

「せめて天聖祭の日ぐらいは色々と見て回ったらどうなの？　恋こい人びとでも作ってさ」

「姐さん、急にオカンみたいなこと言わんでもらえます？」

「でも事実そうしないと駄目じゃない？　特にルミナはあのポップルウェル家のご令れい嬢じようなわけだし。早く恋人作って結けつ婚こんして、ご両親に孫の顔を見せてあげたらどうなの？」

「最後の台詞せりふはそっくりそのまま姐さんにお返ししますわ」

「ぐはっ……」

　……教官が墓ぼ穴けつを掘ほって自じ爆ばくしていた。

　うなだれ始めた教官をよそに、ルミナさんが俺のそばに歩み寄ってきた。

「せやテア坊、おつかいの駄賃もらうで？」

「……本当に払はらわされるんですか？」

「当たり前やん。とりあえず一〇〇億万セルトもらっとこか」

「そんなに持ってないですよ！　というか単位がおかしい！」

「ほな解かい剖ぼうを引き受けてくれればそれを駄賃代わりにしたるわ」

「解剖はお断りします！」

「なんやねん。ワガママやなあ」

　どっちがですか！　と心の中で思っていると──

　ルミナさんは少し考える素そ振ぶりを見せたのちに、

「ほな、もうこれでええわ」

　そう言って俺の頰ほおに──キスをしてきたのだった。

「……っ!?」

「ははっ、驚おどろいとる驚いとる。その顔が駄賃でええわ。ほなな～」

　ルミナさんは愉ゆ悦えつそうに笑いつつ、裏通りから立ち去っていった。その頰が多少赤かったのは俺の気のせいだろうか。

　それにしても……何をしてくれるんだよまったく。相も変わらず、ルミナさんは活動的なのか陰いん気きなのかよく分からない人だった。

　そう思いながらルミナさんを見送った一方で──

「孫とかいつ見せられるのかしら……」

　……教官が、依い然ぜんとしてうなだれていた。




　やがて教官が立ち直ったところで、俺たちは再び巡じゆん回かいを再開させた。少し広めの区画だったので、まんべんなく見回るために一いつ旦たん二手に分かれる。

　そうして一人で歩き始めると、天聖祭の騒さわがしさがどこか遠くに感じられるようになった。家族や友人などと隣となり合って歩く人々が多い中で、俺だけ一人。幼き日の、周りに避さけられながら生きていた日々の記き憶おくが蘇よみがえってくるようだった。あのころと違ちがって避けられはしないし、時折挨あい拶さつされたりはするものの、なんとも言えない孤こ独どく感はそれだけでは埋うまらなかった。教官が隣となりに居るだけで、俺はだいぶ救われていたんだな、とふと思う。

　そんな時、俺の腕が急に誰かに摑つかまれ──

「テ～アくんっ」

　楽しそうに俺を呼ぶ声がすぐそばで響ひびいた。

「さ、サラさん？　どうしてここに？」

　俺にひっ付いてきたその人は、何を隠かくそうサラさんだった。

「にしし、来ちゃった」

「来るのは別に構わないですが……ええと、準備はどうしたんですか？」

「ちょっと休きゆう憩けいをもらってきたんだよね。それで気分転てん換かんがてら天聖祭を見て回っていたらテアくんが一人寂さびしそうに歩いてるじゃん、ってことでひっ付いてみましたっ。そういえばミヤは一いつ緒しよじゃないんだね？」

「ひっ付くのはやめてください。教官とはちょうど二手に分かれてるところですよ」

「お、じゃあベストタイミングだ。しめしめ、鬼おにの居ぬ間にテアくんを独どく占せんしてやろっと」

「ま、待ってください。巡回中なので露ろ店てん巡めぐりとかは出来ませんよ？」

「だったら一緒に歩くだけでもいいからさ。ね？　それぐらいなら別にいいでしょ？」

「まあ……それぐらいでしたら」

　というわけで、巡回にサラさんが付いてくることになった。

　孤独感はだいぶ薄うすれていた。

「ねえ、そういえばテアくん、武器持ってないんだね？」

　丸まる腰ごしで巡回している俺を見てだろう、サラさんがふとそんなことを言った。

「今の俺は狙そ撃げき銃じゆうがメインですが、入り組んだ市街地ではあまり使えませんし、かといって愛刀を持ってくるのは違いますし、だから徒と手しゆ空くう拳けんに落ち着いているわけです」

「愛刀を持ってくるのは違うっていうのは、どうして？」

　製作者としては使って欲しいのかもしれない。サラさんの口調は若じやつ干かん強めだった。

「今の俺では、あのふた振りに対して役者が不足しているからですね。完全な力を取り戻すまでは、軽々しく扱あつかいたくはないと考えています」

「ん～、役者が不足してるって、そうかな？　私はそうは思わないけどなぁ。でもま、そういうのは本人にしか分からない自分ルールみたいなもんだしね。テアくんがそう考えているなら、無む理り強じいは出来ないか」

　そう話したのち、サラさんは少しだけネタバレを食くらわせてくる。

「あぁそうだ、実はね、私が今日のために造った武器も二刀ひと組なんだよね」

「そうなんですか？　どうせなら夕方のイベントで知りたかったですが」

「あ、ごめんっ。でも外観は謎なぞのままだしセーフ……だよね？」

「セーフで構いません。デザインは俺をモチーフにしたんでしたか？」

「あぁうん、そうだよ。でも全盛期のテアくんが二刀流だったから、とかそういう単純な理由で二刀ひと組のデザインにしたわけじゃないんだからね？」

「では俺の何をモチーフに？」

「それは内ない緒しよかな。ちなみにひとつだけじゃなく、テアくんからふたつ、モチーフとしての着想を得ているから、自分で考えてごらんよ」

「分かりました」

「ひとつだけ言えるとすれば、とにかくテアくんを想いながら造った二刀ってことかな。天聖祭のための武器なんだから初めは天聖祭のことを考えながら造ってたんだけど、気分が乗らなくてねえ。そこでテアくんのことを考えるようにしたら驚くほど気分が乗ってきて、あぁやっぱり私テアくんのことが好きなんだなぁ、って実感しちゃったよね」

　包み隠さず好きだと言われるのは、どうにも慣れない。

　幼少期に嫌われ者だった影響だろうか、色々と疑ぎ心しん暗あん鬼きになりがちだった。

　それを抜ぬきにしても、単純に照てれ臭くさくて受け入れがたい。

「ええと……好きだって言ってくれるのはありがたいですが、サラさんにはもっといい人が居るんじゃないかと思います」

「テアくんよりいい人って、たとえば？」

「それは分かりませんが、少なくとも俺は良くないはずです。俺は悪あく魔まですから」

「忌み子のことなんて、私はまったく気にしないよ？」

「違うんです。そうじゃなくて……」

　開けっぴろげに本音を語り、好きとまで言ってくれるサラさんにこそ、この事実はきちんと伝えるべきだと思って、俺は次の瞬しゆん間かんこう言っていた。

「俺はどうやら、少し堕おちているようなんです。普ふ通つうの忌み子と違って、悪魔化に至ることが出来ます」

「だから？」

　それがどうしたと言わんばかりに、サラさんはこともなげに呟つぶやいた。割と衝しよう撃げき的な告白であるはずなのに、それを聞いてもまるで動どう揺ようを見せないまま言葉が続けられた。

「そんなの、どうでもいいよ。テアくんはテアくんだしね」

「でも俺は、暴走したりもして……」

「そっか……それはつらかったね。でも大だい丈じよう夫ぶっ。そういうとき、今度は私がなんとかしてあげるからね？　具体的な解決案が全然思い付かないけども」

「なんで……そうやって簡単に受け入れられるんですか？」

　不思議でしょうがなかった。

　するとサラさんは、なんてことないように胸を張り、

「愚ぐ問もんだね。それはテアくんのことが好きだからに決まってるでしょ？　好きな人のことはなんだって受け入れられるの。つらそうなら励はげましてあげる。当然のことじゃない？」

「それを当然のことと言えるのは、多分、普通じゃないと思います」

「普通じゃないって……そうかな？」

「そうですよ。素す晴ばらしい方向に逸いつ脱だつしている、魅み力りよく的な女性だと思います」

「あ、普通じゃないって、そういう意味？　貶けなしたわけじゃなかったんだね」

「いや……この流れで貶すわけないですよ」

「にしし、それもそっか。ごめんごめん」

　サラさんは後ろ頭を搔かきながらそう言ったのち、不可思議そうに小首を傾かしげ、

「でもそうなると腑ふに落ちないね。テアくんお墨すみ付つきの素晴らしい女性であるこの私が、なんでこの歳になっても独身なんだろ」

「そういえばお幾いくつなんですか？」

「わぁお、それ聞いちゃう？　ダメだなぁ、テアくんそれはダメだぞぉ？」

「す、すみません……」

「んー、イケないテアくんにはお仕置きが必要だね？」

　ニヤニヤしながら呟くサラさん。

　今しがたまでの少ししんみりとした空気はどこかに消え去ってしまっていた。

　一体どんなお仕置きが来るのだろうか、と思わず身構えてしまうが、直後に言い渡わたされたお仕置きは俺の予想とはまったく違っていた。

「よし、じゃあテアくんを演武の刑けいに処すっ」

「へ？　な、なんですか？」

「演武の刑。今日の武器献けん上じようの場で、私の造った二刀を使って演武してもらうから」

「い、いやいや、そんなのプログラムに組み込まれてないじゃないですか！」

「そうだね。だから私が無理を言って組み込んでもらうの。多分イケるはず」

「か、勘かん弁べんしてくださいよ……人前に出て何かするのはあまり好きじゃないんですから」

「だ～め。せっかくテアくんを想って造った武器なんだし、どうせならテアくんに使われるところを見てみたいんだよね。それにこれはお仕置きなんだから、テアくんに拒きよ否ひ権はないのでした～。にしし、残念」

「くっ、そんな……」

　俺は気分を落ち込ませるが、しかし考え方を変えて開き直る。あのエルト・クライエンスが造った最さい新しん鋭えいの武器を、この手で特別に扱える──。そう考えれば、言うほど悪いことではないように思えてきた。

　よし、と気分を新たにした俺をよそに、向こう側から教官が迫せまってくるのが見えた。分かれた地点からちょうど互たがいに半周し、予定通りの合流ポイントに差しかかったようだ。

「あれ？　なんで姉さんが居るの？」

　ほどなくして合流した教官の、第一声がそれだった。まあ妥だ当とうな反応だろう。

「はぁいミヤ、私は休憩中だよ。そしたらテアくんとばったり会っちゃってね」

「ふぅん。なんでもいいけど、巡回の邪じや魔まだけはしないようにお願いするわよ？」

「分かってるって。もうしばらくの間、同行だけはさせてもらうけどね」

「はいはい、その程度なら許容してあげるわ」

「それじゃあテアくん、両手に花の状態で巡回しよっか？」

　俺は教官とサラさんに挟はさまれる形で、それからも巡回を行なうことになった。




「──それでね～、ミヤってば大泣きしちゃって」

「へえ、そんなことがあったんですね」

　並んで歩く中、俺はサラさんから教官の昔話を聞かせてもらっている。本当ならサラさんとも露店巡りが出来ればいいのだが、巡回中ゆえにそれが出来ない。それでもこうして楽しむことは出来ているので、悲観的な雰ふん囲い気きにはなっていなかった。

「姉さん、脚きやく色しよくはやめてちょうだい」

「えぇー、別にしてないでしょうが。私はありのままを言っただけですぅー」

　そして教官が昔話に文句を言って、サラさんが悪びれもせず茶化す、というのが今の時間における様式美になっていた。楽しい時間だと思う。

　──しかし……。

　妙みような胸むな騒さわぎがするのは俺の気のせいだろうか？

　この楽しい時間の裏で、何か良くない陰いん謀ぼうが蠢うごめいている気がしてならない。

　天聖祭──たくさんの観光客。

　無数にすれ違ちがうそんな人々の中に、脅きよう威いが潜ひそんでいないわけがない。

　俺が悪魔側の幹部ならば、人々が大量に流入するこの機に乗じて絶対に何かを仕し掛かけさせる。どれだけ警けい戒かいされていても、これだけ混雑していれば絶対に穴があるからだ。

　数がそれほど多くはない葬撃士による手て探さぐりの巡じゆん回かいだけでは、色々と限界がある。打つ手立てがそれしかないのだから、しょうがないことではあるのだが。

《ラウンズ》でも配備されていれば悪魔側への抑よく止し力りよくになるだろうが、言っちゃなんだがたかだか祭りの警備にあいつらは配備されない。

《ラウンズ》はエステルド帝てい国こくだけで成り立っている機関ではない。他国の葬撃士も含ふくめた選よりすぐりの精せい鋭えい部隊だ。エステルド帝国のお祭りのためだけに動くわけがなかった。

（……まあ本当、何も起こらないことを祈いのるしかないな）

　俺の心配が杞き憂ゆうであってくれればそれが一番だ。

　そう考えているうちに、日が暮れ始めてきた。さすがにそろそろ戻もどらないとマズい、とのことで、サラさんが俺たちの前から立ち去っていった。

　そして俺たちもぼちぼち、巡回を終わらせることになった。巡回が終わりなだけで、業務が終わるわけではない。メインプログラムが行なわれる城前広場に移動し、今度はそこで警備を行なうのだ。

　少し歩いて城前広場にやってくると、そこはすでに人々で混雑していた。

　今日のために設営された特別ステージを囲むようにして、大衆が集まっている。

「すごいことになってますね……」

「そりゃあね。今年は陛下と一いつ緒しよにあのエルト・クライエンスが登とう壇だんするわけだし」

　教官は少し誇ほこらしげだった。

　現代の名工と呼び声高い鍛か冶じ職人──エルト・クライエンス。

　その正体を知っているのは多分、この場には俺と教官しか居ないのだろう。

「あ、テアだ。おーい！」

　そんな折、シャローネが駆かけ寄ってきたことに気付いた。俺たち同様、夕方からはこちらの警備に回されているらしい。

「わたしも居る」

　いきなり背後で声がしたかと思えば、エルザが真後ろに佇たたずんでいた。相変わらずの神しん出しゆつ鬼き没ぼつ具合だな……。

　俺たちのみならず、葬撃士が徐じよ々じよに集結しつつある城前広場。陛下とエルト・クライエンスが登壇するのだから、この場の警備が重点的に増やされるのは当然だった。

　俺は今回、警備として少し特別な位置に配備されることになっており、教官たちと別れて早さつ速そくそちらに移動していた。

　──壇上だ。

　陛下やサラさんが登壇予定の壇上。

　これは陛下の、一番信しん頼らい出来る者に自分たちの近くを守らせたい、という考えから生まれた配備案らしい。蒼そう天てん樹じゆ褒ほう章しようを授けた者への敬意なども含まれているのかもしれない。

　今の俺なんて《ラウンズ》の序列一位だったころとは強さが違うというのに、それでも信頼を置いていただけるのはありがたい。

　それにしても、無む駄だに俺への注目が集まっている。壇上だけあって目立つ。やたらと見られて、黄色い声せい援えんが飛んできたりして、こういうのは苦手だった。

　演武の案がもし通っていたら、ここでそれをやる羽目になるんだろうな。

　はあ、勘弁してくれよ……。

　そう思いながら、不ふ審しんな者が城前広場に潜んでいないかどうかを目視で探る。

　しかしそれらしい影かげは見当たらず、ひとまずの安心を得る。

　やがて城前広場の至るところに設けられた拡声器から、皇族家補ほ佐さの人間によるアナウンスが発せられ始めた。メインプログラムの開会を告げる声だった。

　その瞬間、ステージ脇わきに待機していた宮きゆう廷てい楽団による厳おごそかな演奏が始まった。そして演奏に合わせる形で、舞ぶ台たい袖そでからエラバス陛下が挨あい拶さつのために姿をお見せになられる。

　白しら髪がの偉い丈じよう夫ふに対して、大衆から歓かん声せいが投げかけられる。

　陛下はそんな歓声に片手を上げることで応じられていた。

　俺にも目配せをくれて、俺は目礼で返答とさせていただいた。

　挨拶が終わると、陛下は拍はく手しゆに包まれながら一いつ旦たん降壇した。

　それからも、式典によくあるお偉えら方がたの形式的な挨拶が続いた。

　それらがひと通り済んだところでようやく──

『続きまして、本日はかの《名工》エルト・クライエンス様より──』

　とのアナウンスが木霊こだました。

　その瞬間、どっ！　と城前広場がこの日一番の盛り上がりを見せた。

　もちろんそれは意外でもなんでもない。

　エルト・クライエンスの鍛冶技術による恩おん恵けいは大衆のほとんどに関係がないものの、葬撃士のトップ層を支える武器が名工謹きん製せいのモノだと知れ渡っている影えい響きようで、自分たちは間接的にエルト・クライエンスにも守られている、という考えが大衆の心理には存在しているようで、エルト・クライエンスもまた英えい雄ゆうのような扱あつかいを受けていた。

　だからこそ、沸わく。舞台袖が揺ゆらめき、そこから男モノの貴族服を身に着けた仮面の人物が歩み出てきたところで、その興奮は最高潮を迎むかえていた。

　なるほど……男装と仮面で身元を隠かくすことにしたらしい。

　そんなエルト・クライエンス──サラさんの手元には、話に聞いていた二刀の剣けんが握にぎられていた。ずっと製作過程を見てきた俺でさえ、完成形は見せてもらえなかったモノ。

　──その二刀は、いびつだった。

　剣として成り立っているのかも怪あやしいほどに、際立っていびつだった。

　しかし、美しかった。

　見る者の心を奪うばい、惹ひき付ける魅力がそこにはあった。

　あれだけうるさかった城前広場が途と端たんに静まり返ったのも、恐おそらくはその二刀の圧あつ倒とう的なまでの魅力に息を吞のまざるを得なかったからだろう。

　──俺をモチーフにしている、とサラさんは言ったが、実物を見ても俺の何をモチーフにしているのか、イマイチまだピンと来ない。それでもひとつだけ確かなのは、これ以上ないまでに素す晴ばらしいふた振ふりだということ。触さわらずともそれが分かる。

　そんな中、壇上にやってきたサラさんが、俺の前で足を止めた。そして手中の二刀を、俺に差し出してきた。仮面の向こうから、ニヤけた声が聞こえてくる。

「さあテアくん、演武の時間だね？」

　あぁそうか……、と俺はうんざりした。どうやら演武案が通ってしまったらしい。

　司会進行役にもそれが伝わっているようで、城前広場にその旨むねがすでにアナウンスされていた。予想以上に場が沸き立ち、震ふるえた。歓声の圧が凄すさまじい。

「だいぶ期待されてるみたいだよ？　やるしかないね」

「……頑がん張ばりますよ」

　俺はサラさんから二刀を受け取る。

　その瞬しゆん間かんから──気き迫はくのようなモノが伝わってきた。俺をモチーフに、俺のために造られたというこのふた振り。実物を手にした今もまだ、俺の何を想って造られたモノなのかは分からないが、それでもサラさんの丹たん精せいが染み渡わたってくるようだった。

　これを手にした以上、嫌いや々いやこなすわけにはいかなくなった。

　投げやりな演武は、サラさんとこの二刀に失礼だ。

　期待してくれる観客だって居る。

　なればこそ、俺は気合いを入れて壇上の中央に歩み出た。無数の注目が降り注ぐ。騒そう々ぞうしさはもうなかった。俺の演武に集中すべく、人々は静まり返っていた。

　緊きん張ちようはしないまま、俺は二刀を構える。

　──演武。

　もちろん我流ではない。俺の剣術はとある流派の型に基づいている。

　帝国五大貴族の一角、マリアクルド公こう爵しやく家。

　数あま多たの葬撃士を輩はい出しゆつしているかの名門が営む、マリアクルド流二に爪そう剣けん術じゆつ道場。

　俺の素の能力を鍛きたえてくれたのが教官だとすれば、剣の腕うでを鍛えてくれたのはそこだ。

　今も当然、俺の体に染み付いているマリアクルド流二爪剣術。

「────」

　その型を、壱いちから順に繰くり出していく。

　見世物として恥はずかしくないように、寸分の狂くるいなく精密に。

　壱式から始まり、壱拾式まで続く《基本ノ型》。

　必殺の剣けん技ぎを連ねる《秘伝ノ型》。

　最後に秘ひ奥おう義ぎ・《終ノ型》。

　振ふり抜ぬき、終える。

　──やりきった。たかだか一分にも満たない短い時間だったと思うが、その中に濃のう密みつな技のすべてを込められたように思う。

　その瞬間だった。水を打ったように静まり返っていた城前広場が、爆ばく発はつするかのように沸き上がった。あちこちで指笛が鳴り響ひびき、拍手が津つ波なみのように押し寄せる。

　──良かったぞー！　──素す敵てきでしたっ！

　そうした感想、感激の声も飛んでくる。

　引き続き沸き上がる会場をなんとなく見み渡わたすと、教官もにこやかに拍手してくれていることに気付いた。それが一番、嬉うれしかったかもしれない。それから俺は、サラさんに二刀を返却し、警備の定位置に戻った。

　そんな中、

「──っ……」

　俺の意識が──何かを知覚した。

　──違い和わ感かん。

　──気配。

　静かに忍しのび寄る……何か──。

　依い然ぜんとして沸き上がる城前広場の熱気が、俺の中では冷めていく。

　音が遠ざかり……

　──代わりに押し寄せる悪意の波動。

　目に見えない邪じや悪あくな意志をふと感じ取った俺は、視線を壇上の端はしへと差し向ける。

　サラさんが佇んでいるその場。

　他には誰だれも居ないはずのその場に、しかし──

「……ッ！　誰だ！」

　いつの間にやら人ひと影かげが出現していた。

　最初からそこに居たかのように。

　ぱちぱちぱち、と乾かわいた拍手を俺に向けながら。

「やあ」

　俺の誰すい何かに対して、その人影はおどけるように言ってみせた。

　沈しずみかけの西日を背負いながら、黒いローブで全身を覆おおったそいつは、

「いい演武だったよ。でも今のターゲットは君じゃないからどうでもいい」

　俺に向かって肩かたをすくめてみせたのち、サラさんを振り返り、

「やっと会えたね、エルト・クライエンス」

　そう言って黒い影のようなモノをサラさんの体に巻き付け、拘こう束そくしてみせた。

　直後、城前広場がざわめく。

　悲鳴が巻き起こる。

　誰もがようやく、異常事態を認識し始める。

「お前は……」

「改めましてテア・フォードアウト。久しぶりじゃないか」

　世間話でもするような態度で言いながら、黒ローブは拘束したサラさんの体を担かつぎ上げた。サラさんは藻も搔がくが、両腕両足が黒い影にくくられ、蓑みの虫むしのようになっているため、抵てい抗こうらしい抵抗は出来ていなかった。

「悪いけど、エルト・クライエンスはいただいていくよ」

「させない！」

「させてもらえると思うけどね」

　減らず口なそいつと舌戦を繰り広げるつもりはなかった。

　俺は踏ふみ込こみ、黒ローブに殴おう打だを仕し掛かける。しかしまともにやり合うつもりはないのだと言わんばかりに、黒ローブは飛び跳はねてステージの高い柱の上に移動した。

「僕だけに構ってちゃ駄だ目めだと思うよ？」

「何……？」

「あれをご覧よ」

　黒ローブが大衆たちを指差す。俺はそちらに目を向ける。

「──なっ……」

　信じられない光景が待ち受けていた。大衆の一部が──悪あく魔ま化していた。この間の、アガリアレプトの依より代しろとなったガレッシャーノを彷ほう彿ふつとさせるおぞましい変化だった。

　この場の葬そう撃げき士したちが、すでに対処に当たり始めている。教官も、シャローネも、エルザも、大衆を避ひ難なんさせつつ悪魔を攻こう撃げきし始めていた。

「何をした……？」

「なんでもいいじゃないか」

　高みからそう答え、黒ローブがサラさんもろとも消えた。

　いや……悪魔の力を借りた魔法か何かで姿を消しただけだろう。気配は感じる。

　だから俺はその気配を追って、移動を開始する。城前広場の対処は他の葬撃士たちで充じゆう分ぶんなはずだ。悪魔の数はそれほど多くはなかった。

「──テアくんっ！」

　黒ローブの気配を追うそんなさなか、教官が俺に付いてきていることに気付く。

「教官、なぜ？」

「なぜも何も、今のテアくんにあんなのを一人で追わせるわけにはいかないの！　それに姉さんのこともあるし、私も行くわ！」

「分かりました」

　黒ローブが魔法を使えるのであれば、今の俺が一人で対処出来るどうかは怪しい。

　助すけ太だ刀ちは望むところだった。

　かくして──俺と教官は二人で、黒ローブの気配を追いかけていく。

　華はなやかだった天聖祭は一転して、混こん沌とんの坩堝るつぼと化したのだった。
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「しつこいなあ」

　そんな声が響いたのは、人々の混乱の叫さけびが聞こえない、帝てい都との郊こう外がいまでやってきたころのことだった。

　ひと気のない雑木林の一部。

　ひらけた空間となっているそこで足を止めたかと思えば、黒ローブは自身の姿を再度顕けん現げんさせたのだった。その肩には当然、サラさんが担がれたままだった。

「付きまとわれたくないなら、エルト・クライエンスを手放しなさい！」

　教官が糾きゆう弾だんするように言った。

　すると黒ローブは肩をすくめる。

「イヤだね。エルト・クライエンスは手放さない」

「それが目的だからか？」

　俺は問う。

「お前が先日から帝都に潜せん入にゆうしていたのは、エルト・クライエンスの拉ら致ちが目もく撃げきだったんだな？　だがエルト・クライエンスの正体が分からず、拉致を実行したくても出来ない状態が続いていた。そこで今日のあの場面を狙ねらった。そうだろう？」

「さあね」

「エルト・クライエンスをさらって何がしたい？」

「話すつもりはない」

「最高の武器製造者を人間側から奪うばうことで、葬そう撃げき士しの間接的な弱体化でも狙ったか？」

「さっきから、君は勘かんがいいね」

　くすくすと笑って、黒ローブは直後に左手を前方にかざした。

「──そういう奴やつはさっさと消すに限るな」

　魔ま方ほう陣じんがひとつ、展開された。

　一いつ瞬しゆん後ごにはその中心部から、黒い光条が放たれた。

　俺はそれを容易に見切って躱かわし、体と思考を臨戦態勢に切り替かえる。

「テアくん、攻せめるわよ！」

「はい！」

　直後、俺と教官は共に駆かけた。黒ローブめがけて、まずは俺が拳こぶしを繰り出し、それは避さけられたが、続けざまに教官の銃じゆう剣けんが火を噴ふいた。

　放たれた銃じゆう弾だんが黒ローブを貫つらぬこうと進しん撃げきするが、黒ローブはそれを間かん一いつ髪ぱつで躱し、それからサラさんを盾たてにするかのように自分の前に降ろした。

「やっぱり分が悪いみたいだ。カッコつけてみたけど、さっさと消すことは出来そうにない。だから僕はこうしよう。──なあお二人さん、さっさと引き返してくれないか？　さもなくば僕は、エルト・クライエンスをこの場で殺害する」

「お前……ッ！」

　動くに動けなくなった俺たちをよそに、黒ローブがおちゃらけたように続ける。

「本当は生きたまま連行したいんだけど、さっき君が看破していた通り、最低限そちらの武力を間接的に落とせればそれでいいんだよね。だから、君たちがこれ以上強行を図ろうとするなら、僕はエルト・クライエンスをこの場で殺す選せん択たく肢しを選ぼう」

「お前は……」

　怒いかりに震ふるえた声で、俺は尋たずねる。

「お前はなぜ……悪魔に味方する？」

「はい？」

「自分と同じ人間を殺そうとしてまで、悪魔に味方したいのはどうしてだッ！」

「逆に聞くけど、自分の生まれにこだわる意味って何？」

　黒ローブはあっけらかんと言った。

「僕は確かに人間だ。でも、たまたま人間として生まれただけだ。もしかしたら植物だったかもしれない。もしかしたら動物だったかもしれない。色んな可能性がある中で、人間としてたまたま命を授さずかっただけだ。そんなたまたまの生まれにこだわる意味って何？」

「たまたまで片付けるなよ……」

「どうして？」

「たまたま忌いみ子に生まれただけで──どれだけの子供が苦く悩のうしてきたと思うッ!?」

　避けられた、泣かされた、なぶられた。

　それだけならまだマシな方で──。動物の餌えさにされた者も居れば、悪魔との混血から人じん為い的に魔法を作り出すことは出来ないだろうかと人体実験の被ひ検けん体と化した者も居る。

　人間至上主義が全ぜん盛せいだった時代、忌み子に人権などなかった。黒ローブが言うところの、たまたま忌み子に生まれただけで、俺たちは苦しみながら生きるしかなかった。

　たまたま忌み子に生まれて、必然的に酷ひどい目に遭あって──

　だから、人間として認めてもらえるよう、必死に願ってきた。

「お前は……愚ぐ弄ろうしている」

「ふぅん？」

「立派な、純じゆん粋すいな人間として生まれたくせに、なぜそうであることを捨てるのか……──俺には理解が出来ないッ！」

　目の奥が熱くなる。泣きそうなのではない。悲しくもない。

　俺を支配するのは怒り──それは前兆だった。

「テアくん、目が……」

　教官が驚おどろいたように言う。

　目が、赤い。

　淡あわく、赤い。

　闇やみ夜よで揺ゆらめく獣けものの双そう眼がんのように、俺の目は燐りん光こうを──

　紅ぐ蓮れんの燐光を発し始めていた。

「ははっ、疼うずくかい？　悪魔の血が感情の高ぶりに呼応して」

　笑う黒ローブ。

　その首を今なら一瞬で削そぎ落とせそうな気がした。

　人質のサラさんが傷付けられる前に殺せそうな気がした。

　悪魔の血が活性化し、力が戻もどっている。

　だがこの力を振ふるえば、悪魔化して暴走しそうな気もした。

「僕には分かるよ。君はその力を制せい御ぎよ出来ない。その力を振るえば、君は大切な人間まで傷付ける可能性がゼロじゃない。だから君は攻撃出来ない。その圧あつ倒とう的な威い圧あつ感と殺意は張りぼてと同じさ」

「黙だまれ……」

「じゃあ何かい？　堕おちてでも攻撃するかい？　出来るかなあ？　この人質もろとも傷付ける可能性があるのに？」

　自分が優位であることを疑わない黒ローブ。

　そんな折──

「テアくん、ダメだよ」

　そう呟つぶやいたのは、囚とらわれのサラさんだった。

「吞のまれるのは絶対にダメ。つらくても、欲よく望ぼうに負けちゃダメ」

　仮面の奥でややこもった言葉を発すると、サラさんは持ったままだった二刀を、体のひねりを利用してこちらに投げて寄よ越こした。ちょうど俺と黒ローブとの中間地点の辺りに、その二刀は突つき刺ささるようにして落下した。

「それを使って。根こん拠きよはないけど、それを使えば──」

「妙みような真似はやめるんだね」

　黒ローブがどこからかダガーを取り出し、サラさんの首元に押し当てた。

「次、妙な真似をすれば殺す。君たちが妙な真似をしても殺すよ。たとえばその武器を拾う、とかね」

　そう言われ、俺は、

「──」

　その言うことを聞かない選択肢を選んだ。一秒を切り刻んだ刹せつ那なの一瞬でその二刀を摑つかみ取り、次いで黒ローブの目前まで迫せまって──

　振るった。

　二刀を。

　黒ローブのあらゆる反応速度よりも早く。

　速く。

「……っ!?」

　焦あせったように黒ローブが飛びのいた。サラさんを投げ出している。サラさんを抱かかえたままでは反応が間に合わないと考えたのだろう。実際、それは正解だ。サラさんを放ほう棄きしたおかげで奴は俺の斬撃を躱すことが出来ていた。それでも胴どう体たいの一部が傷付く結果にはなっていた。ローブの一部に切り傷が走り、鮮せん血けつがしたたり始めている。

「おっとっと」

　黒ローブはしかし、余よ裕ゆうぶる言動をやめなかった。

「まさか力を振るうとは思わなかったな。調子に乗ってると暴走するよ？」

「暴走はしない」

「なぜそう言える？」

「この二刀がそうさせるからだ」

　俺をモチーフにしたと何度も伝えられた、いびつな二刀。

　この武器は俺を想って造られている。

　人間の俺と、悪あく魔まの俺。

　二種の血を引く俺を表わしているのだとようやく気付いた。

　悪魔で人間。

　人間で悪魔。

　それをモチーフにしたら、自然とこのいびつなデザインに落ち着いたのだろう。

　そして、武器は使い手が居てこその武器。

　献けんじ上よう品とはいえ、誰だれかに使われることを想定し、サラさんはこれを造っていた。

　俺をモチーフにした以上、想定した使い手は俺だった。

　他の誰かが使用すれば、恐おそらくこれは形状的にナマクラ以下のゴミ。

　だが俺が使い手となったその瞬間、これは伝説以上の名刀と化す。

《名工》エルト・クライエンスの、俺が思うに史上最高傑けつ作さく。

　造り手の想いが痛いほど込められたこれこそが、俺の暴走を食い止める。

　心を繫つなぎ止めてくれる。

　ただし、この先の領域──いわゆる羽を展開しての悪魔化までもが、これで制御可能かどうかは分からない。

「少し、侮あなどっていたかもね」

　サラさんの身み柄がらを教官が確保している中で、黒ローブが面白そうに言った。

「そうだな、ちょっとだけ予定を変へん更こうしよう。最優先事じ項こうをエルト・クライエンスの確保ではなく、テア・フォードアウトの殺害──とするかな」

「……何？」

「君はやはり邪じや魔まなんだよね。本当は使いたくなかったんだけれど、仕方がない」

　奥の手だよ、と言って──

　黒ローブが手中のダガーで自分の腹部を突き刺した。

　俺は驚き、教官やサラさんが小さく悲鳴を上げるそんな中、奴やつを中心地とするように魔ま方ほう陣じんが広がり──

[image: ]

　奴は耳慣れない言語を口にした。

　何か、良からぬことが巻き起こる気配を感じた俺は──

　その何かが発生するよりも先に、黒ローブに迫ってその首を斬きり飛ばした。

　ところが──

「残念でした」

　ローブと一いつ緒しよに刎はねられ、宙を待った首が楽しげにそう言ったかと思えば、

（なんだ……？）

　直後に奴の足元の魔方陣から大量の紫し煙えんが噴き上がり──

《これなら君を倒たおせると思うよ、僕は》

　三つの醜みにくい顔と、三枚の羽を有する、黒い毛を燃え盛るように逆立てた巨きよ大だいな牙が獣じゆうが顕けん現げんしていた。

「これはまさか……幻想的フアンタズム奇数枚種オツドナンバーの……」

　教官がおののいたように呟き、俺はそれを引き継つぐ形で紡つむぐ。

「ええ、《ケルベロス》ですね……」

　──幻想的奇数枚種。

　悪魔の領域の最奥にしか生息しないとされている、獰どう猛もうな悪魔。

　その中でもケルベロスは、知ち恵えさえあれば極星一三将軍ノツクスジエネラルにも名を連ねられるだろう、と言われるほどに凶きよう暴ぼうかつ残ざん忍にんな力を持つ、らしい。

　黒ローブは自分を依より代しろにしてケルベロスを召しよう喚かんした──否いや、そのものと化した。

　圧倒的な気配が、周囲に充じゆう満まんし始める。相対しているだけで、その気配が発する重圧に押し潰つぶされそうだった。この場の重力だけが増したかのように、俺は体の動かしにくさをなんとなく感じた。

　奴が大おお幅はばに強くなったのは分かる。それでも──やるしかない。逃にげる選せん択たく肢しも、やられる選択肢も排はい除じよして、俺は目の前のこいつを蹂じゆう躙りんしてやる……ッ！

《せっかく奥の手を使ってやったんだ、出来るだけ楽しませておくれよ？》

　余裕を深めたかのような、そんな言葉があった直後──ケルベロスが迫ってきた。三つ首を振り乱みだし、猪ちよ突とつ猛もう進しんと言わんばかりの特とつ攻こうだった。

「教官っ、サラさんを頼たのみます！」

　言って、俺はその特攻に踏ふみ込んだ。避よけずに、二刀で受け流しながら斬ろうとして、しかし──

「ぐっ……！」

　弾はじき飛ばされた。木の幹にぶつかり、かはっ、と肺の空気をすべて吐はく。

　そこに──

《もう終わりかなッ？》

　ケルベロスが突っ込こんできた。

　俺はすかさず息を吸い上げながら木の幹を蹴けって、宙高く舞まって、避ける。それから体をひねって螺ら旋せん回転しながら、ケルベロスの背中めがけて落下斬ぎりを敢かん行こうしたが、

《甘いねッ！》

　待ってましたと言わんばかりに上向いたケルベロスの、その凶きよう悪あくな前足で俺は横よこ薙なぎに払はらわれてしまった。体勢を立て直して着地し、再び踏み込む。袈け裟さ懸がけに切り込む。下級や中級の悪魔であれば、この一いち撃げきで仕留められるはずだったが──

　爪つめで、その斬撃を受け止められた。二撃、三撃と続けざまに打ち込むが、硬こう質しつな爪を斬り砕くだくことは出来ず、傷付けるだけで精せい一いつ杯ぱい。

　くっ、と吐き捨すてる俺を見て、ケルベロスは牙きばを剝むき出すように笑いながらその口を大きく開けた。喉のどの奥に火の粉がわずかに見えて、俺がマズいと思った直後──

《地じ獄ごくの業火を味わっておくれッ！》

　ケルベロスの三つ首からそれぞれ凄せい絶ぜつな火か炎えんが吐き出された。火球ではなく、体内から一直線に、光線のように俺を燃やし尽つくさんばかりの放射。

　俺は二刀を振るって炎ほのおを払いつつ、逃げずに踏み込んで──斬り上げた。

　中央の首を刎ねる。

　だが奴はその首を犠ぎ牲せいに、俺へのカウンターに成功していた。振るわれた爪が、俺の胴体に深々と突き刺さっていた。

「テアくん……っ！」

　サラさんを守る教官の、悲鳴じみた声。

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめつつ、俺は距きよ離りを取って──痛感する。

　今のままでは勝てない。良くて五分だ。侮っていたわけではないが、今の自分を過信し過ぎていたかもしれない。傷は凄すさまじい速度で回復してくれるが、決定打にかける以上、この治ち癒ゆ能力があったところでジリ貧が続くだけだろう。

　勝利を目指すには、やはり──

（王の力を……）

　悪魔化を──頼たよるしかない。

　だが制せい御ぎよ出来るのか？

　いいや、恐らくは出来ない。

　精神的支柱たるこの二刀があっても、そう簡単には使いこなせないだろう。

（それでも──……）

　このまま戦い続けてもし俺が負ければ、次はサラさんにまた牙が向けられるだろう。

　教官がそれを防ごうとするだろうが、多分勝ち目はない。

　なら、俺が未然にすべてを終わらせるしかないんだ。

　無理でもやれ。やらなければ終わる。

　だから──

「──がぁっ……！」

　俺は背中に力を込める。人である自分を捨てて、悪魔として堕おちるために。

　だが、制御しろ──制御してみせるんだッ！　この間だって暴走に至るまでの短時間ならまともに戦えていただろ！　あのときの感覚を、思い出してみせろッ……！

「うっ、ぐ、っ……ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　断だん末まつ魔まかと思えるほどの雄お叫たけびが喉の奥から飛び出した。苦しい。つらい。だが、それでも、俺は、力を引き出すことをやめず──直後に悪魔の象しよう徴ちようを、王の血を、この世界にさらけ出す。俺という質量を無視して、背中におびただしい枚数の羽が舞まい広がった。

《ははっ、これはすごいや……っ！》

　三三三対──六六六枚の、羽。

　それを見て、奴は笑っていた。

　強がりなのか、力量差が分かっていないのか、どちらなのかは分からない。

　あるいは純じゆん粋すいに──楽しんでいるのか。

《だけどそれ、制御出来るのかい？》

「して、みせる……ッ！」

　言いつつ、しかし、吞のまれそうだった。

　脳裏が、思考が、闇やみに染まっていく。

　それでも……せめて、堕ちてしまう前に、目の前の脅きよう威いだけはこの手で──ッ！

「らあァッ！」

　踏み込んで、誰も知覚出来ない一いつ瞬しゆんの時間で、ケルベロスの真下に潜もぐり込む。

　ケルベロスが回かい避ひの脳内信号を生み出すよりも先に二刀を振ふるった。

　残された左の首を斬り飛ばし、右の首も斬り飛ばす。血が噴ふき出し、ケルベロスからは三つの頭部が失われ、もはや生物としての活動を終わらざるを得ない状態となった。

《嗚呼ああ……、嗚呼……っ！　あはははははははははは！》

　それでもしかし、俺に刎ねられた首がそれぞれ、歓かん喜きするように声を上げていた。

《これっぽっちも反応出来なかった！　これが悪あく魔まと天使の……くはは、まさかこれほどとはね……王よ、貴公の息子は一応順調みたいだよ……っ！》

　ぼたたっ！　と宙を舞っていた首が地に落ちて──その瞬間、ケルベロスの体が搔かき消えた。質量が縮み、依り代と化していた黒ローブが現れる。ケルベロスの命が尽き果はてた結果、依り代の状態に戻もどったということだろう。刎ねた首まで元に戻っていた。

「いやあ、君は強いな。今の僕では勝てそうにない。逃げてもいいかな？」

「逃がすと、思うか……？」

「思わないけど、逃げさせてもらうよ。エルト・クライエンスの拉ら致ちには失敗したし、君を殺すことも出来なかったけど、君のデータ収集は出来たしね。一応は満足だ」

　そう言って奴が姿を透とう明めい化させたが、気配は手に取るように分かった。

　逃がさない。殺す──そう考えつつ俺は二刀を構え、踏み込み、透明化した黒ローブの体に一瞬で追い付き、トドメを刺さそうとする。

　だがその瞬間──

「ぁぐ、ッ……！」

　動どう悸き。足を止めて、苦しむ。頭が痛い。脳のう裏りを闇がよぎる。このままじゃ駄だ目めだ。吞まれる。闇が襲おそってくる。暴走してしまう。あらがえ。だが、これには──……

「──がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　心臓がひときわ大きく跳はねたような感覚と同時、思考のすべてが闇に吞まれていくのが分かった。自我が奥へと追いやられ、代わりに何者かが俺を支配する感覚──。

　何かを破は壊かいしたい。

　破壊。

　何かを壊こわさせろ。

　殺させろ。

　俺に我が慢まんさせるな。

　攻せめさせろ。

　犯おかさせろ。

　跪ひざまずけ。

　あぁ、そこの仮面のお前でいい。お前から破壊してやろう。この二刀の錆さびになれ。

「ははっ、暴走したようだ。敵味方の区別ナシに襲い始めるぞこりゃあ。さてと、じゃあ僕はこの隙すきに撤てつ退たいを再開しようかな」

　雑ざ魚こが一いつ匹ぴき遠ざかっていくようだが、まあいい。

　仮面の、男か女かもよく分からない存在を斬きり伏ふせてやる。

　二刀を構え、踏み込み、振り上げる。

　その仮面の人間は逃げようともしないまま──

「テアくんのやりたいことはこんなんじゃないよね？」

　そんなことをのたまった。なんてことないその言葉に俺は異様に搔き乱される。

「だ、黙だまれ……」

「ダメだよ負けたら。つらいなら、私が支えてあげるから、一いつ緒しよに頑がん張ばろうよ」

「黙れと言っている……ッ！」

　この人間は危険因子だ。俺を搔き乱す光のひとつだ。存在を許してはならない。そう考えて二刀を今一度構えたその瞬間、

「テアくん」

　今度は俺の手に誰だれかが触ふれてきた。

　赤い髪かみの女、だった。

　綺き麗れいで犯しがいのありそうなその女は──……ぐっ……。

　思考が乱れる。

　これもまた光だ。先日も俺を抑おさえ込んだ原初の……。

「さ、触さわるな……ッ！」

　おびえるように振り払おうとしたが、しかし……振り払えない心地好さがそこにはあって、癒いやされる。

　浄じよう化かされていくような、これは……そうか、俺は……また……。

「テアくん、敵はあっち」

　諭さとすような指示。

「私も手伝うわ。この二刀はね、私とテアくんでもあるらしいの」

「教官……」

　力が流れ込んでくる。

　俺を脅おびやかす禍まが々まがしい闇を中和する、輝かがやかしい光が教官からは感じられた。

　王の羽はまだある。

　それでも自我を奪うばわれはしない。

　教官頼りで、まだまだ制御なんかとは程遠いが、今ならやれる。

　姿を消したまま逃にげていく黒ローブ。

　その気配を確実に捉とらえながら、俺は教官に支えられながら二刀を持つ。

　この二刀は人間の俺と悪魔の俺を表わしていただけでなく、俺と教官でもあるとのこと。

　そういえばサラさんが、俺をモチーフにしてふたつの意味を込めた、みたいなことを言っていた気がする。本当に、俺を想われて造られているようだ。教官への想いも組み込んでいるとは小こ粋いきだ。そんなサラさんの想いを感じ取り、俺の状態は安定を増していく。

　教官とサラさん──ふたつの光に支えられながら、俺はこの状態ゆえの魔力を二刀に込めてトドメの一いち撃げきを放とうとする。教官も一緒に握にぎってくれている。その重ねられた手にどうしようもない愛情を感じながら、

「いきますよ、教官」

「ええ、終わらせるわよ」

　言って、俺たちは放つ。

　宙を切断する斬撃を。

「「──はああああああああああああああああああっ！」」

　共に裂れつ帛ぱくの気合いを吐はき出し。

　振るう。

　二刀を重ねて持ち、一刀に見立て、魔力を込めた一いつ閃せん。

　袈け裟さ懸がけの軌き道どうで振るわれたそれは、目に見える範はん囲いを理り不ふ尽じんに切断していく。

　明らかに刃はが及およばない位置に生える草木が斬れて舞う。

　斬ざん撃げきが飛んだのではなく、一閃の直線上にある空間を斬った。

　だから、避さけることは出来ない。

　振るった瞬間直線上にあったモノは一定距きよ離りに限りあまねく斬り飛ばされる。

　ゆえに──

「へえ……お見事……」

　一閃の直線上を駆かけていた黒ローブの体が斜ななめに分ぶん離りし、上半身がどさっ、と滑すべり落おちた。斬撃を食らった瞬間、透明化は強制的にだろうか解除されていた。

「テアくん、お疲つかれ様さま」

「はい……」

　どっ、と疲ひ労ろうが押し寄せ、羽が抜ぬけ落ちていく感覚があった。

　実際、抜け落ちていた。

　やはり悪魔化はろくに制御出来ない上、長時間使えるモノでもないらしい。

　目の燐りん光こうも途と絶だえ、俺はいつもの状態に戻っていた。

「あとは……」

　それでもまだ終わりではない。俺は二刀を持ちながら、黒ローブに迫せまった。

　奴やつはしぶとくもまだ生きていた。

　血の痕あとを残し、はみ出た臓ぞう腑ふを引きずりながら、上半身を這はわせていた。

　この期ごに及んでフードは脱ぬげていない。まあこんな奴の中身はどうでもいいが。

「もう、諦あきらめたらどうだ？」

「そいつは出来ない相談だね……」

「ならば、俺が今すぐ引導を渡わたしてやろう」

　同じ人間だろうと、自らの意志で悪魔に与くみして反省もしないような奴は排はい除じよする。

「だがその前に答えろ。お前は何者だ？　どこの所属だ？」

「《秘匿結社イルミナテイ》……」

　黒ローブは組織名らしきモノを呟つぶやき、けたけたと笑った。

「これ以上は……自分で考えなよ？　どうやらここまでのようだしね……」

　黒ローブはそう言って、空を見上げるような動作を行なった。

　次の瞬間だった。

「──なんとか間に合ったようじゃな？」

　声が──降ってきた。

　空から声が──聞こえてきた。

　何事かと思って天を仰あおいだその直後──

「あやや、これは派手に欠損したのう」

　幼い少女が、地上に舞まい降おりてきたのだった。

　俺は目を見開く。その少女は白黒メッシュの長ちよう髪はつをなびかせて、ゴシック調の衣服を身に着け、一見すると可愛かわいらしい幼子でしかなかった。

　しかし──額に生える二本の角と、その背に有する一〇〇枚以上の羽が、人間ではないことを如によ実じつに語っていた。

　つまり──悪魔。しかも、この間覚かく醒せい復活を遂とげた際のアガリアレプトよりも羽が多いということは、どれだけ低く見積もっても──極星一三将軍の一角。

　いきなりのことに動どう揺ようしつつも、俺は身構える。

　今の疲ひ弊へい状態では勝ち目はまったく見えないが……。

　すると、その一見すると可愛らしい幼子の悪魔は俺に目を向けてきたかと思えば、

「待たれよ。わしに敵意はないぞ」

「そんなのは……信じられない」

「本当じゃし！　わしはただこやつの回収に来ただけじゃし！」

　そう言うと、幼女の悪あく魔まは黒ローブの上半身と下半身に視線を向け、

「むんっ！」

　と、謎なぞのかけ声を発した。

　直後、黒ローブの上半身と下半身がそれぞれ、出現した魔ま方ほう陣じんに吸い込まれていった。

「よし、これで良かろう。回収完かん了りようじゃ」

　やりきった感満まん載さいの顔で呟いたのち、そのロリ悪魔は俺をまじまじと見つめてくる。

「ふむ、なるほどのう。確かに似ておるわい。我らが王に」

「……本当に敵意はないのか？」

「ないと言っておろうに」

「あんたは……何者だ？」

　聞かずとも、おおよその予想はついている。

　数ある悪魔の情報と照らし合わせると、こいつは──

「わしか？　わしはサタナキアじゃ」

　やはり、そう名乗った。

　案の定、極星一三将軍の一角。

　このクラスの悪魔がわざわざ回収しに来るだと……？

（……黒ローブは一体何者だ？）

　この状じよう況きよう含ふくめて困こん惑わくしきりの俺をよそに、

「ま、わしの顔に免めんじて此こ度たびの粗そ相そうは許せ」

「偉えらそうだな……」

「むふん、実際に偉いからの」

　ない胸を張ってそう言うと、サタナキアと名乗ったロリ（というか年ねん齢れいを考えれば婆ばあさんを超こえた何か？）な悪魔は改めて俺を見つめ、

「テア、で良かったか？　お主の名前」

「そうだが……」

「そうかそうか。ならばテアよ、此度は見事であったぞい。噂うわさに違たがわぬその強さ、しかとこの目に刻み込んでやったわい」

「なぜ褒ほめる……？」

「良きモノは褒めるが鉄則じゃ。その昔ばっちゃが言っとったわい。じゃがあまり話している暇ひまもないのでな、わしはもうゆくぞ。ではの」

　そうとだけ言ってあっさり立ち去るのかと思いきや──

　ぺろり。唐とう突とつに顔を寄せてきて、俺の頰ほおの負傷箇か所しよを舐なめてきたのだった。

「うお……っ！」

「うむ、良き良き。やはり高貴な血は旨うまいもんじゃな」

　マイペースにそんなことを言って、サタナキアは次の瞬しゆん間かん飛び立っていった。

　な、なんだったんだよ……。まあ……ひとまずは危機が去ったと考えておくか。

「て、テアくん……平気？」

　サタナキアの来訪がいきなりのこと過ぎてずっと警けい戒かい態勢を取っていた教官が、その緊きん張ちよう状態を解いて俺のそばにやってきた。

「……何かされてなかった？」

「い、いえ、何も……」

　教官の角度からは舐められたことまでは分からなかったらしい。なんとなくだが、このまま黙だまっておいた方がいいような気がした。

「そう？　なら良かったわ」

「それより、教官お怪け我がは？　サラさんも大だい丈じよう夫ぶですか？」

「私も姉さんも大丈夫よ。テアくんこそどうなの？」

「かすり傷です」

　疲労もまあ、大したことはない。服がズタボロなのが多少気になる程度だろうか。

「ほら、これを着て」

　そんな中、サラさんもこちらにやってきて、脱いだ上着を俺にかけてくれた。

「助けられちゃったね。テアくん、ありがと。それと、迷めい惑わくかけてごめんね？」

　仮面を脱ぎながらの言葉に、俺は滅めつ相そうもないと首を振ふる。

「気にしないでください。それより俺の方こそ、暴走時に殺意を向けてしまって……」

「あれはまあ、信しん頼らいしてたから怖こわくなかったよ。それにしても、悪魔の力ってすごいね。圧あつ倒とうしちゃうんだもん。その二刀も、テアくんに使われてきっと喜んでるかな」

　微笑ほほえみながら二刀を眺ながめたのち、サラさんは改めて仮面をかぶり、

「さあ、戻ろっか。無む駄だに心配されてるだろうし。天聖祭がどうなってるのかも含ふくめて、市街地の様子も気になるしね」

「ですね」

　サラさんの言葉に頷うなずいて、俺たちは市街地へ帰き還かんすることになった。

　サラさんを助けられて本当に良かったと思う。

　それにしても、《秘匿結社》とは一体……。

　無事に戻もどれる安あん堵ど感と一いつ緒しよに芽生えてきたのは、新たな謎に関する警けい戒かい心しんだった。








終章　炎ほのおを囲んで









　市街地に戻ると、悪魔による騒さわぎなどは沈ちん静せい化していた。

　急に出現した悪魔たちは、なんらかの要因によって一いつ般ぱん人が悪魔に変えられた姿だったらしいが、彼らによる被ひ害がいは奇き跡せき的になく、また彼らも討とう伐ばつされたのちに先日のガレッシャーノ同様に体を無事に解放されており、怪我人すら出なかったとのこと。

　そんなわけで。

　天てん聖せい祭さいは中断こそされていたが、サラさん、もといエルト・クライエンスの無事が確認されたこともあって、少しの時間を空けたのちに再開されたのだった。

　エルト・クライエンスによるエラバス陛下への武器献けん上じようも、改めて行なわれた。

　その武器はもちろんあの二刀であり、俺がバリバリに使用したモノだったが──

　拉ら致ちされたエルト・クライエンスを救うために、テア・フォードアウトが使った得物、という付加価値が付いたことによって、ますます四〇〇回記念にふさわしい、とエラバス陛下は笑い飛ばし、その二刀を国宝指定し、国立博物館に展示する旨むねを発表した。

　俺の精神的支柱が取られた……、と最初は割とショックだったが、あれに頼たよりきるのもどうかと考え、余計な抗こう議ぎは行なわないことにした。あれに頼らずとも悪魔の力を制せい御ぎよ出来るようにならなければ、色々とお話にならないと思うし。

「──あ、ちょっとそれあたしのイカ焼きなんだけどっ！」

「食べてなかったのが悪い」

「好きなモノだから最後にとっておいたのよ！　このバカ！」

　ところで現在──

　俺は改めて天聖祭の只ただ中なかにその身を置いていた。巡じゆん回かい警備業務がすべて終わって自由な時間だった。それはシャローネやエルザも同様であり、俺の眼前でイカ焼きを巡めぐる喧けん嘩かの真っ最中である。やかましいったらありゃしない。

　俺はそんな二人から目を離はなし、辺りを眺める。

　すっかり日は暮れ、夜──。

　場所は城前広場。ステージで催もよおされていたメインプログラムがあらかた終しゆう了りようしたこともあり、会場の客足はだいぶ落ち着いていた。

　残りのイベントらしいイベントは、先ほどから設置され始めた巨きよ大だいなキャンプファイヤーを囲んでのフォークダンスの時間だろうか。それで締しめるのが天聖祭の通例なので、このお祭りもぼちぼち終わりが近付いているということだった。

「テアくん、クレープ買ってきたんだけど、食べる？」

　ぼーっとしていると、同じく今日の業務を終わらせている教官が、腹を空かせての屋台巡りから帰ってきた。エルト・クライエンスの扮ふん装そうをやめたサラさんも一緒で、二人の両手には結構な量の食料が持たれている。

「はい、いただきます」

　近くの石いし垣がきに背を預け、口の中をクレープの甘さでいっぱいにする。

　俺と教官が揃そろっていても、夜間で顔がよく見えない影えい響きようか、騒がれることもない。さっきまで色々と大変だったとは思えないほど落ち着いて、俺は今の時間を過ごせていた。

　──と、

「あ、音楽が聞こえてきたっ」

　シャローネが弾はじけるように言った。

　気が付けば城前広場の端はしで、小規模な宮きゆう廷てい楽団が小気味のいい軽快なメロディを奏かなで始めていた。フォークダンスの時間が、その幕を開けたということだった。

　待ってましたと言わんばかりに、様々な人がキャンプファイヤーを取り囲んでいく。

　二人ひと組が基本で、よく見ると若い男女ペアが多かった。

　これには理由があって、この時間に手を取り合って踊おどった者同士は末永く結ばれる、という伝説というか、噂というか、とにかくそういう与よ太た話ばなしがあって、それを真に受けた、あるいはあやかろうとするカップルが、結構な割合で参加するのが恒こう例れいだった。

　俺も……教官と踊ってみたいが、でもな……誘さそう勇気がないというか、照てれ臭くさい。

　そう思っていると──

「テア、わたしと踊ろ？」

　言って、エルザが俺に迫せまってきた。

「一緒に踊って結ばれよ？　そのあとベッドの上でも結んでくれて構わない」

「あのな……」

「ちょっとそこの変態女！　あんた油断も隙すきもないわね！」

　抜ぬけ駆かけ禁止と言いたげに、シャローネが張り合うようにやってきた。

「ね、ねえテア！　そんな変態女とじゃなくてあたしと踊らない？」

「その前にまず、お前ら二人が踊ったらどうなんだ？」

　ずっと犬けん猿えんの仲だし、ここらで親しん睦ぼくを深めておけって話だ。

「な、なんであたしがこんなのと一緒に踊らなきゃいけないのよ！」

「わたしもお断り」

「じゃあ俺がお前らと踊る未来も永えい劫ごうにないな」

「「……っ！」」

　俺の言葉にショックを受けたかのような表情を浮うかべると、シャローネとエルザは直後にお互たがいの顔を一いち瞥べつし合い、

「み、未来のために……」

「お、踊るしかない……」

　そう言ったかと思えば、嫌いやそうに手を取り合ってキャンプファイヤーの外周めがけて歩き出し、渋しぶ々しぶと踊り始めたのだった。……本当に踊り出すとは思わなかったぞ。

「な、何やってるのあの子たち……」

　そういう趣しゆ味みがあったの……？　と俺たちの会話を特に聞いてなかったらしい教官が、盛せい大だいな勘かん違ちがいをしていた。

「ねえテアくん、このダンスタイムにまつわるお話は知ってるかな？」

　一方で、サラさんが俺の隣となりにやってきた。

「この時間に手を取り合って踊った者同士は末永く結ばれる、って奴やつなんだけど」

「もちろん知ってます」

「じゃあテアくん、ミヤと踊らなくていいの？」

「それは……」

　そりゃ、踊りたいに決まっている。だが言い出せない。教官は確かに俺を慕したってくれているようだが、それが異性としてなのか教え子としてなのかは分からないし。

「草食系だなあ」

　苦笑するようにそう言ったかと思えば、サラさんは次いで教官に話しかけた。

「ねえミヤ、ミヤも当然噂うわさは知ってるよね？　テアくんと踊りたいとは思わないの？」

「え？　そ、それはええと……ど、どうなのかしら……」

　少し曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす教官だった。

　この反応はやはり、保護者的な観点から俺を見ているのかもしれないな……。

　だからカップルの馴なれ初そめ的なこの場に参戦するつもりはないんだろう。

「はあーあ……この似たもの同士め」

　呆あきれたようにそんな呟つぶやきを漏もらしたサラさんは──急に俺の片かた腕うでを絡からめ取り、むぎゅっとその胸を押し付けてきたのだった。い、いきなり何を……っ！

「にゅふん。ミヤに踊る気がないんだったら、そりゃあ当然、このサラお姉ちゃんがテアくんのこと貰もらっちゃうからね？」

　俺を好きだと言ってくれているサラさんの、横取りアピールが始まってしまった。

「だ、ダメよ姉さんっ！　それはダメっ！」

「どうしてダメなの？　テアくんと踊る気がないなら、私がどうしようと勝手でしょ？」

「あ、あるから！　テアくんと踊る気……」

「へぇ、あるの？　ほんとに？」

　尋たずねられた教官は、少し言いよどむ仕草を見せたのちに、

「──あるわよっ！」

　そう言い切って、サラさんから俺を強ごう引いんに引き離したのだった。

「行くわよテアくん！」

「え、あ……ちょ、ちょっと！」

　サラさんに焚たき付つけられた影響なのか、すごい勢いで俺をキャンプファイヤーの方に引っ張っていくミヤ教官。

「はい、いってらっしゃ～い」

　そしてサラさんは、俺を取られたにもかかわらず、どうしてかニコニコと笑いながら陽気に手を振っていた。

「譲ゆずってやったんだから、しっかりやんなさいよ」

　教官には届かなそうな声量で、そうも呟いていた。

　つまり……──そうか。

　サラさんは教官を焚き付けるためにわざと俺と踊るかのような言動を取ったのか。

　俺を想う気持ちを抑おさえ、また姉として、あなたは……。

（……不器用ですね）

　俺を本気で狙ねらっているとか言いつつも、なんだかんだ姉としての自分を優先させて。

　嫌な姉を演じて、教官に得を与あたえる。

　もうちょっと上う手まくやれば教官からの好感度も上がるだろうに、でもそんなやり方しか出来ないところが、サラさんという存在なのだろう。

　ならば俺は、サラさんが身を削けずってまでもたらしてくれたこのチャンスを、精せい一いつ杯ぱい生かさせていただこう。

「教官、やけになって踊るってのはナシですよ？」

「え？」

「サラさんに煽あおられたから踊るんじゃなくて、ちゃんと俺を見て、サラさんじゃなくて俺を相手に踊ってくださいよ？」

「わ、分かってるわよ……ちゃんとテアくんだけを見てるから」

　キャンプファイヤーのすぐそばまでやってきたところで、急にしおらしくなる教官だった。そんな風にいきなり態度を変えられると、こっちまで恥はずかしくなってしまう。

　そんなこんなで──俺たちは、たどたどしいフォークダンスを踊り始めるのだった。

　遠くではサラさんが微笑ほほえましげに笑っていて。

　近くではバチバチとキャンプファイヤーが弾けている。

　そんな中で俺は、教官と踊れている。

　幸せなことだと思う。

　そう、これは充じゆう分ぶんに幸せなことだ。

　別に今以上は望まない。

　教官が俺をどう思っているかなんてどうでもいい。

　別に異性として好かれていなくても構わない。

　大切な元教え子、というくくりでも構わない。

　それでもいいから。

　それでいいから。

　──末永く一いつ緒しよに居させて欲しい。

　そんな願いを携たずさえつつ、俺は今日という日のこの時間を──

　一生の宝物にしようと思った。








あとがき









　なんと二巻です。すべてのラノベがそうだと思いますが、このシリーズも売上次第では一巻で終わって単発モノになってしまう可能性がありましたので、二巻を出せたのは非常に嬉うれしく思います。すべては一巻を買っていただいた読者の皆みな様さまのおかげです。重版もかかりましたし、本当にありがとうございました。

　さて二巻です。今回のお話には、ミヤの姉であるサラーシャが新たなヒロインとして登場します。サラーシャは元々の構想に存在していたキャラではありませんので、書くのに少しだけ苦労したんですよね。ミヤの姉として書く以上、ミヤをも凌しのぐお姉さん感が必要になりますが、お姉さんとしての魅み力りよくをサラーシャに詰つめ込み過ぎるとミヤが霞かすんでしまいます。この作品のメインヒロインはあくまでミヤですから、ミヤを霞ませず、そして被かぶりもしないお姉さん感を彼女には詰め込んであげる必要がありましたし、そこに苦労しました。担当さんと話をして性格を変えたり戻もどしたりして、最終的には今の元気な感じに落ち着いたのですが、いかがでしたでしょうか？　ミヤより好きだぜと言っていただけるならそれはそれで嬉しいですし、やっぱりミヤがナンバーワン！　と言っていただけるならそれもやはり嬉しいです。いや自分はエルザ派だから、いやいや自分はシャローネ派だから、いやいやいや自分はルミナ派だから、という感想でももちろん構いません。

　ちなみにですが、作者として一番書いていて楽しいキャラはエルザだったりします。他のキャラだと台詞せりふひとつ書くのにも「これでいいだろうか」と悩なやむこともあるのですが、エルザの場合は台詞がすんなりと出てきます。彼女のキャラ性が一番定まっているからでしょうね。これからもブレずに変態的な言動で作品を搔かき乱して欲しいものです。




　さて、二巻でも担当さんには色々とアドバイスいただきました。また同じく、一巻に引き続き小こ林ばやしちさとさんにも素晴らしいイラストを描えがいていただくことが出来ました。一巻の初動がかなり良かったのは間ま違ちがいなくイラストのおかげです。担当さんと合わせて、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様も二巻までお付き合いいただきありがとうございます。

　三巻があるかどうかは神のみぞ知る！

　ではまたいずれ、お会い致いたしましょう。
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甘あまえてくる年とし上うえ教きよう官かんに養やしなってもらうのはやり過すぎですか？２
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